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　デートというものなのだろうか。

　和かず人とと食事をし、映画を観に行った帰り道。

　小こ春はるの足取りが軽かったのか、重かったのかは分からない。

　ただ、四し条じよう通をのんびりと歩き、家路に向かう。

　空を仰ぐと、飛行機雲が夕暮れに線を引いている。それにつられるように振り返ると、西の空が茜あかね色いろに染まっていた。

　烏が山へ帰っていく様子は、まるで美しい映像でも観ているようだ。

　ごーん、と何処かの寺の鐘が、夕方の六時を知らせた。

　自分も帰ろう、と小春は再び歩き出す。

　東の空は、蒼あおい。

　その下、四条通の突き当りに、ライトアップされた八や坂さか神社が鎮座している。

　いつも見る光景だが、藍あい色いろの空の下に浮き上がる朱色がとても幻想的だ。

　四条通から北へと曲がり、少し歩くと馴な染じみの社・辰たつ巳み稲荷いなりが見えてきた。

　この小さな社を前にすると、『帰って来た』という気持ちになる。

　小春はホッとして、頰を緩ませた。

　狐神となったコウメは、今ここにいるのだろうか？

　そう思いながら、『ただいま』と社に向かって会釈すると、朱色の鳥居の陰から巫女みこ姿の少しふっくらとした幼い女の子が、ひょっこりと窺うかがうように顔を出した。

　背中には竹筒を背負っている。

　その子は、小春が『コウメ』と名付けた狐神だ。

　小春が、わあ、と顔を明るくさせると、少女はぽんっと白狐びやつこに姿を変えた。

『狐』と言っても、その体はボールのように丸く、くりくりとした丸い目が愛らしい。

　一見すると柴しば犬いぬのように見える。

「コウメちゃん」

　手を伸ばした瞬間、コウメは小春の腕の中に飛び込んできた。

　もふもふとした毛の感触が心地よく、その可愛らしさに目め尻じりが下がって仕方ない。

　何処に行っていたの？　と見上げるコウメの体を小春は優しく撫なでた。

「今日はね、和人さんとお出掛けしてたの……うん、楽しかったよ。とても不思議な感じだった。私はあの人に、前世でとても大きな恩があってね。ちゃんとお返しできるといいな」

　小春はコウメの背を撫でながら独り言のように言い、なんとなく和雑貨店『さくら庵あん』に目を向ける。

　丁度、祖母・吉よし乃のが店先に出て来て、暖簾のれんを片付けるところだった。

「あっ、お祖母ばあちゃんだ」

　そう言った瞬間、コウメはぽんっと姿を消した。

　驚きながらも、ふふっ、と微笑み、

「ただいま、お祖母ちゃん。私も店仕舞い手伝うよ」

　小春は大きく手を振って、吉乃の許もとへと向かった。




　　　　＊　＊　＊




　一方、澪れい人とは白しろ衣きぬに黒くろ袴ばかまの弓道衣姿で、上かみ賀が茂もの賀か茂も邸の庭──弓道場で弓を手にしていた。

　陽が落ちかける中、的は見えにくい。

　目を凝らすよりも姿勢を正して深呼吸する。

　ぴりりとした緊張感の中、矢を放った。

　矢は中心を射い貫ぬき、澪人は安あん堵どして腰に手を当て、的に目を向けたまま口を開く。

「兄さん、お早いお帰りやね」

　すると足音を立てずに澪人に近付こうとしていた和人は、びくんと肩を震わせた。

「なんだ、驚かせようと思ったのに、バレてたんだ。さすが鋭いなぁ」

　いたずらっぽく笑う和人に、澪人は振り返ってにこりと微笑んだ。

「ここに来るて思うてました」

　和人は「なるほどね」と、縁側に腰を下ろした。

「そうだね。僕も澪人が絶対ここにいると思っていたし。それにしても、そんな笑顔を向けられるとは思ってなかったけど。もっとピリピリしてるかと思った」

「ピリピリって」

　澪人は小さく笑って、和人の隣に腰を下ろす。

「こういうことは、足搔あがいたり焦っても、どうにもならしまへんし」

　かつての──前世の自分を思い出す。

　玉たま椿つばきに振り向いてほしいと必死で足搔いていた頃の自分を……。

　手に入れたいともがくほどに、彼女の心は離れていったのだ。

「ほんまに、人の心は……特に恋心はどうにもならへんところがありますさかい」

「なんだか、いきなり余裕たっぷりな感じだね」

　この前は可愛かったのになぁ、と和人は頰ほお杖づえをついた。

「そないなことはあらしまへん。ほんでデートはどうでしたか？」

「楽しかったよ。小春ちゃんは、ふんわりしていて気遣いのできる可愛い人だよね。澪人もそんな彼女だから好きになったの？」

　そう問われて澪人は言葉に詰まり、弱ったような表情を見せる。

「……分かりまへん」

「分からない？」

　澪人は頷うなずいて立ち上がり、和人に背を向けた状態で深く息を吐いた。

「たとえば、『可愛らしい雰囲気』とか『一生懸命で真面目』とか、色々とあるのかもしれへん。なんやもう理屈やなくて僕はただ彼女の側にいて、できれば力になりたいて強く思うだけです。そやけど、なんでやろ……」

「うん？」

「そこで留とどめておけたらええのに、なんで『触れたい』て思うてしまうんやろ」

　かつてもそうだ。

　そんな風に思わなければ、彼女を傷付けることなく護まもることができたのに────。

　澪人はやりきれないような気持ちで、陽が落ちたばかりの空を仰ぐ。

「…………」

　和人は、そんな澪人の背中を見詰め、しばし押し黙っていたが、ややあってくっくと笑い出した。

「どないしました？」

　澪人は不愉快そうに振り返る。

「ううん。どんな美辞麗句を聞くよりも、よーく分かったんだ。澪人は本当に小春さんが好きなんだね」

　愉たのしげに笑いながら相あい槌づちをうつ和人に、澪人は怪け訝げんそうに目を細める。

「そこ笑うとこですか？」

「いやいや、ごめん。なんていうか、『聞かなきゃ良かったなぁ』って思って」

　よく分からないという表情を見せる澪人に、和人も立ち上がる。

「──澪人、僕は今日、小春さんに告白したよ」

　はっきりと告げられ、澪人は一瞬動きを止めるも表情は変えなかった。

「ほんで、小春ちゃんはなんて？」

「それは、ナイショにしとく」

　えっ？　と澪人は眉まゆ根ねを寄せた。

「今日は僕の先制。この前も言ったように、澪人も持ち前のあざとい手を使って構わないから、本気出して小春さんにぶつかりなよ」

　こんっ、と手の甲で軽く澪人の肩を叩たたく。

「そやけど、小春ちゃんと兄さんが既に付き合おうてたら、ぶつかることもできひんし」

「そうかな？　小春さんが僕とどうなってようと、澪人は澪人で自分の気持ちに素直になるべきだと思うけど？　傷付くことばかり恐れてないでさ」

　それじゃあ、と和人は、澪人に背を向ける。

　来た時のように足音を立てずに去っていく兄の後ろ姿を眺めながら、

「そもそも、『持ち前のあざとい手』って、なんやねん」

　と澪人は、再び弓を手にする。

　──恋もさることながら、自分にはやらなければいけないことが山ほどあるのだ。

　かつて稀き代たいの天才陰おん陽みよう師じ・安あ倍べの晴せい明めいがこの京に施したといわれる結界がある。

　上賀茂神社、銀ぎん閣かく寺じ、八坂神社、松まつの尾お大たい社しや、金きん閣かく寺じ、この五つの社寺に記された五ご芒ぼう星せいに、町のあちこちに施された三角形の結界。

　それらが今、千年の時を経て、綻ほころびを見せ始めている。

　自分は、陰陽師の一人として対策に努めなければならない。

　これは自分の大事な仕事であり、本来なら恋などに気を取られている時ではないのだ、と澪人は息を止めて、矢を放つ。

　だが、その矢は中心を大きく外した。

「……あかん」と澪人は、額に手を当てる。

　心が乱れている。

　若わか宮みやや本部長から『自分の内側が整っていないと、やることすべて上手うまくいかないもの』と聞かされたばかりだ。

　そう、この矢が中心を射貫けないように……。

　仕事を上手くいかせるためには、プライベートをなおざりにしてはいけないということなのだ。何もかも忘れて、自分の仕事に逃げられたら、どんなに楽だろう、と思うのだが……。

「ほんま、厄介やね」

　澪人は、東の空に浮かぶ白く冴さえた月を見上げ、自じ嘲ちよう気味に微笑んだ。
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　五月半ば──。

「ねぇ、合宿をしようよ」

　三み善よし朔さく也やは扉を開くなり、そう声を上げた。

　走ってきたのだろう、ふわりとした茶色がかった髪が揺れている。女生徒に『可愛い』と評判の彼は自分でもそれを心得ているようで、その微笑みや仕草はいつも無邪気で屈託がない。

「合宿？」

　突拍子もない朔也の言葉に、皆はぽかんとして振り返った。

　ここは、『ミステリー研究会』の部室だ。

　元々は、学生寮に使われていた学がく徳とく学園の中庭にある中央塔の一階にあり、ここはかつて生徒と家族が面会する際に使われていた応接室だった。

　その為、ヨーロピアンテイストの座り心地の良いソファーにアンティークのテーブル、天井にはシャンデリアと、部室というにはあまりに贅ぜい沢たくな装いだ。

　そんなゴージャスな部室には、朔也以外に四人。

　眼鏡を掛けた聡そう明めいそうななかなかの美人であり小春の親友の水みず原はら愛あ衣い、

　この学園の『麗しの君』と誉れの高い美男子・賀か茂も澪人、

『弓道部のマドンナ』と言われる一見冷たげな美女・安あ倍べ由ゆ里り子こ、

　そして櫻さくら井い小春──。

　そう、澪人が発足させた『結界特別対策プロジェクトチーム』のメンバーしかいなかった。

　後輩の姿がないのは、偶然ではない。

　チームを結成したことで、気軽に集まれる場所として部室を利用したい、と考えた愛衣と小春は、水曜日だけこの部室を自分たちだけで使わせてもらうよう、後輩たちにお願いをし、その代わり木曜日は、彼女たちだけで自由に使うよう提案したのだ。

　そんな小春たちの突然の申し出を、後輩たちはぽかんとしながらも快く了承してくれた。少し不思議そうにしていた後輩たちだったが、先輩がいない木曜日は随分弾はじけられるらしく、楽しく過ごしているようだ。

　ちなみに他の曜日は、これまで通り先輩後輩関係なく、来たい者たちが集つどっている。

　今日はゴールデンウィーク明けの初めての水曜日であり、こうして皆が揃うのは、上賀茂の賀茂邸で集まって以来のことだ。

　昨夜、澪人から『結界の祈き禱とうについて、あらためて詳しく話したい』というメッセージがチーム全員に入ったのだ。

「合宿って？」

　最初に、口を開いたのは小春だった。

　他の皆はソファーに座った状態で、小春が持参した宗そう次じ朗ろうの季節の和菓子をもぐもぐと頰張っている。

「ちょっ、みんな何食べてるの？　わぁ、『あゆ』だ。でも、なんか小さっ」と朔也は首を伸ばし、目を輝かせる。

　朔也の言葉通り、テーブルの上には魚の形をした和菓子『あゆ』が並んでいた。

『あゆ』とは、鮎あゆを模して作られた季節の和菓子だ。どら焼きのような生地の中に求ぎゆう肥ひが入ってる。

　これがなかなかボリュームがあることから、宗次朗は去年『ミニあゆ』と銘打って、一口大の小さな『あゆ』を作り、人気商品となった。

　そうして一年。ゴールデンウィークを終えた頃、宗次朗は、他のところよりもいち早く『ミニあゆ』の販売を始めたのだ。

「宗次朗さんが作った『ミニあゆ』、ほんまに手軽に食べられてよろしいね」

　柔らかく目を細める澪人に、小春も嬉しくなりながら、頷うなずく。

「たくさん持ってきたので、いっぱい食べてくださいね。朔也くんも良かったら」

「食べる食べる、もちろん食べる」

　朔也がすぐにソファーの空いているところに座り、『ミニあゆ』に手を伸ばそうとすると、

「朔也、手を拭ふいてからの方がいいわよ」

　由里子がぴしゃりと言って、おしぼりを差し出す。

「あざーす。由里子センパイって、なんかうちの姉ちゃんみたいだ」

　素直におしぼりを受け取って手を拭く朔也に、由里子は「姉ちゃん……、私、一人っ子だから新鮮ね」とつぶやき、ほんのり頰を赤らめる。

　どうやら、彼女にとっては少し嬉しい言葉だったようだ。

　朔也はあゆを食べるなり、「美味うまっ。ふわふわもちもち」と口に手を当てている。

「ところで、合宿って？」

　食べ終えた愛衣が口を開いた。

　朔也は『ちょっと待って』という仕草をして、お茶をグイッと飲み干し、胸元をとんとんと叩き、ふーっと息をつく。

「うちの酒造会社で持っている旅館兼保養所が、鞍くら馬まにあるんだけどさ」

　朔也はそう言って、ごそごそと鞄かばんの中から、用紙を取り出した。

　そこには、瓦かわら屋根の木造二階建ての和風な屋敷の写真が印刷されている。

　広縁のある和室や大広間、露ろ天てん風ぶ呂ろの写真も載っていた。

「へぇ、立派やね」

「本当ね」

　感心する皆に、「でしょう」と朔也は得意気に頷く。

「でも、せいぜい二家族くらいしか泊まれない小さなものでね、観光シーズンは普通の旅館として営業していて、それ以外は組合の保養所なんだ。それでさ、今度の土日、組合の人が家族五人で予約をしていたらしいんだけど、子どもの用事で行けなくなったんだって。で、うちの祖父じいちゃんが『ちょうど五人やし、チームの皆さんとどうや』って。食事代諸もろ々もろ含めて五千円は徴収するけど、宿代は無料だって。結界の補強の祈禱をする前に、チーム揃って合宿しようよ。親しん睦ぼくと勉強を兼ねた合宿」

　目を輝かせて言う朔也に、皆は顔を見合わせる。

　ほんの少しの沈黙の後、澪人が「……そうやね」と口を開いた。

「鞍馬はエネルギーの強い場所やし、結界の祈禱を実行する前にしっかり色んなことを話したいて思うてたから、僕としてはええ話やと思います。けど、皆さん女性やし」

　澪人はちらりと小春や愛衣、由里子に視線を送った。

「ちゃんと旅館のスタッフはいるし、見た目と違ってくそ真面目な賀茂くんがいるから全然大丈夫だと思うけど？」

　さらりと言う朔也に、「くそ真面目……」と、澪人は複雑そうな表情を浮かべ、皆はぷっと噴き出した。

「私は大丈夫よ」

　最初に手を挙げたのは、由里子だった。彼女は大学生だが、既に成人しているため、問題はないのだろう。

　続いて小春も、「多分、うちも大丈夫だと思う」と言って、手を挙げる。

　澪人率いるチームの皆と鞍馬に一泊で合宿するくらいは問題なさそうだし、五千円ならば、小春の貯金でも払える金額だ。

「うちも、多分大丈夫だと思います。いわば部活合宿だし、市内だし旅館のスタッフもいますし」と愛衣が最後に手を挙げる。

　一応、家族に確認をしてからだけど、と小春と愛衣は最後に付け足した。

「うん、分かってる。でも、思ったよりもスムーズに決まったね。あ、これが旅館の詳しい情報だから」

　朔也は嬉しそうに、プリントしてきた紙を皆に配る。

「私、合宿なんて初めて」と愛衣がプリントを手にする。

「私も。コウメちゃんも呼ばないと」

「そうね、もふもふ様もチームの一員なわけだし」

　由里子の『もふもふ様』という呼び方が何度聞いても可笑おかしく、小春は頰を緩ませながらプリントを受け取る。

「和風で素敵だね」

　小春は、三み善よし酒しゆ造ぞうの保養所旅館の外観を見ながら目を輝かせる。

　その刹せつ那な、ウキウキしている自分に気付き、急に『大変な時なのに、こんなことで良いのだろうか』と、ばつの悪さを覚えて小春はちらりと澪人を見た。

「なんだか、浮かれてしまってすみません」

　京の町の結界が崩れかけ、それにより良くない波動が漏れ出し、様々な事件を引き起こしている。

　自分たちはその対策チームなのだから、浮かれている場合ではないのに、と小春は身を小さくさせると、澪人は「いえいえ」と首を振った。

「『楽しい』とか『わくわくする』というのは、非常に大切で大きなエネルギーなんや。これは、ある人の話なんやけど、自分の土地に災害が起こってしもた人が、『絶望的な気持ちになりながらも、見たこともない天変地異を前に、不本意ながらわくわくしてしまい、そんな自分を責めた』と言うてたのを聞いたことがあるんやけど、実はその『わくわく』に復興のエネルギーが蓄えられていたりします。そやから、今回のチームのことを真しん摯しに考えながらも、わくわくしたり、楽しめるところは楽しんでもらいたいて思います」

　澪人の言葉に、小春も皆もホッとして表情を緩ませる。

「週末しっかり時間を取れるんやったら、その時に話そうと思うんやけど、陰陽師の関西本部の部長と相談した結果、五ご芒ぼう星せいの結界の補強は日を開けて二回行うことにしました」

　その言葉に、「二回……」と皆はなんとなく相あい槌づちをうつ。

「一回目は、まず満月の日、ほんで二回目はその二週間後の新月の日に。この二回やって初めて結界の補強が成り立つんや」

　その話を聞き、小春は「ああ」と頷いた。

「西洋占星術の本でも、満月は『不要なものの浄化と解放』で、新月は『願いを叶かなえる力』があるというのを読んだことがあります」

「そうやね。満月の力でこの地を清浄にしつつ補強して、新月の力でさらに固めようて思います」

「今度の満月っていつだろう」

　皆は揃ってスマホを手に、確認をした。

「満月は、五月の下旬で、そして、新月は六月中旬みたいです」と愛衣が頷く。

「どちらも平日みたい」と小春がつぶやく。

「学校サボっちゃう的な？」

　いたずらっぽく笑う朔也に、「いえ」と澪人は首を振った。

「大変やけど人のあまりいいひん早朝にやってもらうさかい、学校を休む必要はありまへん。寺の方は早い時間閉まってたりするんやけど、そん時は本堂に入れるよう、上の人たちに交渉をお願いしますんで」

　そう言う澪人に、皆は「はーい」と声を揃える。

「実行する前に、結界のことや安倍晴明についてしっかり話したいて思うてたから、三善君の申し出は僕にとっては、渡りに船やね。ほんまおおきに」

　澪人は、朔也に視線を移して、にこりと微笑む。

「いやいや、単に『みんなで合宿って楽しそう』って思っただけっす」

　朔也はそう言った後、澪人の顔を覗のぞくように見た。

「話は変わるんだけどさ、賀茂くん、なんか雰囲気変わった？」

　えっ？　と戸惑いをあらわにする澪人に、由里子も「うんうん」と頷く。

「私も思っていたわ。ちょっと柔らかくなったというか」

「そうっすよね、なんか尖とがった感じが少しなくなったっていうか」

　そう言う二人に、澪人は弱ったように笑う。

「そやろか、自分ではよう分かりまへん」

　澪人は軽く流すように言い、ぱんっ、と手を打った。

「ほんなら今日は解散にして、各々ご家族の了承をもらってください。あっ、でも、無理はせんでもええし」

　皆は「はーい」と立ち上がり、帰り支度を始める。

　朔也や由里子、愛衣が部室を出て行き、小春もそれに続こうとしたその時、

「あっ、小春ちゃん」

　と澪人に声を掛けられて、小春は振り返った。
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　皆に『雰囲気が変わった』と言われた澪人だが、自分ではどう変わったのか分からずにいた。

　ただひとつ心当たりがあるのは、『もう素直になろう』と決めたことだ。

　これまで、小春に対して『好きになってはいけない人』と自分を抑え続けてきた。

　彼女から想いを告げられた時も、『勘違いしているのだから』と突っぱねた。

　それらはすべて、無理をしてきたのだ。

　会合を終えて部室を出ていく皆の背中を眺めながら、澪人は咄とつ嗟さに小春を呼び止めていた。

　部室を出ようとしていた小春は「あ、はい」と振り返り、そのまま愛衣に「先に帰ってて」と伝え、澪人の許もとに歩み寄る。

　どうかしましたか？　という様子で、小春は澪人を見上げた。

　その眼まな差ざしは、とても真っすぐで、直視できずに目をそらす。

　皆は自分に『雰囲気が変わった』と言うけれど、それは小春の方ではないか、と澪人は息を吞のむ。

　おそらく、兄・和人とデートに出かけた後からだろう、自分を前にした彼女の様子が以前とは違っている。少し前の彼女は、自分と目が合うなり恥ずかしそうにしたり、時に挙動不審に目を泳がせることが多かった。

　それはいつも自分に向かって、きゃあきゃあとミーハーな声を上げてくる少女たちと似通ったものがあり、小春も彼女たちと同じような感情を自分に抱いてくれているであろうことが、嬉うれしくもあり、切なくもあった。

　しかし今は、そうではない。

　その眼差しはとても落ち着いていて、揺るぎない。

　自分を前に『動揺』していないのだ。

　一見すると、まるで勘違いの恋から目覚めたような様子にも見える。

　そんな彼女を前に、自分の方が以前の小春のように動揺してしまう。

「あ、えっと、その……」

　何を言って良いのか分からなくなり、ちらりと彼女を見ると、制服に隠されているが首にネックレスが掛けられていることに気付いた。

　それは間違いなく、自分が誕生日に送った水晶だ。

「おおきに」

　そう言うと、彼女は「えっ？」と小首を傾げる。

「水晶、つけてくれてるんやね」

　すると小春は、ああ、と微笑んで、衣服の内側に潜ませていた六角形の水晶を取り出した。

「授業中はポケットの中に入れていて、放課後になったらつけるようにしているんですよ。優しいエネルギーの石ですね」と、小春は微笑む。

　気に入ってくれていることが伝わって来て、胸が熱くなった。

「ほんで、小春ちゃん……」

　──兄と付き合うことにしたんですか？

　そう言おうとして、澪人は口を噤つぐんだ。

　以前、似たようなことを言って自分は彼女を傷付けたのだ。

「その……小春ちゃんは、蛍を見たことありますか？」

　そう問うと、小春は「蛍？」と目を見開く。

「いえ、テレビでしか見たことないです。でも、京都では見られるところがあるんですよね」

　少し前のめりになった彼女に、澪人は「そうや」と頷うなずく。

「下しも鴨がも神社で六月初旬から中旬に『蛍ほたる火びの茶ちや会かい』いうんがあって、境内でたくさんの蛍が見られるんや。もし良かったら、一緒に行かへん？」

「えっ？」

「小春ちゃんに、蛍の光を見せてあげたいて思うて」

　すると小春はほんのり頰を赤らめ、とても嬉しそうに目を細めた。

「はい、ぜひ行きたいです」

　その様子に、澪人は『良かった』と胸に手を当てる。

「とりあえずは、結界に集中やけど」

「そうですね」と、小春も使命感に満ちた表情で強く頷く。

　その様子が愛らしくて、頰が緩んだ。

「下鴨神社に蛍のお祭りがあるなんて知らなかったです」

「結構な賑にぎわいなんやで」

「澪人さん家ちはご近所ですもんね。あっ、そのお祭りには和人さんも一緒に行くんですか？」

　そう続けられ、澪人は動きを止めた。

「あ、いや、分からへんけど」

　兄も一緒の方がええんやったら誘うし、と言おうとしてやめた。

　ここで、無理をする必要はないのだ。

「……小春ちゃんと二人で行きたいて思うて」

　自分なりに精一杯に言った。

　だが、目を合わせられずに、そらしたまま。

　それでも、彼女が心底驚いたような顔をしているのが分かった。

「あ、はい。分かりました」

　少しの間の後、小春はぎこちなく頷き、「それでは、また」と部室を出て行った。

　誰もいなくなり一人残された部室で、澪人はしゃがみこみ、大きく息をつく。

「ほんま、兄とどうなってるんやろ」

　その小さなつぶやきは、黄昏たそがれ時の静寂にかき消された。
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　小春が澪人との話を終え、中庭の塔を出ると、既に陽は落ちかけて、青々とした芝生が黄金色に光っている。

「コハちゃん」と、朔也の声が届いた。

　彼はベンチに座っていて、小春に向かって、大きく手を振っている。

「賀茂くんとの話は終わった？」

　と、朔也はすぐに立ち上がり、駆け寄ってきた。

「うん。朔也くん、まだ帰ってなかったんだね」

「実はコハちゃんにお願いがあってさ……あれ、賀茂くんは一緒じゃないの？」

　朔也は首を伸ばして、塔の廊下を覗のぞいた。

　小春もつられて振り返る。

　だが、通路に澪人の姿はない。どうやらまだ部室に残っているようだ。

「一人でまた地図とか開いて、何かやってるのかな？　賀茂くんって本当に真面目だよね」

「あ、うん」と小春は曖あい昧まいに頷き、「それで、私にお願いって？」と話を戻す。

　すると朔也は気まずそうな顔で弱ったようにくしゃくしゃと頭を搔かいた。

「いや、あの……」

　どうにも言い難にくそうな様子に、小春が首を傾げていると、

「ねぇ、そんな『どうしたの？』って顔してないでさ。コハちゃん、心読めるんだから、俺の言いたいこと分かるよね？」と朔也は自分の顔を手で覆った。

「えっ、読んだ方がいいの？」

　戸惑う小春に、朔也はそっと頷く。

　元々、できることなら、人の考えていることなど読み取りたくはない小春は、自らの能力をコントロールできるようになった今、なるべく人の心を読まないようにしていた。

　たとえ、彼が自ら『読んでほしい』と思っているとしても、正直気乗りはしない。

　だが、朔也の様子を前に、小春は『仕方ない』と息をついた。

「それじゃあ……」

　小春は、朔也と視線を合わせて、額にぐっと力を入れた。

　すると、すぐに彼の意思が伝わってくる。

「……謝りたい？」

　大きく浮かんだのは、その言葉。

　彼は誰かに『謝罪したい』と思っているようだ。

　確認する小春に、朔也はこくりと頷く。

「誰に？」

　そう問うと同時に、狐神コウメの姿が浮かんできた。

　小春には、愛らしさしかないコウメだが、朔也のイメージの中でのコウメは怒ったような顔で威嚇するポーズを取っている。まぁ、その姿もやはり愛らしいのだが。

　小春は「ああ」と納得した。

　朔也は、かつて管くだ狐ぎつねだったコウメを滅しようとしたことがあるのだ。

　その際、コウメは間一髪で若宮に助けられ、事なきを得たものの、あの子に恐怖を与えたことには変わりない。

　朔也はそのことを謝りたいのだろう。

「わざわざ、心を読ませなくても、口で言ってくれたらいいのに」

　小春はぽかんとしながら心からそう言う。

「いやいや、なんていうの？　素直になれないお年頃っていうかさ」

　冗談めかして言いながら、それは紛れもなく朔也の本心だった。

　実際、コウメに謝りたい気持ちはあるが、今はまだそれを素直に認められる段階ではないらしい。

「もう一方で『謝る必要はない』って声もあるんだね」

「うーん、なんていうか、俺自身『自分の仕事を全うしている』って自負もあったしさ。あの時のこと、間違っているとは思ってないんだよ」

　朔也は、三善家の除霊師として、家に棲すみついた管狐を祓はらったにすぎない。

　それは、自ら信念をもってしたことなのだ。

「でも、もう違うし……何より今後同じチームでやっていく仲間なわけだからって、思ってる。けど、なんかどっか素直になれない自分もいて。コハちゃんが側にいてくれたら、素直な優しい気持ちで謝れるかなと思ったんだ」

　元々、心底妖あやかしを憎んでいた朔也だ。

　亡き母を赦したことで、心境の変化があったとはいえ、そんなに簡単に人が変われるわけではない。

『人ならざる者』を嫌悪する気持ちは残り、コウメが狐神になった今も、苦手意識を持ち続け、謝れる心境にはなっていなかったのだろう。

　だが今は、『同じチームの一員なのだから、仲良くやっていきたい』という朔也の強い意志が伝わってくる。

『結界対策チーム』は、澪人からの申し出で急きゆう遽きよ発足したもの。

　そのチームについて、朔也はどう思っているのだろう、と考えたことがあるのだが、小春が思う以上に朔也はチームの一員になれたことを誇り、大切に思っていることが伝わってきた。

　小春は嬉うれしさを感じながら、「分かった」と頷く。

「それじゃあ、これから一緒に辰巳稲荷に行こうか」

　小春はバッグを持ち直して、歩き出した。

「えっ、どうして辰巳稲荷なの？」

　後に続きながら不思議そうに問う朔也に、小春は少し驚いた。

「あれ、知らなかった？　コウメちゃんは、今『辰巳稲荷』に身を寄せているの」

　朔也は、へぇ、と相槌をうつ。

「あっ、朔也くんは今日はスクーター？」

　朔也はいつもスクーター通学だ。

「ううん、今日はコハちゃんに同行してもらうつもりだったから、スクーターでは来てないよ」

　小春は、それなら良かった、と微笑む。

「たしか、朔也くんの家は伏ふし見みって言ってたよね。スクーターじゃない時は、どうやって通ってるの？」

「家から学校に行く場合、最寄りの駅は京けい阪はんの中ちゆう書しよ島じまだから、竹田で地下鉄に乗り換えて北きた大おお路じ駅まで。そっからはバスだよ」

　京阪に地下鉄にバス、と小春は指を折り、肩を下げる。

「……そっか、それはスクーターで通いたくもなるね」

「でしょ。コハちゃんは？」

「祇ぎ園おんからバスで北大路まで行って、そこから上賀茂行きのバスに乗り換え」

「バスの乗り継ぎかぁ、それも少し面倒くさいね」

「ううん、慣れたから。それにね、帰りはバスから夕暮れの比ひ叡えい山ざんを見るのも好きで」

「でもさ、祇園・北大路間なら京阪と地下鉄を使った方が早いと思うよ？　京阪の祇ぎ園おん四し条じよう駅から三さん条じよう駅で降りて、そこから地下鉄東とう西ざい線で烏からす丸ま御お池いけ駅まで。後は烏丸線に乗り換えて北大路駅までぴゅーって」

　さらりと言う朔也に、小春は「うーん」と唸うなり、眉まゆを寄せる。

「やっぱり、そんなに乗り換えるのが面倒くさくて。ぼんやり座っている内に着く方が好き」

「なんかコハちゃんらしいね」

　ぷっ、と笑う朔也に、小春は肩をすくめる。

　中庭を出ようとした時、小春は、視線を感じて振り返った。

「コハちゃん、どうかした？」

「今、視線のようなものを感じて……」

「えっ、そんなの感じた？　賀茂くんが部室から見てるんじゃない」

　どうだろう、と小春は眉根を寄せ、「それより、行こうか」と歩き出す。

　視線は、どこか刺すような冷たいものであり、澪人ではない気がしていた。
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　その後の帰り道。

　今日ばかりは朔也の提案に従い、バスと地下鉄と京阪を使い、京阪『祇園四条駅』で降りた。

　地上に出ると、横断歩道の向こうに南みなみ座ざが見え、小春は複雑な気持ちで建物を眺める。

「……乗り換えは慌ただしいけど、たしかに時間的には地下鉄と京阪乗り換えの方が早いね」

「でしょう？　夕方なんて道路混む時があるしさ。これからはぜひ」

「でも、やっぱりちょっと慌ただしくて」

「えー？　俺は絶対、確実に時短できる方を選んじゃうなぁ」

　そう話しながら、四条通を背に北に向かって歩く。

　道路の向こうの鴨かも川がわには夕暮れ空の下、カップルが等間隔に座っているのが見えた。

「鴨川名物、等間隔カップル座りだね」

　朔也は首を伸ばしながら、少しからかうように言う。

　思えば先日、自分も和人とあそこに座っていた。

　傍はたからは、自分たちも『名物』の一部に見られていたかもしれない。

　そう思うと、気恥ずかしいような気持ちになる。

「ねっ、コハちゃん、俺らも河原に座りに行こうか」

「ええ？」

「しかもさ、等間隔じゃなく、カップルの真横に座るの。絶対『空気読めない奴ら』って、嫌な顔されるよ」

「もう、悪趣味だなぁ。あっ、朔也くんこっちだよ」

　小春は呆あきれながら、白しら川かわ沿いに東に曲がった。

　道の先に、辰巳稲荷の小さな社が見える。

「あれが、辰巳稲荷？」

「そう」

「小さいねぇ」

「可愛いでしょう？」

　小春は、ふふっと笑い、小さな鳥居の前に立つ。

「コウメちゃん、こんばんは」

　中を覗のぞくようにして、そう声を掛けるも返事はなく、境内は静かなものだった。

　ここはいつもふんわりとした雰囲気に包まれているが、今は『静寂』という言葉がぴったり当てはまる。

　大抵の神社が門を閉める、午後六時をすぎているためかもしれない。

「ちょっと緊張する……」

　朔也は引きつったような笑みで鳥居を前に一礼をし、境内の中に入った。

　何の変化もなく、ただ静かな空気に朔也はちらりと小春を見た。

「やっぱり歓迎されてないのかな？」

「……どうだろう？」

　拒絶している様子はない。

　どちらかというと、『静観』という感じだろうか。

　朔也は、「ま、いいや。歓迎されてなくても、謝るまでだし」と零こぼして、二礼二拍手をする。

　心の中で謝罪しているのだろう、朔也は目を瞑つぶり、黙り込んでいる。

　そんな朔也の心を読むつもりはないため、何を思っているのか分からないが、彼が真剣なことは伝わってきた。

　最後に一礼をして、朔也は顔を上げた。

「よし、ありがとう、コハちゃん」

　そのまま境内を出ようとする朔也に、

「あっ、ちょっと待ってね。私もコウメちゃんに伝言があって……」

　小春はそう言って、社に顔を向けた。

『コウメちゃん、今度の土日、鞍馬でチームの合宿をします。もし良かったらコウメちゃんも来てね』

　心の中でそう呟つぶやき、小春も手を合わせる。

　きっと、どこかで聞いていてくれるだろう。

　小春と朔也は境内を出て、今一度一礼をし、互いに顔を合わせた。

「朔也くん、せっかくここまで来たんだし、良かったら『さくら庵』でお茶でも飲んで行かない？」

「マジ嬉うれしい、ありがと、コハちゃん」

　どうやら誘ってもらえることを期待していたようで、すぐにそう言って嬉しそうに手を合わせる。

「店の営業はもう終わってる頃なんだけどね」

　辰巳稲荷を後にして、『さくら庵』へと続く道に出る。

　すぐに店先が見えるところまで来た。

「あそこが店なんだけど……あれ、明かりがついてる」

「まだ営業してるの？」

「ううん、暖簾のれんは下げられているから、閉店はしてる」

　まだ、閉店作業の途中なんだろうか？

『さくら庵』の前まで来て、朔也は感心したように店を見上げた。

「本当に『京都の和雑貨店』って感じだねぇ」

　小春は「そうでしょう」と頷うなずいて、引き戸を開けた。

　明かりが消えている時は、裏の玄関から入るのだが、こうして明かりがついている時は店先から入ることが多い。

　今日は朔也も一緒だし、まだ店が閉められていなくて良かった。

「ただいまー」

　一歩店に入ってすぐに、ミントのような清涼感のある香りが鼻を掠かすめた。

　香りがする方向に目を向けると、奥のテーブルで、宗次朗が誰かと話している。

　こちらからは宗次朗の背中と、対面して座る人の頭くらいしか見えない。

　お客さんが来ているんだ……と、思っていると、テーブルから宗次朗たちの会話が聞こえてきた。

「……それで、いくつか素案を描いてきててね。お祭りの期間に限定販売する『鈴』の形の和菓子ということで、そのまま祭りをイメージしたものなんだけど……」

　とても短い髪をしていたため、華きや奢しやな男性かと思ったが聞こえてきたのは女性の声だった。

　彼女はバッグからスケッチブックを取り出して、宗次朗に手渡している。

「おお、わざわざサンキュー。素案なんてなくたって、ハナからお前のセンスに任せたのに」

　宗次朗は、嬉しそうな声を出し、スケッチブックを開いていた。

「いやいや、それは勘弁。全部任せられるのもつらいんだって。これは、遊びじゃなくて、ちゃんとしたイラストの依頼、ビジネスの話なわけだし」

「こんな風に素案を見せられたら、どれも良くて迷うだろ」

「ありがと」

　そんな会話が耳に届き、小春は二人が先月作った新作和菓子『小鈴の落らく雁がん』のパッケージイラストについての打ち合わせをしていることを察した。

『小鈴の落雁』は、半球状の落雁を向かい合わせて鈴の形にし、その中にもころんとした落雁が入っている宗次朗の新作だ。

　鈴は、白や黄色、ピンクに水色と色も様々で目で見ても楽しめるもの。

　鈴の落雁は和三盆で作られているため、口の中でふっと溶け、中の黒糖の落雁が、鈴の音のようにほんのり余韻を残す和菓子であり、宗次朗はこれを『葵あおい祭まつり』、『祇ぎ園おん祭まつり』、『時じ代だい祭まつり』、と京都三大祭りの限定の和菓子にすると話していた。

　そのパッケージのイラストを知り合いのクリエイターに頼もうと思っているという話も聞いていた。

　今、宗次朗の向かい側に座っているのが、そのクリエイターなのだろう。

　以前、星の砂糖菓子のパッケージイラストを手掛けた『八や雲くも』という人に違いない。

　その『八雲』という女性は宗次朗の浅あさ草くさ時代に交際していた女性、つまりは『元彼女』ということも思い出し、小春は少し複雑な気分になる。

　かつて交際していた人と、こんなに雰囲気の良い関係性でいられるのは、宗次朗の人柄のなせる業なのだろうか？

　小春は半ば感心しながら彼女に向かって会釈をして、自分のすぐ後ろにいるであろう、朔也に話しかける。

「朔也くん、あそこに座っているのが叔父おじで和菓子職人の宗次朗さん」

「コハちゃん、俺、今日は帰るわ」

　すぐにそう言った朔也に、小春は驚いて振り返った。

　朔也は、入口のところでまるで隠れるように身を小さくさせている。

「えっ、どうして？　ここまで来たのに」

　小春が前のめりになると、八雲が「朔也!?」と勢いよく立ち上がった。

　朔也は観念したように、「……あー、どうも。姉ちゃん、奇遇だね」と、頭をかく。

「姉ちゃん？」

　状況がつかめない中、小春は八雲と朔也の顔を交互に見た。

　八雲とは初対面だったが、よく見ると覚えがあった。

　以前、朔也の意識を読み取った際に、その顔を見たことがあるのだ。

　そのことに気付き、「あっ」と小春は口に手を当てた。

　一方の八雲も小春を見るなり、慌てたように頭を下げる。

「あっ、挨あい拶さつが後回しになってごめんなさい。はじめまして、小春さん。三善八雲と申します」

「櫻井小春です」と小春も頭を下げた。

「宗次朗から、小春さんが学徳学園に転入したって話を聞いていたんだけど、まさかうちの弟と友達だったなんて……」

　八雲はそこまで言って、「もしかして、『友達』じゃなくて、二人は交際を？」と、少し嬉しそうに目を輝かせて、小春と朔也を見る。

「い、いえ、違います」

　小春がぶんぶんと首を振ると、朔也はぷっと笑った。

「コハちゃん、そんな全力で否定しなくても。俺はいつでもウェルカムだけど？」

「またそんなこと言って」

　呆あきれる小春に、八雲も強く頷いた。

「そうよ、朔也。あんたはいつも、物言いが軽すぎるの。そんなんだと本心も信じてもらえないんだからね」

「はーい」と朔也はいつもの調子で返事をし、「姉ちゃん、実はこのコハちゃんが例のチームの一員なんだよ」と続けた。

　すると八雲は「──えっ？」と大きく目を見開く。

「チームって、賀茂家のエリート率いるチームの一人？」

「そう。なんとコハちゃんも賀茂家の血を引いてるんだよ」

　少し得意気に語る朔也に、八雲も混乱した様子で、今度は小春と宗次朗を交互に見た。

「ああ、そっかぁ、そういうことか。やっぱり宗次朗はそういう家系の人だったんだ」

「なんだよ？」と宗次朗は首を傾げる。

「いや、なんていうか、一緒にいて楽しいのに、時々得体の知れないパワーを肌で感じて、何かに吞のまれそうで怖かったんだよね……」

　八雲は独り言のように零こぼし、何度も頷いていた。

　そんな八雲の様子から、小春はなぜ二人が別れたのかなんとなく分かった気がした。

　彼女の方が、宗次朗に『理屈ではない畏おそれ』を抱いて、離れたのだろう。

　おそらく宗次朗と関わってきた女性は、同じような理由で本能的に怖くなり離れていったのかもしれない。

　それに対して、杏あん奈なは畏れを感じず宗次朗に向かい合えるのだろう。

「え……、今の姉ちゃんのつぶやきは何？　姉ちゃんとコハちゃんの叔父さん、過去になんかあったわけ？　だとしたら、この相関図複雑すぎない？」

　朔也は、そう言って皆を見回す。

「複雑？」と小春は、朔也を見る。

「だって、コハちゃんの叔父さんと姉ちゃんの間に何かあって、俺とコハちゃんの間に何かあるわけだし」

「私と朔也くんの間に、複雑なものは何もありません」

　小春が肩をすくめた横で、

「まぁ、言うほど複雑じゃねぇよ、八雲とは今はただの友達だし」

　宗次朗は、動揺することもなくさらりと答えた。

　宗次朗はいつでも『今』に着目していて、過去など、まさに過ぎたことなのだ。

「あ、そうですね」

　朔也は宗次朗の迫力に気け圧おされたように、言葉を詰まらせる。

　そんな朔也の様子に、小春は微かすかに笑った。

　その時、階段から足音がして、小春は振り返る。

　話し声を聞きつけた吉乃が、二階から降りてきたようだ。

「なんや、楽しそうやて思うたら、こんばんは」

　そう言って、吉乃は店に顔を出すと、八雲と朔也は弾はじかれたように顔を上げ、すぐに「お邪魔してます」と頭を下げた。

「わ、私は、宗次朗さんのお菓子のイラストを手掛けております、三善八雲と申します」

「その弟で小春さんの友達の朔也です」

　突然現れた吉乃を前に緊張したのか、二人の声が上ずっている。

　吉乃は「まあまあ」と嬉うれしそうに目を細めた。

「息子と孫がお世話になっております。せっかくやし、良かったらご飯食べて行かへん？」

　吉乃の提案に、宗次朗が「おっ、いいな」と微笑む。

「もう夕食時だし、せっかくだから食べて行けよ。これ、京都にありがちな口先だけの誘いじゃねぇし」

　小春も、「ぜひぜひ」と頷うなずいたが、八雲と朔也は揃って首を振った。

「いえ、うちも祖母が夕食を用意してくれていて」

「そう、今夜は俺のリクエストで作ってくれているんです」

　そんな二人に、吉乃は「そら、仕方あらへんね」と残念そうに頷く。

「それじゃあ、宗次朗、私はそろそろ。素案で良いと思ったものを教えてね」

　八雲はすぐにバッグを肩に掛けて、宗次朗を見た。

「ああ、連絡する」と宗次朗は頷く。

「コハちゃん、俺も姉ちゃんと一緒に帰るから、またね」

　続いて、朔也が笑顔で手を振った。

「あ、うん。……でも、来たばかりだよ？　お茶くらい飲んで行けばいいのに」

　小春がためらいがちに言うと、朔也は「いやいや」と首を振った。

「思えば、もう夕飯時だしさ。また今度ね」

「ええ。それでは、お邪魔しました」

　八雲と朔也はにこやかに頭を下げて、まるで逃げるように『さくら庵』を出て行った。

　小春、吉乃、宗次朗はぽかんとして立ち尽くす。

「……なんだか、急にどうしたんだろ？」

　首を傾げた小春に、「ほんまやね」と吉乃が相あい槌づちをうつ。

「ばーさんが来た途端、尻しりに火がついた感じだったし、怖かったんじゃねぇの？」

「ばーさん、言わんときよし。ほんで私は怖ないで」

　吉乃はムキになったように言って頰を膨らませた。

　若い頃、絶世の美女だった吉乃は黙っていると『怖い』と思われることが多く、それがとても嫌だったようだ。

「それより、飯にしようぜ」

「そうやな。今夜は肉じゃがやし」

「わぁ、肉じゃが嬉しい。お腹ペコペコ」

　三人は店の扉を施錠し、什じゆう器きに布をかけ照明を落として、二階の居間へと向かった。




　　　　＊　＊　＊




　一方、『さくら庵』を出た八雲と朔也は、店から少し離れた辰巳稲荷の前に来るなり、「はああああ」と二人揃って声を上げて、その場にしゃがみこんだ。

「──驚いた、マジで驚いた」

「本当だよね。宗次朗と小春ちゃんと吉乃さん、一人一人のパワーが強いのは感じていたけど、三人が揃った時の迫力！」

「急に、バンッ、と来た感じだったよな」

「そうそう、結界が揃ったみたいに」

「俺、鳥肌立って大変だったもん。実は今も残ってるし」と朔也は腕を摩さする。

「私はパワーに気圧されて、倒れるかと思ったよ」

「分かる。ってか、あんな中で一緒に飯とか無理だし。会社の重役たちと食事させられる平社員の気分だよ」

「そうそう、それまさに、良い譬たとえ！　食事なんて喉のど通らないわよね。まぁ、本当に普通の人なら大丈夫なんだろうけど。人よりも霊感の強い私たちは少しずつ慣れていかないときついわ」

「もしくは賀茂くんみたいに、あの人たちに負けないパワーのある人じゃないと無理だよねぇ」

　朔也は、ふぅ、と息をついて立ち上がった。

「『賀茂くん』って、チームリーダーの？」

「そう。あの家で時々、夕食食べてるみたい。さすがだよね」

「まぁ、同じ『重役』だものね」と八雲も立ち上がる。

「朔也も、あの家で平気で夕食食べられるくらいにならなきゃ、あの子とは付き合えないかもよ？」

　歩きながらいたずらっぽい視線を送る八雲に、朔也は肩をすくめた。

「そういう姉ちゃんは、あのイケメンの叔父おじさんと過去になんかあったみたいだけど、今はどう思ってるわけ？」

「……宗次朗は、今は尊敬できる友達」

「強がってない？」

「ちょっとね」

「うお、素直だね」

「だって、宗次朗は魅力的だもの。でも今、あの家から飛び出してきちゃったみたいに、かつて私は宗次朗のあの得体の知れないパワーから逃げちゃったからね」

　あの頃、逃げずに飛び込む勇気があれば、今何か違ったのかもしれないけど。

　心の中でそう付け足し、『今さらのことよね』と八雲は微笑む。

「それじゃあ、帰ろうか」

「うん」

　二人は、京阪『祇園四条駅』へと向かった。





四






　いよいよ、鞍馬合宿の日。

　集合は、午前十時に出で町まち柳やなぎ駅ということで、小春は朝九時には家を出て、四条通を西へと歩いていた。

　背中に大きなリュックを背負っている。そこには一泊分の着替えと、宗次朗が持たせてくれた和菓子が入っていた。

　家を出る際、『行ってきます』と小春が元気な声を上げると、『行ってらっしゃい。三善さんや澪人ちゃんによろしゅう』と吉乃が手を振り、続いて宗次朗がひょっこりと現われて、

『おう、これ持って行けよ。新作の和菓子だ。リュックに入れておくぞ』

　小春のリュックの中に和菓子を入れてくれたのだ。




　小春は、祇園四条駅から京阪電車に乗り込む。

　特急に乗ったのもあり、十分も経たずに終点の出町柳駅に着いた。

「思ってたよりもアッという間……」

　随分早くに着いてしまった。

　これでは、結構待つことになるだろう、と覚悟をしつつ、地上の『叡えい山ざん電車』改札前へと向かうと、既に澪人、朔也、愛衣、由里子が揃っている。

「わぁ、みんな早いんだね」

　小春は駆け寄って驚きの声を上げた。

「いやぁ、ちょっと張り切っちゃったよね」

　あはは、と笑う朔也に、

「私も」「私もよ」と愛衣と由里子がはにかんで言った。

　澪人は、そんな皆を微笑ましそうに見守っていた。

　澄んだ青空と五月の爽さわやかな風が心地よく吹き抜ける。

　まさに『お出掛け日和』だ。

　小春はリュックを背負い直しながら空を仰ぎ、頰を緩ませる。

「ねぇ、賀茂くん、ついお菓子をたくさん持って来てしまったんだけど、いくらまでだったのかしら」

　真顔で問う由里子に続いて、朔也がサッと手を挙げた。

「賀茂くん、バナナはおやつに入りますか？」

「遠足ちゃうし」

　そんなやりとりに、小春と愛衣は、ぷっと噴き出す。

「ほんなら、行きましょう」

「はーい」

「あっ、切符買わなきゃ」

「俺はＩＣカードがあるし」

　皆が浮かれ気分でいる中、小春は周囲を見回した。

　やはり、コウメは来ないのだろうか？

　寂しい気持ちになっていると、澪人がそっと口を開いた。

「小春ちゃん、コウメはきっと、鞍馬に直接来るんちゃうかなて思いますよ」

　まるで自分の心を読まれた気持ちになり、小春は驚きつつ振り返る。

　視線が合うなり彼は、にこり、と優しく目を細める。

　その微笑みに、小春の寂しい気持ちが払ふつ拭しよくされる気がした。

「そうですよね。きっと来てくれると思います」

「ええ、そう思います。ほんなら行こか」

「はい」

　皆で並んで改札を通り、叡山電車・通称『えいでん』に向かって歩き出す。

　ゴールデンウィークが終わったばかりなためか『えいでん』に人の姿はなく、朔也は「ひゃほー」と浮かれた声を出した。

「すっげー、貸し切りだ」

「前にお父さんとこの電車に乗った時は、すし詰め状態だったのに、こんなに空すいている時もあるんだ」

　愛衣は驚きながらも、嬉うれしそうな様子で車内を見回し、

「先頭に乗った方が、前方の景色も観られて、楽しそうよ」

　と、由里子が冷静な表情ながらも、ほんのり頰を赤くさせて前の車両を指す。

「みんな、浮かれてる」

　小春は口に手を当てて、顔を緩ませた。

　とはいえ、浮かれているのは自分も同じだ。

　彼はどうなんだろう？

　ふと疑問に思い、小春は隣に立つ澪人に視線を移す。

　彼は、皆のように浮かれている様子ではないが、嬉しそうに微笑んでいた。

　小春の視線に気付いた澪人は、小首を傾げた。

「小春ちゃん、どないしました？」

「いえ、澪人さんはこういう時、みんなを見守るように微笑んでいることが多いですけど、澪人さん自身浮かれたりしないんですか？」

　小春の問いに、澪人はぱちりと目を開き、その後に照れくさそうに笑う。

「……こう見えて、僕も今浮かれてるし」

　その言葉を耳にした皆が「ええ？」と驚いたように振り返った。

「賀茂くんが浮かれたりとかするの？」

「驚いた、どんな時も冷静なクール男子かと思っていたわ」

「本当です」

　口々に『意外』という声を上げる皆に、澪人は肩をすくめた。

「知っての通り、僕は幼い頃から人と違ちごてるのもあって学校での遠足とかもなかなか楽しめへんし、集団生活では居心地の悪い思いをしてきたんや。修学旅行もめんどいから欠席してしもたし……。思えば何も気を遣わずに同世代の人たちとわいわい行動できるて、これが初めてかもしれへん」

　そう話す澪人に、へぇ、と皆は相あい槌づちをうつ。

「そやから今、実は結構浮かれてるんやで」

　澪人は、少し気恥ずかしそうに言って、前髪をかき上げた。

「うっ、やばい、男の賀茂くんにキュンとしちゃったよ」

　朔也は胸に手を当てて撃ち抜ぬかれたポーズを取り、

「私も」

　由里子と愛衣が、頰を赤らめながら頷うなずいた。

　だが、小春の胸には、切なさが押し寄せる。

　幼い頃から人には見えないものが見え、聞こえないものが聞こえてきた澪人にとって、学校行事は楽しめるものではなかったのだろう。

　彼の子ども時代を思うと切ないが、今本当に楽しく思っていることも伝わって来て、嬉しくもなる。

「ここは、みんな、すべての事情を知る仲間ですもんね」

　小春がそう言うと、愛衣が「そうそう」と頷く。

「私はみんなのように見えたりするわけじゃないけど、事情はきっちり分かってますし、それが楽しいですもん」

「なんたって『チーム』だしね、賀茂くん」

「そうね」と口々に言う皆に、

「そうやね。ほんまにおおきに」

　澪人はそう言って、屈託のない子どものような笑みを見せた。

　そんな澪人を前に、今度は皆揃って頰を赤らめる。

「どないしました？」

「今日の賀茂くんが可愛いのよ。なのに色気が前より増量してない？」と由里子。

「そうそう、俺までポッてなっちゃったけど」

　朔也はわざとらしく頰に手を当てた。

「きっと澪人さんは、仲間ができて、柔らかくなったのかもしれないですね」

　そう続けた愛衣に、

「いやぁ、それだけかなぁ」

　朔也は洩もらして、意味深に微笑んだ。





五






『せっかく鞍馬に行くのだから、貴き船ふね神社にも行こう』と事前に計画していた五人は、『貴き船ぶね口ぐち』で降りた。

　駅から徒歩二分先にバス停があり、それに乗って神社へと向かう。

　バスを降りて少し歩くと、朱色の鳥居と、その向こうに石階段の両端に並んだ朱色の灯とう籠ろうが見えてきた。

　初夏の緑と対照的で、目に眩まぶしいほどに鮮やかだ。

「貴船神社って、色鮮やかで綺き麗れいだね」

　小春はしみじみと言い、石階段を上り始める。

「小春ちゃん、貴船ははじめてなん？」

「そうなんです。鞍馬も貴船も初めてで」

「そら、丁度ええね」

　すると一歩前を歩いていた愛衣が、「……あの」と振り返り、澪人を見て聞き難にくそうに口を開く。

「どうしました？」

「……貴船神社って、『丑うしの刻こく詣まいり』でも有名と聞いたんですが、実のところどうなんでしょうか？」

　それは、小春も聞いたことがある話だった。

　たしかにここは、人によっては怖さを感じてしまうかもしれないほどのエネルギーの強い神社ではあるが、『呪いの場所』と言ってしまうにはもったいない、清涼感溢あふれる素敵な場所だ。

　本当はどうなっているのか、と愛衣と共に小春も息を吞のんで澪人の返事を待つと、彼は「そうやね」と息をつく。

「貴船神社の創建はほんまに古くて天てん武む天皇の時代にはあったそうなんや。この神社には、『国家安穏・万民守護のため、太古〝丑の年の丑の月の丑の日〟に、天上より貴船山中腹、鏡かがみ岩いわに天降れり』という社記があって……」

　そこまで言った澪人に、小春と愛衣は思わず首を傾げた。

「つまり貴船の神様が降臨した『丑の年の丑の月の丑の日の丑の刻に参さん詣けいすると心願成就する』て伝承があったんや」

　澪人は、すぐに分かりやすく言い変え、二人は納得して相槌をうつ。

「そこに、『宇う治じの橋はし姫ひめ』の伝承が重なりまして……」

　宇治の橋姫？　と小春が首を傾げると、

「日本に古くから伝わる鬼女伝説よ」と由里子が補足する。

「そう、安倍君の言う通り、橋姫は鬼女として知られています。その昔、深い妬ねたみに囚とらわれた貴族の娘が貴船神社に七日間籠こもり、『貴船大明神よ、どうか私を生きながら鬼神に変えて下さい。妬ましい女を殺したいのです』と祈ったそうなんや。そんな娘を哀れに思った貴船大明神は『本当に鬼になりたければ、姿を変えて宇治川に二十一日間浸れ』と告げたそうや。ほんで娘はお告げに従い、髪を五つに分け五本の角にし、顔に朱をさして、全身に丹にを塗って赤くした。鉄てつ輪わを逆さに頭に載せて、三本の脚に松明たいまつを燃やし、さらに両端を燃やした松明を口にくわえて、と計五つの火を灯ともして、夜が更けると大和やまと大おお路じを南へ走ったそうなんや」

　澪人の話から、その出いで立ちを想像し、皆は「ひっ」と呻うめいた。

「その姿を見た人は、恐ろしくて倒れて死んでしもたとか」

「……ショックで死ぬのは大おお袈げ裟さだけど、マジで倒れる恐ろしさだよね」

　女って時に怖い、と朔也は苦笑する。

「ほんで彼女は宇治川に二十一日間浸った結果、貴船大明神の言うたとおり生きながら鬼になったそうや。これが『宇治の橋姫』の伝承で、これが元となって貴船神社の『丑の刻詣り』が伝わっていると思われます」

　澪人の説明に、皆が「なるほど」と相槌をうつ中、

「それで、その後、橋姫はどうなったんですか？」と愛衣が身を乗り出した。

「鬼となった橋姫は、妬んでいた女に相手の男からその親類まで次々と殺したそうや。男を殺す時は女の姿、女を殺す時は男の姿になって殺していったて。京の者は、橋姫を恐れて夜外出することもなくなったそうや。結局、源みなもとの頼より光みつが従えていた四天王の一人、源みなもとの綱つなが『髭ひげ切きり』という名刀で橋姫の腕を切り、その呪われた腕は安倍晴明が封印したて話です」

　その言葉に、朔也が「おー」と声を上げる。

「最後には安倍晴明かぁ、さっすが」

　すると由里子がほんのり頰を赤らめた。

　話を聞き終えた愛衣は、「そういうことだったんですね」と、腑ふに落ちた表情を見せた。

「……もしかしたら、貴船大明神は娘にそんな恐ろしい願いを叶かなえさせたくなくて、彼女が諦あきらめてくれたらと、あえて無理なことを言ったのかもしれないですね」

　ぽつりと小春が言うと、「それはあるかもしれへん」と澪人は笑う。

「あら、神様が間違ったりするかしら」

　そう言った由里子に、小春は小さく頷く。

「前に若宮くん……龍りゆう神じん様が言っていたんです。『神も森羅万象の一柱にすぎない』って。だから万能ではないし、良かれと思ったことが間違っていたり、あらぬ方向に行ってしまうこともあると思うんです」

　小春は、かつての『宮様』を思い返した。

　なぜ彼が、管かん絃げん祭さいの夜に大雨を降らせたのか……。

　それが正しかったのか、間違っていたのか、今も自分には分からない。

　それでも、その時、彼は良かれと思ってやってくれたのだろう。

「そうね、たしかに『全知全能』ってわけじゃないものね。それにしても、元々は、『心願成就の丑の日』なのに、今や『丑の刻詣り』として知られてしまうなんて残念でならないわよね」

　由里子はそう言って肩を下げる。

「そうやね。少しずつ、『丑の刻詣り』やなくて、『心願成就の丑の日詣り』としての貴船神社が知られていくといいですよね」

　そう言う澪人に小春が、うんうん、と頷うなずいていると、愛衣が「あっ」と手を打った。

「私、『不思議サイト』に『丑の日の心願成就』のことを投稿しておこう。ネットの力は侮れないと思うし」

　そんな愛衣に、皆は「あ、それいいと思う」と賛成した。

　澄んだ空気が、五人の間を吹き抜けていく。

　目には見えないたくさんの精霊たちが、歓迎してくれているようだ。

　ここは、神しん泉せん苑えんや吉よし田だ神社ともまた違う不思議な地であるのを感じ、五人は並んで参拝をし、揃って大きく深呼吸した。

「いやぁ、本当にすごいパワースポットだよね。エネルギーが強すぎて、鳥肌立つし」

　朔也は自分の体を抱き締めながら、境内を見回した。

「本当ね、山のパワーもすごいし」と由里子。

「私は何も分からないけど、すごく気持ちよい清涼感です」

　愛衣は、うん、と体を伸ばした。

「本当にすごい清涼感。まるで境内全体が澄んだ水の中にあるみたい」

　小春が、しみじみと呟つぶやくと、

「そうやね、ここは、水の神様やしね」

　澪人も境内を見回してそう言う。

「龍神様ですか？」

「伝承では神じん武む天皇の母・玉たま依より姫ひめの命みことが、黄色い船に乗って淀よど川がわ、鴨川、貴き船ぶね川がわを遡さかのぼって上陸し、『水神を祀まつった』と言われてるんや」

「もしかして、『黄色い舟』で『貴船』ですか？」

「そういう説もあります。ほんで、一般的には『きぶね』て呼ばれてるけど、公式には『きふね』て濁点をつけないそうなんや。神域に絶えず湧き出る清らかなご神水が、濁らないよう祈りを込めてのことなんやて」

「清らかな水が、濁らないよう……」

　その時、かつての『主様』の言葉が蘇よみがえる。




　──自分という水晶を曇らせることのないよう、ゆめゆめお忘れにならぬように。




　ぐっ、と胸が切なく詰まった。

　きっと同じことを指しているのだろう。

　清らかな水が濁らないようにすること。

　自分の中の水晶を曇らせないようにすること。

　小春は目頭が熱くなり、皆からそっと離れて本ほん宮ぐう社殿前の石垣から溢あふれ出るご神水を見詰める。

　こんこんと湧き出る御神水は、とても清らかだ。

　自分は未熟だから、『そうありたい』と思っても、間違ってしまうかもしれない。

　濁らせたくない、曇らせたくないと思っても、そうはいかない時もあるだろう。

　だが、決して同じ間違いはしたくはない、と小春は祈るように思う。

「小春、水占いしようよ」

「水につけると占いが浮かび上がるの。面白いわよ」

　背中に届いた愛衣たちの声に、小春は目に浮かんだ涙を拭ぬぐって「うん」と振り返った。





六






　貴船神社『結ゆいの社やしろ』、『奥おく宮みや』を詣まいり、木きの根ね道みちを通って、鞍くら馬ま寺でらへと向かう。

『奥の院魔王殿』、『鞍馬寺本殿金堂』、『由ゆ岐き神社』とまわり、鞍馬寺に到着したのは、『奥宮』を出てから二時間が経過していたが、絶えずわいわいとお喋しやべりをし、楽しく歩いていたためか、思ったほど疲れは感じなかった。

「いやー、やっと、鞍馬寺！」

　朔也は両腕を伸ばして、そう言う。

　鎮座するのは狛こま犬いぬならぬ、狛虎。古いが重厚感のある本殿と、境内に六ろく芒ぼう星せいが記されている。

　水の中を感じさせた貴船神社に対し、ここは空──宇宙とつながっているようだ。

　自分の中にある魂のようなものが、頭から抜けて空に引っ張られそうな気がして、小春は身震いした。

「ここはすごいやろ。厳しさと誇りのある、強い寺やね」

　隣でつぶやく澪人に、小春はこくりと頷いた。

　澪人が言うように、ここは凜りんとした空気の中、威厳と誇り高さが感じられる。

　それは狛虎にも象徴されているようだ。

「なんていうか、閻えん魔ま大だい王おう様に審判される場所って、こういう感じなのかなって」

　小春の言葉に、澪人はぷっと噴き出した。

「あっ、変なことを言いましたね」

「ちゃいます。上手うまい譬たとえやなて思うて」

　そんな話をしていると、朔也や由里子、愛衣は境内の六芒星の中に入り、うわっ、と声を上げていた。

「賀茂くん、ここすごいよ。全身に電気が走る」

「本当ね。痛いくらい」

「思い込みかもだけど、私も静電気みたいなの感じた」

　きゃあきゃあと声を上げる三人の許もとに、小春と澪人は頷いて歩み寄る。

　六芒星に一歩足を踏み入れた瞬間、小春は大きなエネルギーが地上から空に向かって舞い上がっているように感じた。

「本当にすごい。空へのエレベーターみたい」

「ここも吉田神社大だい元げん宮ぐうや、あなたが愛衣ちゃんと行った愛宕あたご山やま同様、龍が行き来する場所といわれてるんや」

　愛宕山、それは前世で自分が過ごした山だ。

『主様』と呼んでいた老神主の姿をした龍神の言葉を賜った場所。

「鞍馬寺は『火ひ祭まつり』が有名ですよね」

「ええ、十月にあるそうね」

「そうやね。ここは北方の守護のために、また当時頻発した大地震や争いなど相次ぐ世情不安を鎮めるために祭を行ったそうなんや」

　愛衣と由里子、そして澪人の会話に、小春はハッとする。

　鎮火の神として霊験あらたかな愛宕神社に対して、ここは『火』で厄を祓はらう寺なんだ。

　それぞれに役割があるのを感じながら、小春は皆と共に本殿の前で手を合わせた。





七






　昼食は鞍馬駅側の食事処で蕎麦そばを食べ、迎えに来てくれたワンボックスカーに乗って、三善酒造の保養所へと向かった。

　保養所は鞍馬寺前の道をさらに山の方へと進み、少し奥まったところにある。

　車が敷地内に入ると、タイヤが砂利を踏む音が響く。

「お待たせしました」

　運転をしていた初老の男性が、にこやかな笑顔で車のドアを開けた。

　ありがとうございます、と皆は頭を下げながら、車を降りる。

『三善酒造』と書かれた看板がついた和風の建物は、旅館として見るなら小ぶりだが、保養所として見たなら、かなり立派なものだ。

　建物の前に広がる日本庭園も、手入れが行き届いて美しい。

「素敵」と目を輝かせる女子たちに続き、「ほんまや、立派やね」と澪人がしみじみとつぶやくと、

「上賀茂のすごい家に住んでる賀茂くんが何を言うんだよ。皆、こっちだよ」

　朔也はリュックを手に、中へと進む。

「上賀茂の家は、僕ん家ちやなくて、祖父の家やし」

「同じだってば」と、旅館に入る。

　玄関に入ってすぐに、ホールが広がっていた。

　受付には、運転手の奥さんだと思われる初老の女性がにこやかな笑みを浮かべている。

「三善の坊ちゃんですね。お待ちしておりました」

　そう言って彼女は、二階の東端が朔也と澪人、西端が小春と愛衣、由里子の部屋であること。中央に食事部屋があり夕食は午後六時に運ぶが、時間までその部屋を勉強などに使っても良いこと、また一階建物裏側に、露ろ天てん風ぶ呂ろを含む浴場があることを手短に伝え、その最後に、

「社長に伺っております。お勉強がんばってくださいね」と言ってにこりと微笑んだ。

　そんな彼女に、「ありがとうございます」と会釈を返しながら、『チーム』のことを聞いているのだろうか、それとも純粋に『勉強合宿』だと思っているのだろうか、と皆は思い思いに顔を見合わせる。

「ほんなら、一日歩き回って汗もかいてるでしょうし、まずは各々入浴を済ませてから、勉強部屋に集まりましょう」

　そう言った澪人に、皆は「はーい」と手を挙げた。







『まずは、荷物を置こう』と、小春たちは、西端の女子部屋に入った。

　その部屋は温泉旅館でよく見る広縁のある和室であり、窓の向こうに山の木々の景色が広がっている。

　ここから見えるのは山の景色のみで、他の民家などは見えない。

　三人は窓を開けて、心地よさに目を細めながら、澄んだ空気を吸い込んだ。

「山の景色と空気、気持ちいいね」と小春は心から言う。

　目の前に広がる景色が自分の知る京都市内とはまるで違っていて、随分と遠くまで旅行に来た気がする。

「ねぇ、ここが京都市内なんだから驚きだよね」

「そうなのよね。しかも左さ京きよう区よ」

「左京区！」

　三人は、信じられない、と笑い、しばし山やま間あいの景色を眺めていた。

「そろそろ、お風呂に行きましょうか。浴衣ゆかたもあるわよ」

　嬉うれしさを隠しきれなそうに言う由里子に、小春と愛衣は「そうですね」「はい、行きましょう」と浴衣とタオルを手にいそいそと女子部屋を出た。




　　　　＊　＊　＊




「ふわー、いい気持ち」

　一方、朔也と澪人は、既に入浴していた。

　朔也は露天風呂に浸かった状態で、ふーっ、と目を細める。

　少し離れたところで澪人が岩に背を預けた状態で、空を見上げていた。

「しっかし、賀茂くん、あらためて色白っ」

　驚き半分、感心半分に言う朔也に、澪人は微かすかに口角を上げる。

「これでも、外で弓引いてるんやけど、なかなか、焼けへん」

　澪人はそう言って、自分の白い腕を摩さする。

「意外と筋肉質だよね。もっと、線が細いかと思ってた」

「弓道や乗馬もなかなか筋肉使いますし」

「弓道に乗馬って、本当に貴族だよね」と朔也は噴き出し、「なんかさ、不思議だよね。そんな賀茂くんと俺が一緒に風呂に入ってるとかって」と、しみじみとつぶやいて、ふふっと笑う。

「……僕は別に、特に不思議に思うたりはしぃひんよ？」

「えっ、そうなの？　不思議じゃない？」

「ええ。知り合おうた以上は縁があるて思いますし。こういうこともありえるやろ」

　澪人は岩風呂に頰ほお杖づえをついて、笑みを見せる。

　その様子はまさに学園の通り名に違たがわず『ミステリアスな麗しの君』であり、朔也は、うーん、と口を尖とがらせた。

「最近、少し親しみやすくなってきたなと思っていたのに、こうしているとやっぱり、近寄りがたい『麗しの君』だなぁ。一緒に風呂に入ってるのに」

　ぶつぶつと面白くなさそうに言う朔也に、澪人は小首を傾げる。

「なんか言うた？」

「ううん、なんでもない。それより、さっきずっと空を見てたけど、何か感じてた？」

　そう言って朔也も空を見上げた。

　澪人は「そうやね」と零こぼして、眉まゆ根ねを寄せた。

「ここは霊山やさかい、波動も高い。そやけど急に乱れた波動が紛れることがあって。譬たとえると、良い香りの中に、時々悪臭が混じる感じと似てるんやけど……」

「それって、結界云うん々ぬんが関係しているのかな？」

「そうやと思います。元々、ここは北方の守護の地。結界が崩れかけている影響を受けていても不思議やありまへん」

「そっか、それで……」と朔也は口に手を当てる。

「どないしました？」

「いや、祖父じいちゃんたちが、『鞍馬の辺りも、波動が変わった』って話しててさぁ。今のところ俺は特に感じないんだけどね。俺たちチームに泊まるように言ったのは、様子見てほしかった気もするんだよね」

「それなら、格安で泊まらせてもらえるのも納得やね」

　澪人が頷うなずいていると、竹の塀の向こうから、きゃあきゃあと女子たちの声が聞こえてきた。

「わぁ、本当に露天風呂がある」

「澄んだ空気の中、お風呂に入れるって最高」

「本当ね」

　そんな小春たちの声に、朔也は愉たのしげに目を細める。

「あっ、コハちゃんたちだ。塀の向こう側が女子の露天風呂なんだよ。ちょっとこういうのってドキドキするよね」

　朔也がそう言って、いたずらっぽい笑みを見せた。

「わっ、このお風呂、温泉みたい。看板に効果効能が書いてある」と愛衣の声。

「肌がすべすべになりそう」

「あら、小春さんは元々すべすべじゃない」

「ゆ、由里子さん、くすぐったいです」

　そんな女子たちの声に、朔也と澪人は思わず顔を見合わせた。

「いやぁ、なんか、マジで、なんだかドキドキするよね」

　澪人は「そうやね」と頷き、そっと立ち上がる。

「ほんなら僕はもう出ますし」

「えっ、もう？」

「ええ、汗も流せたし、入浴中の女性の会話を盗み聞きするみたいで気が引けるさかい」

　澪人は、にこりと微笑んで中へと入っていく。

　朔也はそんな彼の背中を見送りながら、

「なんだか、本当にスマートで麗しいよねぇ」と言って熱い息をついた。




　　　　＊　＊　＊




　小春たちは入浴を済ませた後、浴衣姿でいそいそと勉強部屋へと向かう。

　そこは宴会場と思われる広々とした畳部屋であり、中央に大きなテーブルがひとつと、スタッフの計らいなのかホワイトボードも用意されていた。

　小春たちが部屋に入ると、既に澪人と朔也がテーブルについて、お茶を飲み寛くつろいでいる様子だった。

　男子二人も浴衣姿だ。

「お待たせしました」

　小春たちは会釈をして、対面して腰を下ろし、リュックの中からノートや筆箱を取り出して、テーブルの上に置いた。

「おお、女子たち、勉強する気満々だね」

　前のめりになって言う朔也に、「そら、勉強合宿やし」と澪人は肩をすくめる。

「でもさ、お菓子くらい食べたいよね」

「それは、朔也に賛成ね」

　そう話す朔也と由里子に、小春は「あっ」と声を上げた。

「そうだ。宗次朗さんから和菓子の差し入れがあるんですよ」

　小春は、リュックの中に入っている小さなバッグを出した。

「これ、保冷バッグだったんだ」と小春は洩もらして、さらに中から白い箱を取り出す。

「ねっ、小春、どんなお菓子なの？」

　今やすっかり宗次朗が作る和菓子の大ファンになっている愛衣が目を輝かせながら身を乗り出す。

「実は私もまだ見てないの」

「小皿ならここにあるわよ」

　由里子がいそいそと小皿をテーブルに並べ、

「それじゃあ、私はお茶を淹いれるね」と愛衣が湯ゆ吞のみの用意をした。

　小春が箱を開けると、皆は反射的に中を覗のぞき込み、「わあ」と声を上げた。

「これは、綺き麗れいやね」

「えっ、これ、和菓子なの？」と愛衣がさらに箱を覗く。

「……そうみたい」

　小春はひとつひとつ慎重に取り出して、皿の上に置いた。

『朝あさ露つゆのしずく』という栞しおりが入っている。

　葉を模した緑色の精巧で薄い飴あめ細工の上に、その名の通り朝露のしずくのようなわらび餅もち──餡の入っていない透明の水みず饅まん頭じゆうがぷるんと載っている。

「水饅頭を先に食べて、その後に葉の飴細工を食べるのがおすすめみたい」

「ぷるぷると綺麗で美味おいしそう」

「いただきます」

　そう言って思い思いに『朝露のしずく』を口に運ぶ。

「────っ」

　皆は揃って口に手を当てた。

　少し冷えてつるんとした甘すぎない水饅頭は、爽さわやかな余韻を残す。

　名残惜しさを感じながらも、その後に葉の形をした飴細工を口に運ぶ。

　薄い飴は清涼感のある甘さであり、口に入れると一瞬のうちに消えてなくなるのだが、不思議な満足感を与えてくれる。

「美味しいっ」

　小春は頰に手を当てて、ぎゅっと目を瞑つぶった。

「ほんまに、なんて爽やかな和菓子やろ」

「宗次朗さんって、本当にすごい」と愛衣も目を瞑っている。

「あー、もう一個食べたい」

　朔也が名残惜しそうにする横で、由里子も「同感ね」と頷いていた。

　口々に美味しさをあらわにする皆を見ながら、小春は自分のことのように嬉うれしく、そして誇らしく感じた。

「ほんなら、美味しい和菓子も食べられたところで、結界についての話をはじめたいと思います」

　すぐにそう言う澪人に女子たちは「はい」と表情を正して座り直し、「やっぱ、賀茂くんって、くそ真面目」

　朔也は、ぷぷっ、と口に手を当てた。

　そんな朔也を相手にせずに、澪人は立ち上がってホワイトボードの前に立ち、皆を見渡した。

「──ではまず、かつて京の町に結界を張ったという、稀き代たいの天才陰陽師・安倍晴明という人について話したいて思います。色々と話は聞いたことがあるでしょう、式しき神がみを自在に操ったり、『術を使ってあの蛙を殺して見せろ』と貴族に詰め寄られて致し方なく蛙を吹き飛ばし、その貴族の腰を抜かせたて話もあります。また、有名な逸話としては、彼はその類たぐい稀まれな力から母親が狐だったというものやろか。これについては、『葛くずの葉は』伝説をはじめ、いくつか言い伝えがあるんやけど、その真偽はさておき、どうしてそんな話が出てきたかと考えると、晴明が安倍家にとって突然変異ともいえる天才だったためやないかと思います」

　そう語り出した澪人に、皆は相あい槌づちをうちながら黙って話を聞く。

「そもそも、晴明以前の安倍家の系図を遡さかのぼると、大化の改新で活躍し左大臣となった阿あ倍べの倉くら梯はし麻ま呂ろ、彼は無実の罪で処刑された有あり間まの皇おう子じの祖父に当たりまして、ほんで、晴明の九代前の先祖・阿あ倍べの御み主う人しは右大臣にまで出世した人物……こう見ると晴明の出自は決して悪くはありまへん。そやけど、この阿倍御主人の死後、安倍氏は政権から遠ざかり、後退の一途を辿たどりました。

　晴明の父・安あ倍べの益ます材きの役職は『大だい膳ぜんの大だい夫ぶ』、内裏の『台所係』やね。つまり、簡単に言うと晴明は、『台所係の益材さんの息子』という感じやって、当時の身分は正直パッとしてまへんでした。そんな晴明がやがて時の権力者・藤ふじ原わらの道みち長ながにもっとも信頼される陰おん陽みよう師じになるわけで、『鳶とびが鷹たかを産む』どころの騒ぎではなく、母が狐という説が出てきても無理はない話やったのでは、と僕は推測してます」

　皆が、へぇえ、と洩らす中、由里子は「そこまでは知らなかった」と真顔で零こぼした。

「晴明は小さい頃から不思議な力、『見けん鬼きの才』を発揮していたんでしょう。幼くして、陰陽師の権威・賀か茂もの忠ただ行ゆきの弟子となり、晴明は彼の許もとでその才能を開花させます」

　この話は有名なため、うんうん、と皆が頷うなずく。

「この当時朝廷の陰陽道を司つかさどっていたのは、賀茂家だけでした。『陰陽寮』という朝廷に仕える国家組織、それは賀茂家の専売特許の公職やったんです。ですが晴明という天才の出現により、事情が変わってきました。賀茂家に代々伝わる教えを晴明に継承したんです」

　皆は、ほおお、と驚きの声を洩らす。

「賀茂家の教えを大きく二つに分けると、『天文』と『暦こよみ』なんやけど……」

　澪人はそう言って、ホワイトボードに書き込む。




・天文博士──天体を観測し、星を読んで、上級官庁に通達する。

・暦れき博士──天の運行を五ご行ぎようにあてはめ、複雑な計算を用いて正しい暦を作成する。




「賀茂忠行の長男・賀か茂もの保やす憲のりは、晴明を『天文博士』に任命し、自分の息子・光みつ栄よしを『暦博士』にと任命しました。つまり賀茂家が独占していた伝統の技を余所よそ者ものの晴明に伝えたわけです」

「もし、晴明がいなかったら、賀茂光栄が二つとも伝授していたんですか？」

　手を挙げて質問した愛衣に、澪人は頷いた。

「きっとそうなってたと思います」

「賀茂光栄は面白くなかったんじゃないのかしらね」

　由里子はそう言って、眉まゆ根ねを寄せながら腕を組んだ。

「そうやね、光栄はライバル心を剝むき出しにしていたて話やね。そもそも一家で独占した方が賀茂家としては良いわけで、光栄だけやなく一族間の反発もあったはずや。逆を言えば、それだけ晴明の才能を見込んでのことやと思います」

　はーっ、と皆は感心の息をつく。

　きっと敵も味方も多い人だったに違いない、と小春はしみじみ思う。

　前世、自分は何度か、安倍晴明と対面している。

　彼は、人とは思えぬ有無を言わさぬパワーを持った人だった。

　賀茂保憲は、そんな晴明を前に、代々伝わる陰陽師の教えを賀茂家だけで独占することなどできないと思ったに違いない。

「これだけで晴明の凄すごさが伝わったんやないか、て思いますが、その後、晴明は藤原道長の命に従い、陰陽師として活躍しました。鬼を祓はらい、宮中と京の町を護まもるために、町に結界を張りました。この結界の効果で、魑ち魅み魍もう魎りようが町に入れんと、苛いら立だちを覚え自らが棲すまう世界に戻ったて話もあります。そんな京の町を護る結界の種類は大きく分けて三つあります。『九く字じ』と『三角形』と『五ご芒ぼう星せい』です。ご存じの通り京の町は碁盤の目になってます。これは晴明やなくて元々、賀茂家や泰はた氏うじが携わったものなんやけど、これが『九字』という結界のベースになってまして、ほんで晴明はここに、この前も伝えた三角形の結界を作り、さらにそれらを囲む大きな五芒星の結界を張りました……」

　澪人は縦線と横線を碁盤の目に交差させた九字、三角形と五芒星をホワイトボードに書き、

「ほんまに素晴らしいの一言やね……。おそらく晴明は、このために天に遣わされた存在なんやろうて心から思います」

　独り言のように言って、「とはいえ」と少し残念そうに息をついた。

「長い時間にはかないまへん。千年の時を経てこれらの結界が綻ほころびを見せ始めました。そやけど、上賀茂神社、銀閣寺、八坂神社、松尾大社、金閣寺──この五行の相そう生せいの順に、満月と新月の日に二回祈き禱とうをすることで、僕らでも補強ができます」

　振り返ってそう言った澪人に、朔也が難しい顔で腕を組む。

「でも、飽くまで『補強』なんだよね？　つまり『仮止め』みたいなものなんだよね？」

「そうやね。ほんでも、それは侮れない『仮止め』やて思うてます。五芒星の仮止めをしている間、三角形の結界の補強をしておく。最終的には『宮家の祈禱』が必要となるさかい、皇室の人に動いてもらうのには、本部の力がないと無理なんやけど」

　そう話す澪人に、小春が身を乗り出した。

「皇室の人を動かすって、やっぱり本部ってすごいんですね？」

　前に色々と大変そうな様子だったけれど、と小春は心の中で付け足しながら尋ねると、澪人の表情が一瞬曇る。

「優秀な陰陽師数人の祈禱よりもたくさんの人の力のほうが効果があるんやけど、それだけの人を動かすにはやっぱり本部の協力がないとあかん」

　結界をあらためて張り直すには、思った以上に多くの人の力が必要だと知り、皆は顔を見合わせた。

「これで、安倍晴明のことと結界については、ざっくりやけど伝えられたと思うんやけど、何か質問があれば」

　澪人が、皆を見回して尋ねると、由里子がおそるおそる手を挙げた。

「あの、私も安倍晴明について調べていてね……『身固め』という呪い返しの方法があるというのを読んだんだけど、こういう術は本当にあるのかしら」

　その質問に、皆は「身固め？」と首を傾げる。

「その本には、こう書かれていたわ。ある見目麗しい貴族の青年がいて、その若者を疎ましく思った者が術者に依頼して呪いをかけさせるの。それを知った晴明が、『今から〝身固め〟という呪い返しの術をあなたにしますので』と、その見目麗しい青年を強く抱き締めたんですって。しかも、一晩中！」

　小春と愛衣は「一晩中……」と洩もらして、頰を赤らめる。

「そんな破廉恥な術が、本当にあるのか聞きたかったのよ」

　由里子は耳を真っ赤にさせながら、澪人を見る。

「破廉恥て……ほんまにありますし」

　弱ったように言う澪人に、皆は「あるんだ！」と声を揃えた。

「やだ、破廉恥」と朔也がわざとらしく、口を手で覆う。

「破廉恥やあらへんよ。呪いをかけられた人をしっかりと抱き締めてガードし、呪いを放った者に返したり、もしくは浄化するんや。呪いをかけられた者の衣服を抱き締めて行うこともできるんやけど実際にその当人を抱き締めた方が効果はてきめんやし、何より手っ取り早い。おそらく晴明は一刻を争うて、その青年に『身固め』したんやと思います」

「そうだったの。ちょっと禁断の香りがしたと思ったのに。晴明にそういう趣味もあったのかと」

　少し残念そうに言う由里子に、澪人は苦笑する。

「……趣味のことまでは分からへんけど、晴明にはちゃんと息子二人がいてますし」

　さらりと言う澪人に、小春と愛衣が「ええ？」と声を上げた。

「晴明って子どもがいたんですか？　てっきり彼本人にはいないのかと……」

　小春は心底驚きながら尋ねる。

　前世で対面した際、人間離れしていると感じていたからこそ、彼が家庭を持っているということが意外に思えた。

「いてました。長男が吉よし平ひら、次男が吉よし昌まさ。なかなか優秀やったとか」

　皆は、へえええ、と感心の声を上げる。

「そうして、由里子センパイにつながっていくってわけだねぇ」

　朔也はしみじみと言って、ちらりと由里子を見る。

「いやだわ、私は子孫の端くれよ。それを言うなら、やっぱり賀茂くんの方がすごいわよ。名門中の名門って感じじゃない」

　弱ったように言う由里子に、朔也は「まぁねえ」と頷うなずいた。

「今の説明を聞いても、やっぱり賀茂家は名門中の名門だよね。賀茂くんはすごいよ」

「それを言うなら、僕かて子孫の端くれやし」

　澪人は肩をすくめ、「みんな揃って端くれだね」と皆でくすくすと笑い合う。

　その後は、結界の祈き禱とうの際に行う祝詞のりとの説明や唱える練習などをし、気が付くと陽が暮れていた。





八






　──そうして、夕食の時間。

　テーブルには、京都丹たん波ば産地じ鶏どりを使用した鶏の水炊きをはじめ、旬の魚のお造り、山菜の釜かまめし、旬の野菜の天ぷらが並んだ。

「なんて豪華」

「美味おいしそう」

　皆は、目を輝かせて、「いただきます」と手を合わせる。

「賀茂くんに由里子センパイは、もう成人組なんだから、お酒飲んだっていいんだよ？　三善酒造の保養所だから、酒の種類は豊富だし」

　そう言う朔也に、由里子と澪人は首を振る。

「私はお酒が苦手で」

「僕は好きやけど、今こ宵よい、僕はみんなの保護者やさかい遠慮します」

「やっぱ、賀茂くんってくそ真面目。あ、褒めてるんだけどね」

「褒めてるて、全然嬉うれしないし」

　息を吐きながら肩を下げる澪人に、皆は笑った。




　夕食を終えて、その後は、そのままその広間で由里子が持参したトランプをしたり、他愛たわいもないお喋しやべりをし、気が付くと夜は更けていた。

「もう、こんな時間」

　小春は壁掛け時計に目を向けて、アッという間、と洩らす。

　時間は、午前二時を過ぎていた。

　まさに丑うし三みつ時どきだ。

「本当に修学旅行状態だね」と愛衣は笑う。

「そやけど、もう遅いしそろそろ寝ましょか」

　澪人はそう言って立ち上がりかけて、動きを止めた。

「────っ」

　小春も朔也も由里子も同じように動きを止めて、真顔になる。

　そんな中、愛衣だけが「えっ、なになに？　どうしたの？」と、きょろきょろ首を振った。

「なんとなく、嫌な気配がして……」

　小春はぽつりと零こぼして、口に手を当てる。

「そうね、なんとなく。どこからかしら」

「外やね」と澪人は、窓に目を向けた。

「……外」

　皆は思い思い立ち上がり、窓から外を見る。

　林の中に、ぼんやりとした光が浮かび上がっていた。

　それはまるで行列を作っているようだ。

「や、マジであれは妖あやかしでしょ」

　朔也は、やだやだ、と肩をすくめる。

「みんなには、何か見えるの？」

　愛衣は窓の外を眺めながら、目を凝らして尋ねる。

「……ちょっと様子を見てきます」

　すぐに部屋を出て行こうとする澪人に、

「え、ええー？　賀茂くん、行くの？　こういう山にはよくあることだろうし、放っておけばいいのに」

　朔也は嫌そうにしながらも、後に続く。

　小春はそんな彼らの背中を一度見送ったものの、

「私も行ってきます。由里子さん、愛衣をよろしくお願いします」

　そう言って二人の後を追うと、由里子と愛衣も「ううん、私たちも行くわ」とついてきた。







　窓から見えた光は、山道を下っていく。

　澪人、朔也、小春、由里子、愛衣は音を立てないようにしながら、一列になって、その光を追った。

　やがて光に追いついた澪人は、大木の陰に隠れるようにして様子を窺うかがう。続いて、やって来た四人は息を止めるような心持ちで、澪人と同じように木の陰に隠れる。

　澪人は光に目を向けたまま、ごくりと息を吞のんだ。

「──あかん。思ったよりも、ずっと厄介な輩やからや。これは一度戻った方がええ」と、小声で言う。

「厄介？」

　一体何があるのだろう、と小春はそっと首を伸ばす。

　土から這はい出たのか、溶けだしているのか分からないドロドロとした異形の者が、ぞろぞろと列をなして歩いている。

　彼らは、輿こしを担いでいた。

　彼らが運ぶ輿の上には、異臭を放つ『何か』が載っていた。

〝ぐるぐる、ぐるぐるまわって、ようやく中に入れた〟

〝また、大明神に願いに行こう〟

〝再び、姫を元の姿に戻してもらうのだ〟

　そんな彼らの声が届く。

　一体何を運んでいるのだろう。

　目を凝らすと、それが『腕』であることが分かった。

　腐敗し、色が変わっているが女性の腕のようだ。

　ふと、昼間に聞いた橋姫の話が頭を過よぎる。




　──鬼となった橋姫は、妬ねたんでいた女に相手の男からその親類まで次々と殺したそうや。男を殺す時は女の姿、女を殺す時は男の姿になって殺していったて。京の者は、橋姫を恐れて夜外出することもなくなったそうや。結局、源頼光が従えていた四天王の一人、源綱が『髭切』という名刀で橋姫の腕を切り、その呪われた腕は安倍晴明が封印したて話です。




「────っ」

　小春は絶句して、口に手を当てた。

　あれは、その呪われた『橋姫の腕』なのだ。

　晴明が張った結界のお陰で、魑ち魅み魍もう魎りようは京の町に入れなくなった。

　だが、その結界が綻ほころびを見せ始めたことで、こうして招かれざる者が入って来られるようになったのだ。

　京の町に不穏な事件が増えたように、こうした存在が入ってくることで社会に必ず恐ろしい影響が現れる。

「あかん、今この地全体の波動が下がっているし、今の僕らは無防備で不利や。下手に突つついたら返り討ちに遭う。策を練らな、一いつ旦たん宿に」

　小声で言った澪人に、皆は頷いて踵きびすを返す。

　音を立てないように気を付けたつもりだが、焦る五人の足音は隠しきれず、

〝なにかおるな〟

　妖たちが、くるりとこちらを向いた。

　ぞくりと背筋に震えが走り、足がすくむ。

　次の瞬間、喉のどが締め上げられるような感覚がして、小春はごほっとむせた。

　苦しさの中、額に力を込めると、地面から真っ黒な手が伸びて、蛇のように体に巻きついているのが見えた。

「っ！」

　由里子は真っ青になってしゃがみこみ、何も見えない愛衣すら、金縛りに遭ったように動きを止めて、「な、なんだか、息苦しい」と喉元に手を当てる。

　澪人は、素早く九字を切って、小春たちを襲う見えない手を切り裂いた。

「ここは僕がなんとかするさかい、皆は宿へ戻るんや。三善君、皆の先導を！」

　そう声を上げて再び印を組もうとした時、澪人の足あし許もとから無数の手が這い出てきて、体を締め上げる。

「澪人さんっ！」

「僕は大丈夫や！　このままここにいたらあかん」

　澪人はその手を蹴け散ちらしながら、印を組もうとするも、なかなか上手うまくいかず、忌いま々いましげに舌打ちをした。

「賀茂くん、俺も手伝うよ。女の子たちは保養所に戻ってて！」

「何をするつもりや」

「賀茂くんが術を放つには時間がかかるでしょう？　俺が時間を稼ぐから！　下っ端くらいなら祓はらえるし、いけそうなら本陣に攻撃もする」

　朔也はそう言って駆け出した。

「小春さん愛衣さん、ここにいても私たちは足あし手で纏まといになるだけだわ、行きましょう」

「は、はい」

　小春と愛衣と由里子の三人は、保養所へ向かって走り出した。

　だが、地面から這い出る手が足首をつかんでくる。

　それを懸命に振り払いながら、山道を進んでいると、

「さ、朔也くんが澪人さんに言っていた、『時間がかかる』って、どういうこと？」

　愛衣は息を切らしつつ尋ねた。

「ええとね、陰おん陽みよう師じが祝詞のりとを唱える場合は、自らが媒体となって、神の力を降ろして発動させるものなの。だけど、こんな乱れた波動の地へは、神様はなかなか降りてこない。だから、陰陽師そのものが神を降ろす聖域になるために『気』を整える必要があるの」

　そう、祝詞だけを唱えても口先だけのものでなんの力も持たないのだ。

　だから精神を統一させて、自分の中に神を降ろせる状態にしてから、術を唱えなければならない。

「澪人さんは心身の準備を整えるために、一旦下がろうと言ったんだけど、そうはいかなくなって……」

　と、小春は息も切れ切れにそう答えた。

　愛衣は、自分の質問に対して、さらさらと答えた小春に驚いたようだ。

「……小春、詳しいんだね」

「えっと、これは……」

　小春は自分でも驚いて、口に手を当てた。

　自分でも、今気が付いた。意識せずに、言葉が出ていたのだ。

　だが、口にしたことで、『たしかにそうだった』と納得している。

　前世の記憶を思い出したことで、ふとした時にこうして蘇よみがえるのかもしれない。

「っ！」

　その時、背後で強いエネルギーを感じ、小春と由里子は足を止めて振り返った。

「えっ、何？」と愛衣もつられて振り返る。

　朔也が空に向かって、手を掲げている姿が遠くに見えた。

　その掌てのひらには、黒い炎が渦巻いている。

　それは、今まで幾多の妖あやかしを一瞬で焼き払ってきた『黒い炎』だ。

　そのエネルギーは、神の力を降ろしているのではなく、自らの『怒り』から生み出されるものであり、朔也の消耗は激しいに違いない。

　朔也は勢いよく手を振り下ろして、黒い火を妖に向かって差し向ける。

　ごおっ、と音を立てて黒い火が、妖に激突した。

「──朔也、すごい」と由里子は拳こぶしを握る。

　だが、その黒い炎は勢いよく跳ね返されて、そのまま朔也の許へと戻ってきた。

『怒り』という負の想念が生み出したエネルギーは、あの妖たちにとって馴な染じみのものであり、彼らを傷付けられるものではなかったようだ。

「危ないっ」

　小春が目を覆いかけたその時、目に眩まぶしいほどの白い光が朔也の体を包み、跳ね返ってきた黒い火は跡形もなく消滅した。

「えっ？」

　皆が皆、何が起こったのか分からないまま目を向けると、朔也の前にコウメがいた。

　朔也の前に立ち塞ふさがっている。

「コウメちゃんっ！」

「もふもふ様！」

　朔也はようやく自分が無事であることに気付いたらしく、戸惑った様子でコウメを見下ろす。

「もしかして、助けてくれたんすか？」

　朔也が尋ねるとコウメはそっと顔を上げ、『仕方ないから』という様子ながらも、少し得意気な顔を見せる。

　そして、すぐに、妖たちを見据えて強い光を放った。

　狐神の力に、妖たちがひるんでいる。

　澪人はしっかりと手を組み合わせた状態で、『気』を整えている。

　だが、まだ少し時間がかかりそうだ。

　小春はハッとして、澪人の許へと駆け出す。

「小春？」

「小春さん、どうしたの？」

　そう叫ぶ、愛衣と由里子の声が背中に届いていたが、構わずに走り、

「澪人さん、ここで彼らを退散させるには、祝詞よりも『大たい咒しゆ』がいいと思います！」

　気が付くと、小春はそう声を上げていた。

　澪人は一瞬、驚いたように目を見開きながらも、

「ほんまや」

　素早く手を組み、息を吸い込んだ。

「──ノウマク・サラバタタギャテイビャク・サラバボッケイビャク・サラバタタラタ・センダマカロシャダ・ケンギャキギャキ・サラバビギナン・ウンタラタ　カンマン」

　──大咒。

　それは、不ふ動どう明みよう王おうの真しん言ごん。

　今唱えたのは、

『激しい大いなる怒りの相を示される不動明王よ。迷いを打ち砕きたまえ。障りを除きたまえ。所願を成就せしめたまえ』

　という、妖たちにとっては、有無を言わさぬ強い退散の経。

　波動の高い地に降臨する高次の神とはまた違い、地獄をも行き来すると言われている不動明王だ。

　澪人の力をもってすれば、今の乱れた波動であろうとも降ろすことができるだろう、と小春は理屈ではない確信を持っていた。

　強い経に、妖たちがもがき苦しみ出す中、空気の中に渦のようなものができる。

　うおおう、と獣のような呻うめき声を上げて、妖たちが渦の中に引きずられていく。

　おおおう、おおおおう。

　地の底から響くような呻き声が渦の中に吸い込まれていき、愛衣と由里子は恐ろしさに自分の体を抱き締めた。




　　　　＊　＊　＊




　どのくらいの時間が経ったのか。

　気が付くと妖の姿はなくなり、澪人は息を切らし、木に寄りかかった。

「澪人さん、大丈夫ですか？」

　小春が、澪人の許もとに駆け寄る。

「大丈夫です。小春ちゃん、おおきに」

　澪人は大きく息をつき、小春を見た。

「……あなたの雰囲気が変わったわけが分かりました」

「私の雰囲気が？」

「小春ちゃん、あなたは……」

　前世のこと思い出したんやね、と言おうとして、澪人は口を噤つぐんだ。

　──もしかしたら、すべてを思い出したことで、自分を見る彼女の眼差しが以前と変わってしまったのかもしれない。

　そう予想しながらも、確認はできなかった。

「なんでもあらへん。小春ちゃんの言葉に助けられました。そやけど、怖い思いをさせて、かんにん。太古の妖の気にあてられて、思うようにできひんかった自分が情けないし」

　申し訳なさそうに言う澪人に、小春は首を振った。

「情けないだなんて何を言うんですか。私たちは、協力し合うための『チーム』なんですから、少しでもお役に立てたら嬉うれしいです。それに私は、急に思いついたことを口走っただけで、実はよく分かっていなくて……」

　小春は、はにかんでそう言う。

「ほんなら、あの助言は、思い出しての知識やなかった？」

　何を言っているんだろう？　という目をする小春に、澪人は、なんでもあらへん、と手をかざす。

「あの的確な助言に救われました。ほんまにおおきに」

「いえいえ。何より、彼らを退散させたのは澪人さんじゃないですか」

「そやけど、僕はあなたを護まもろうとすることで、持っている以上の力を出せる気がします」

「えっ？」

「……それより、三善君は大丈夫やろか」

　小春が「あ、そうだ」と振り返ると、朔也はしゃがみこんで、コウメと握手を交わしていた。

　あまりに微笑ましいその光景に、小春はぷっと噴き出した。

「朔也くん、コウメちゃんと仲直りできて良かったね」

　小春が歩み寄ると、朔也は「うん」と笑顔で顔を上げる。

　由里子が頰に手を当て、「本当に、もふもふ様の可愛さは、正義よね。その上、強いなんて」と熱い息をつく横で、愛衣が残念そうに肩を下げる。

「……相変わらず、私には見えない」

「そうだわ、鏡に映したら見えるかもしれないわよ」と由里子は手を打った。

「鏡を？」

「見る力のない人でも、鏡やガラスを通すことで見えることはよくあるそうだし」

　由里子はポケットから手鏡を取り出して、愛衣に渡した。

　愛衣はそんなに期待していない様子で、鏡を覗のぞき、「わあ」と目を見開く。

「み、見えた！　ほんとうにもっふもふで、わんこみたい！　すごく可愛い」

　褒められて嬉しかったのか、コウメは少し得意気にポーズを取る。

「でも、コウメ様もひどいんだよ。実はずっと姿を隠して、様子を見ていたんだって。いけずだよねぇ」

　口を尖とがらせる朔也に、小春は、うんうん、と頷うなずいた。

「でも、思えばコウメちゃんは、いつも割とそんな感じだよ」

　澪人は少し離れたところで木にもたれ掛かるようにして体を休めながら、皆のやり取りを眺めて、口許を綻ほころばせていた。

　その時、頭上から微かすかな気配を感じ、木の上を見上げる。

　木の枝には水干を纏まとった美しい青年──若宮が座っていて、澪人を見るなりにこりと微笑んで、ひらひらと手を振る。

　若宮の姿は木々の枝が透けて見えるほどに半透明だった。ここにいるのは彼の意識の一部であることが分かる。

　その為なのか、あえてのことなのか若宮は気配のほとんどを消しているため、小春をはじめ、他の皆が気付いた様子はなかった。

「……ここにもいけずな神様がいるし」

　危機を感じ取って分身を飛ばしてきたのか、気配を消してずっと見守っていたのかは分からないが、相変わらずな神様や、と澪人は肩をすくめた。

「ほんでも、側にいてくれたんやね。おおきに」

　あの太古の妖あやかしを相手に、思った以上に随分と上手うまくいったと思っていたのだ。

　だが、それは若宮の力添えがあったためなのだろう、と納得していると、頭の中に、いいえ、という声が届いた。

『わたくしは何もしていませんよ。もちろん、真の危機が訪れた際には手助けをしようと思っていましたが、あなた方は自らの力でこの地を清浄へと導きました。素晴らしい働きです』

　澪人は弱ったように前髪をかき上げながら、そらどうも、と会釈をする。

『これで安心して任せられますね。澪人さん、どうぞよろしくお願いします』

「お願いて」

　澪人が再び木を見上げた時には、既に若宮の姿はなくなっていた。

「……何をお願いされたんやろ」

　結界か、それとも……。

　澪人はコウメを抱き上げ皆と共に笑い合う小春に視線を送り、

「まさかやね」と肩をすくめる。

　小春たちがその地を去った頃、東の空が明るくなり始め、鞍馬の山に朝陽が差し込む。

　陽の光に反射して朝露のしずくが、水晶のように光っていた。








第二章　飴細工の結界と隙間に入る魔。
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　京きよう都と御ご所しよ東側に、料亭を思わせる平屋の一軒家がある。

　背の高い竹の塀に囲まれているため、外から中の様子はほとんど分からない。

　見えるのは黒っぽい瓦かわら屋根のみであり、その建物を見掛けた者は、『一体、どんなお金持ちが住んでいるのだろう』、『ここは一いち見げんさん御断りの料亭に違いない』と、思い思いに憶測を巡らせながら通り過ぎていく。

　だが、そこが陰おん陽みよう師じが集う『関西本部』だった。

　その建物内部は、磨かれた廊下に鏡が祀まつられた祭壇、畳の大広間と神社を思わせ、縁側から望む庭園は、たくさんの季節の花々が美しく咲き誇っている。

「──綺き麗れいやね」

　澪人は、着物に袴はかま姿で本部の庭を眺めていた。

　花々を前に、心が洗われるような気持ちで目を細める。上賀茂の賀茂邸の庭も素晴らしいが、花の種類ではここには敵かなわない。

　今は、つつじが満開だった。

　サクラソウも咲いており、ふと、小春の姿が脳裏に過よぎる。

〝ここで彼らを退散させるには、祝詞のりとよりも『大咒』がいいと思います！〟

　そう叫んだ小春の言葉を思い起こし、澪人はそっと腕を組んだ。

　彼女は、どこまで思い出しているというのか……。

　まだ思い出していないにしても前世で縁があった自分が側にいる以上、誘発される可能性は大いにあり、記憶が蘇よみがえるのは時間の問題なのかもしれない。

　あの時の言葉や、彼女の雰囲気が変わったのは、その前兆とも考えられる。

　もし、彼女がすべてを思い出し、自分が前世の夫だと認識したなら、きっと変わってしまうだろう。また目を合わせてくれなくなるかもしれない……。

　胸を苦しさが襲い、俯うつむきかけた時、

「澪人くん」と廊下の先で声がした。

　顔を向けると、四十代半ばの中年男性がにこやかな笑みを浮かべている。

　彼の名は、谷たに口ぐち透とおる。

『審神者さにわ頭がしら』、つまりは審神者のリーダーだ。

「谷口さん」と澪人は、会釈した。

「みんなはぎりぎりに集まるというのに、君は相変わらず早いな」

「ええ、僕は学生で時間ありますし、ほんで『くそ真面目』やさかい」

「くそ真面目って」

　谷口はぷっと笑う。

「最近、そう言われることが多くなって」

「一見、くそ真面目には見えないよな」

　谷口は、近寄りがたさもある精せい悍かんな顔立ちだが、笑うと幼さを感じさせる。

　彼は元々、関東本部の審神者だったそうだが、優秀さを関西の本部長に買われて、十年前にこちらに異動したらしい。

「いつ見ても、見事な花ですね」

「そうだな。だけど、ここに花を植えているのは、観賞のためじゃない。我々が花々からエネルギーをもらうためだ」

「そやけど、こうして観ていて『美しい』て思うことも、心身に良いいて思います。ほんまに見事な庭やし、なんや僕らだけ楽しむのがもったいないほどや」

「まぁ、期間限定で庭を一般公開してもいいかもな。最近ここが怪しいって噂も立ってるそうだ。新興宗教団体の施設じゃないかと」

　真顔で言う谷口に、澪人は苦笑した。

「『宗教団体の施設』て言われると、あながち外れてもないし、否定はでけへんところやね」

「でも、『新興』ではないな」

「ええ、飛鳥あすか時代から続いてますし」

「ああ、どこにも負けないくらい古い」

「ほんまに」

　二人はふっと笑う。

　谷口は庭に目を向けたまま、ふぅ、と息をついた。

「君はこの前の会合で、『結界が崩れかけている』と報告しただろう？」

「はい」

「あの時、あの場にいたほとんどの者が『何を言ってるんだ』と訝いぶかしく思っていた。残念なことに自分も『信じられない』という気持ちだった。だが、今は違う。ようやくみんな気付き始めたよ」

　そう言う谷口に、澪人は何も言わずに視線を合わせる。

「明らかに波動が乱れ、弱くなり、『魔』が入り込んでいる……。見事に嫉しつ妬とに関する事件が増えたよな」と谷口はつぶいた。

　彼が言う通り、結界の効力が弱ったことから京の町は以前よりも波動が弱くなり、それに伴って不穏なニュースを聞くことが多くなった。

　特に『嫉妬』に関するものが多い。

　入り込んだ『魔』は、人を最も動かしやすい『負』のエネルギーに取り憑つく。

『嫉妬』は、まさに恰かつ好こうの餌なのだ。

「『これはおかしい、早さつ急きゆうに何とかしなければならない』と、『上』が言い出した。君に言わせてみれば遅いよな」

「ほんまです」と澪人は肩をすくめた。

「前から思っていたけれど、君は意外にも遠慮がないな。京都人はもっとオブラートに包むんだろう？」

「審神者を相手に、なにで包んでも無意味やし」

「それもそうだ」と、谷口はまた笑う。

　その時、「おお、楽しそうやね」と本部長が現われて片手を挙げた。

　いつもにこにこと目を細めている白髪で初老の紳士である彼は、関西本部のトップ。かつては優秀な審神者だったそうだ。

「本部長」

　澪人が会釈をする横で、谷口が深々と頭を下げた。

　本部長は谷口に笑みを返し、澪人を手招きする。

「澪人くん、ちょっとええ？　せっかくやし、庭を散歩しながら話そか」

「はい」

　二人は、草履を履いて、縁側から外に出た。

　花々の間に作られた小こ路みちを、のんびり散歩するように歩く。

　澪人は本部長の一歩後ろを歩きながら、年齢の割に彼の足取りがとてもしっかりしていることを感心するような気持ちで見ていた。

「ああ、ほんまに綺麗や。強固な結界の中で咲く花は『魔』に触れてへんし、生き生きと綺麗やな」

　本部長は花々を見回しながら、心地よさそうに言う。

　澪人は顔を上げて、「ほんまに」と相あい槌づちをうった。

「わたしら京の人間も同じやな。『結界』という温室の中で咲いていられた花々や。そやけど、今、その温室が壊れてきてる。冷気や害虫が入り込み、花を蝕むしばみ始めている。そう思うと、疑問が生まれてくるんや」

「疑問ですか？」

　そう問うた澪人に、本部長は微かすかに頷うなずく。

「温室はそもそも必要やったんやろかて。もしくは温室を壊す時期が来たのかもしれへんて。温室がなくとも耐えうる花だけが生き残る時期が来たんやないかと」

　本部長は、独り言のように洩もらし、足を止めた。

　少しの沈黙が訪れたその刹せつ那な、澪人は小さく笑う。

「なにが可笑おかしかったんやろ？」

　本部長は振り返って、不思議そうに澪人を見た。

「いえ、本部長の葛かつ藤とうは分かります。千年の時を経て、結界が壊れかけるのも森羅万象の意思やないかと。ほんなら、それに従うべきやないかて、かつての僕なら迷いそうや」

「今の澪人くんは違うんや？」

「……僕自身はそないに変わってまへん。そやけど僕の尊敬する人なら、きっとこう言います。『考えても分からないことはさておき、自分は自分のやるべき仕事を懸命にこなすまでだ』て」

　本部長は目をぱちりと大きく開いた。

　──何が正解かなんて知らねぇよ。とりあえず俺は自分の信じる仕事をやるだけだ。

　そう、彼ならばきっと言うだろう。

　宗次朗の笑みを思い浮かべ、澪人は口角を上げる。

「本部長、僕はこの京の町を護まもる陰おん陽みよう師じです。天から……先の未来から見て何が正解かは分かりまへんけど、今、自分の信じる仕事を精一杯やろうて思います」

　晴れ晴れとした顔でそう告げた澪人に、本部長は何度も頷いた。

「そうやな、ほんまやで。なんや、わたしも弱気になっていたのかもしれへん。結界が弱なって、この地の波動がどんどん悪なるのを感じながら、また『一時しのぎ』をしてどないやろて。そやけど、これは澪人くんの言う通り、警察が『犯罪者を捕まえても犯罪はなくならへん』て迷うのと一緒や。自分の仕事を精一杯やるまでやな」

　本部長はそう言って大きく頷き、澪人を見た。

「澪人くん、今日の会合で君らのチームが結界の補強に入ることを伝えてほしいんや。皆で協力態勢に入ろて思う。最近になってようやく『こら、あかんのとちゃうか』て皆が言い出したところや」

「それ、谷口さんも言うたはりました」

「ほんま、遅すぎやな。さすが澪人くんといったところやろか」

「いえ、僕もたまたま気付けたことやし」

　三善朔也が恐怖体験をしたという地に、小春と偵察に行ったから分かったことであり、そうでなかったら自分の気付きも遅かっただろう。

「謙虚やな。分かってるやろ、起こる事柄に『たまたま』なんてあらへん」

　本部長はそう言って、いたずらっぽい視線を送る。

「……ほんまですね」

「そろそろ行こか。澪人くん、『自分がこうして結界を補強します』て、皆に言うてやってや」

　ぽんっと背を叩たたく本部長に、

「はい」

　澪人は強く頷き、彼と共に歩き出した。





二






　いよいよ、結界の祈き禱とうを翌日に控えた放課後。

　チームの皆は、最終確認をしようと中庭に集まることになった。

「ほら、小春、行こう」

『ちりりん、ちりりん』と終業のベルが鳴るなり、愛衣は急いで教室を出る。

「愛衣、そんなに慌てなくても」

　小春が慌てて愛衣の後を追っていると、

「こら、廊下を走らない」

　という声がして、小春と愛衣は足を止めて振り返った。

　そこには、一年の時の担任だった早さ乙女おとめが笑みを見せている。

「早乙女先生」

　小春と愛衣は笑顔で歩み寄る。

「二人とも元気そうね」

「先生も」と、小春は言いかけて、口を噤つぐんだ。

　元々ほっそりしている彼女だが、さらに瘦やせたように見える。

「先生は今、三年生の担任なんですよね？」

　そう尋ねた愛衣に、早乙女は「ええ」と力なく頷いた。

「二人とも、三年に進級する時には『特進』クラスに行けるようがんばるのよ」

　にこりと微笑んだ早乙女に、小春と愛衣は「はい」と頷き、下げ駄た箱ばこへと向かった。

「先生、ちょっと瘦せたよね」

　小春が下駄箱からローファーを取り出しながら小声で言うと、

「うん、受験生の担任になって、気苦労も多いんじゃないのかな。たまたまモンスターっぽい親が多いクラスに当たったみたいで」

　情報通の愛衣がそう言って苦笑する。

　それは大変、と小春はローファーに足を入れ、

「痛っ」

　痛みを感じて、小春はすぐに靴を脱いだ。

「どうしたの？」

「尖とがった小石が入ってて」

　小春は、小石を指先でつまむ。

「えっ、大丈夫？」

　小春は「大丈夫、すぐ気付いたから」と小石を草むらに放り、「行こうか」と愛衣と共に中庭へと向かう。

　ベンチには、すでに由里子が座っていて、澪人は立った状態で話をしていた。

「澪人さん、由里子さん、お待たせしました」

　小春と愛衣が駆け寄ると、二人は笑顔で手を振る。

「来た来た。小春さん、愛衣さん、座って」

　すぐにベンチの端に寄る由里子に、小春と愛衣は「失礼します」と会釈をしながら、腰を下ろす。

「あとは、三善君やね」

　澪人が校舎の方に目を向けたその時、丁度、きゃあきゃあ、という黄色い声と共に朔也が校舎から出てくる姿が見えた。

　数人の女生徒が朔也を囲むようについて来ている。

「はいはーい、それじゃあ、みんな、今日はここまでねぇ。バイバイ」

　屈託のない笑みで手を振る朔也に、女生徒たちは「ええー」と残念そうな声を上げながらも、「またね、朔也くん」「今度みんなでカラオケ行こうね」と言って手を振り返していた。

「……なにあれ？」

　冷ややかに言う由里子に、小春は「さあ」と首を傾げ、そんな中、愛衣が苦笑しつつ答えた。

「噂に聞くと、『三善朔也ファンクラブ』が最近発足されたらしくて」

　愛衣の言葉に、「ファンクラブ……」と、皆は顔を見合わせる。

「しかも、あの中に、かつて朔也くんがキスしていた人たちが入ってる」

　愛衣は、うわぁ、と口に手を当てた。

「えっ、誰？」

「朔也くんのすぐ隣にいる巻き髪の三年生。たしかあの人、早乙女先生のクラスで、結構なお金持ちで親がかなりモンスターな人なんだって」

　小春は、へぇ、と巻き髪の三年生に目を向ける。

　朔也の肩に寄り添うようにして、嬉うれしそうに笑っていた。

　すると、由里子が訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「ねぇ、朔也がキスしていた『人たち』ってどういうこと？　たくさんの人にキスしてたってこと？」

「……三善君は、かつて良かれと思って霊感の強い人間の額にキスをして、その力の封印を行っていたんや。それは男女問わず、先生もやで」

　澪人が答えると、「え、何それ」と由里子は一瞬で般はん若にやの形相になる。

「ま、まぁ、終わったことなんですけどね」

　愛衣は、フォローするように手をかざした。

「そういえば、朔也くん……私以外に封じた女の子たちの力は戻したのかな」

　静かに洩もらした小春に、澪人は首を振った。

「戻してへんやろ」

　そんな話をしていると、女生徒たちと別れた朔也が皆のいるベンチへと駆け寄ってきた。

「ごめんねぇ。実は最近、俺のファンクラブが出来たらしくて。驚くよね」

　朔也は頭を搔かきながら言う。

　一見弱っている素振りだが、得意になっているのは隠しきれていない。

「……うん、色んな意味で驚いてたとこ」

　小春が呆あきれたように言うと、朔也は「あれぇ」と目を輝かせて、前のめりになった。

「なんだか、コハちゃん、怒ってる？」

「えっ、まさか」

「もしかして、妬やいてる？」

「だから、まさか。妬いてません」

「大丈夫、俺の心はコハちゃんのものだから」

　朔也が大きく手を広げて小春に抱き着こうとすると、その頭を、澪人がしっかりとつかむ。

「……三善君、ええ加減にしいや」

「あ、はい。冗談だってば。賀茂くんって結構、力強いよね」

　朔也は顔を引きつらせながら、広げた手を下ろす。

　小春は小さく笑いながら、どこからか鋭い視線を感じて周囲を見回した。

　しかし自分を見ている者は誰もいない。

「…………？」

　勘の強い澪人や朔也、由里子が反応していないし、気のせいかもしれない。

「ほんなら、皆揃ったことやし、あらためて確認を……」

　澪人が、こほんと咳せきばらいをすると、

「その前に質問いいかしら」と、由里子が手を挙げた。

　澪人は、どうぞ、と頷うなずく。

「満月の日に祈き禱とうすると言っていたけど、月の満ち欠けカレンダーをちゃんと確認したら、満月は今日だったみたいなの。今日じゃなくて良かったのかしら？」

　その言葉に、愛衣もすかさずスマホを開く。

「あっ、本当ですね。決行は明日あしたの早朝と聞いていたから、てっきり明日だと信じてたけど、満月は今日なんですね」

　その質問に対して澪人よりも先に小春が「ううん」と口を開いた。

「満月に入る『時間』が今日の夜遅くだから日付だけ見れば今日だけど、満月のエネルギーはほとんど明日ということなの」

「そうやねん。小春ちゃんの言う通り今日の深夜に満月になります。満月になってからの八時間がもっともパワーが強い時なんや。そこに朝陽も加わると最強やし、そういうこともあって明日の早朝四時半には待機しててほしいです」

　澪人が強い眼まな差ざしで言うと、皆は「はい」と頷いた。

「しっかしさぁ、あらためて朝四時半って超早いよねぇ。俺、ちゃんと起きれるかな。徹夜していこうかな」

　朔也は腰に手を当てて、はぁ、と息をつく。

「あきまへん。ちゃんと睡眠を取ってや。早寝早起きをがんばってください」

「はぁい」

「ほんで、金閣寺・銀閣寺には本部の者が既に話をつけてくれてます。入口で本部の人間が待機しているはずなんで、愛衣ちゃんと安倍君は、彼らの誘導に従って境内に入ってください」

　愛衣と由里子は「はい」と答える。

「本部の方の協力を得られたんですね？」

　小春が、良かった、という様子で見上げると、澪人は「ええ」と頷く。

「言うても陰おん陽みよう師じ集団やし、ようやくこの町の異変に気付き出したみたいや」

「でもさぁ、はっきり言って『陰陽師』じゃなくても気付きそうなもんだよね。最近、嫌なニュースがかなり増えたじゃん？」

　朔也はそう言って大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「……本当だね」と小春は目を伏せる。

　嫉しつ妬とに絡んだ事件、飲酒によるトラブル、他愛たわいもない口論からの傷害事件、相次ぐ火事。明らかに以前よりもこうしたニュースが増えた。

　特別な力がない者も「最近、変だよね」と訝っている。

　公の事件にはなっていないだけで、日常レベルでは、数えきれないほど様々なトラブルが勃ぼつ発ぱつしているのだろう。

「信じられへんかもしれへんけど、僕らが結界の補強をすることで、乱れた波動を整えられます。明日はどうぞよろしくお願いします」

　そう言って深く頭を下げた澪人に、皆は「いやいや」と首を振った。

「澪人さん、こちらこそです」

「そうそう、こちらこそだよ、賀茂くん」

　皆は、うんうん、と頷き合う。

「ほんなら、大事なことを言い忘れていたんやけど、即席祭壇の作り方と必要な物を伝えます。土壇場でかんにん。どうしてもなさそうな場合は、上賀茂の賀茂家にあるんで、お貸ししますし」

　皆がスマホのメモを開く中、小春だけは手帳を開く。

「まず、地面に敷く白い布と折り畳みの小さなテーブル、その上にかける白いクロス」

　小春はメモしながら、あるかな？　と小首を傾げる。

「次に、斎いみ竹だけ四本、葉の付いた竹のことです。あとは、神籬ひもろぎ、斎いみ砂すな、斎いみ鍬くわ、斎いみ鋤すき、斎いみ鎌かま……」

「あ、あの、うちにはないです」

　小春が手を上げると、すぐに愛衣が激しく相あい槌づちをうつ。

「うちにもないですし、それ以前に、何を言ってるのか分からないです」

　だが、その横で由里子と朔也は、

「うちにはあるから、問題ないわ」

「うん、俺んとこも用意はできる」

　と、平静な様子を見せていて、小春と愛衣は絶句した。

「そしたら、小春ちゃんと愛衣ちゃんは後で賀茂家に来てください。祭壇の作り方も教えるさかい。祭壇を作った後、祈禱に入ります。まず僕が祈禱して、それが終わったら銀閣寺にいる愛衣ちゃんに電話するさかい……」

　話を続ける澪人に、愛衣が恐る恐る、手を挙げた。

「あの、澪人さんいいですか」

「どうぞ」

「その祈禱のリレーですけど、『カメラ通話アプリ』を使うのはどうでしょう」

「カメラ通話アプリ？」

　その申し出に、朔也だけが「それいいじゃん」と手を打ち、他の皆は首を傾げる。

「ってか、愛衣ちゃん以外みんな知らないの？　ビデオカメラ付きで通話ができるんだよ」

「つまりそれは、『テレビ電話』みたいなものなのかしら」

　真顔で尋ねる由里子に、愛衣は「はい」と頷く。

「結界の祈禱の際、リレーのようにするなら、終わってから次の人に連絡するより、カメラ通話アプリを使った方が良いいんじゃないかと思いまして。こういうのなんですけど」

　愛衣はスマホを取り出し、アプリを開いて澪人に見せた。

「それは、五人同時でも可能なんやろか」

「あ、はい、できます。普通に」

　へぇ、と澪人が感心していると、朔也は「うええ」と声を上げた。

「ってか、賀茂くん、本当に現代の若者？」

「三善君、黙りよし」

　一いち瞥べつをくれる澪人に、「は、はいっ」と朔也は凍り付いたように直立する。

　澪人はあらためてアプリを確認して、うん、と大きく頷く。

「これはほんまによろしいね。おおきに、愛衣ちゃん」

「いえいえ、役に立って良かったです」と愛衣は嬉うれしそうに微笑む。

「さすが、『情報』の愛衣だね」

　小春が、ぽんっ、と背中を叩たたくと、

「ちょっ、小春、勘弁して。割と誰でも知ってることだし」

　愛衣は耳まで真っ赤になる。

「そやけど、僕らは知らんかったし。ほんなら、ここでアプリをダウンロードして、愛衣ちゃんと三善君に使い方を教わることにしよか」

「はい」

「分かったわ」

　皆は、『カメラ通話アプリ』をダウンロードして操作方法の確認をし、その後、小春と愛衣は澪人と共に上賀茂の賀茂邸に行って、即席祭壇に必要な物を借りた。
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　──そうして、翌日の早朝。

　小春は手て筈はず通り、八坂神社に訪れていた。

　人気の観光スポットである八坂神社は、早朝でも人がいることが多い。

　だが、今朝に限っては人の姿はなく、まるで貸し切りのようだ。

　石階段を一歩一歩のぼり、静かな境内を進んで本殿の前に着く。

　東の空が明るくなり始めるのが見えた。

　もうすぐ夜明けだ。

　薄明るい空に、白い満月が浮かんでいる。

　境内全体が、特別な空気に満ちていることが分かる。

　本殿の前まで来た小春はスマホを取り出し、アプリを起動させた。

『やっほー、朔也くんだよ。コハちゃん、入室したね。見えるー？』

　画面に朔也の姿がアップで現われて、小春は驚きつつ小さく笑った。

「見えるよ。私の姿は見える？」

『見える見える。八坂の境内も見える』

　そう話す朔也のバックには、松尾大社の本殿が映っている。

　その時、『賀茂澪人さん、安倍由里子さん、水原愛衣さんが、入室しました』という文字が表示され、画面が分割された。

『あっ、みんなも入室したね』

『これで、ええんやろか』

　画面の向こうでは、神主姿の澪人がぎこちない表情を見せている。

　彼は今、上賀茂神社にいるのだ。

『おはよう、小春。コウメちゃんも一緒だよ。そして不安だったけど、スタッフみたいな人がいて、中にちゃんと入れてもらえた』

　銀閣寺にいる愛衣は、手鏡を手に嬉しそうに微笑んでいる。

　その横で、コウメが大きく尾を振っていた。

『それにしても、このアプリは本当に便利ね』

　と、金閣寺をバックに感心している由里子。

『だよね、愛衣ちゃんナイスアイデアだよね』

　そう言った朔也に、愛衣は頰を赤らめる。

『ほんまやね。こうして通話をすることで僕の祈き禱とうが皆のいる地にも直接届きますし、皆の祈禱も僕や他の皆の許もとに届く。愛衣ちゃんは良いアイデアを出してくれました』

『いえ、ですから、そんなに褒められても困ります』

　愛衣はさらに顔を赤くさせて、ぶんぶんと頭を振った。

『ほんなら、皆さん、準備に入りましょ』

　澪人の言葉に、皆は『はい』と頷うなずいて、手にしていたバッグのファスナーを開ける。

　まず、白い布を敷き、斎竹という葉の付いた竹を四本台座に挿して立てて、神籬という紙垂しで、斎砂という盛砂、斎鍬・斎鋤・斎鎌という鍬と鎌を用意する。

　中央に、折り畳みの小さなテーブルを置いて、そこにも白い布をかけ、酒に盛り塩、月げつ桂けい樹じゆの葉を飾り、最後にスマホを置いた。

『それでは、僕から始めさせていただきます』

　澪人は、即席で作った祭壇の前に正座して深々と頭を下げる。

　小春、愛衣、朔也、由里子も、まだ祈禱は始めないものの、同じように頭を下げた。

　澪人がすぅっ、と息を吸い込み、吐き出した後に、祝詞のりとを唱え始めた。

　小春は目を瞑つぶったまま澪人の祝詞を聞いていた。

　頭の中で、上賀茂神社境内一帯が光に包まれていくようなイメージが広がっていく。

　その光は、柱となって天まで届いた。

　そこで、澪人の祝詞が終わり、

『そ、それでは、次は私ですね。ぎこちないですけど』

　愛衣がふりがな付きで祝詞が書かれた紙を手に、自分で言うようにぎこちなく唱えていく。

　それでも、コウメが真剣な表情で愛衣の背に両手を当てていた。

　それはかつて、宗次朗が澪人を助ける際に、若宮が宗次朗の背に手を置いていたのを彷ほう彿ふつさせる。

　銀閣寺も光に包まれて一本の柱となったイメージが浮かんだところで、愛衣の祈禱が終わった。

　次に八坂神社の番となり、小春は深く頭を下げて、紙を開く。

　目で文字を追って唱えようとした時、自然と祝詞が口をついて出た。

　──高天たかまの原はら爾に　神かむ留づまり坐ま須す　皇すめら賀が親むつ　神かむ漏ろ岐ぎ　神かむ漏ろ美み乃の　命みこと以も知ち氏て　八や百お萬よろずの神かみ等たち乎を　神かむ集閉つどえ爾に集つどえ賜たま比い　神かむ議はか里り爾に議はかり賜たま比い氏て　我あ賀が皇すめ御み孫まの命みこと波は　豊とよ葦あし原はらの水みず穂ほの國くに乎を　安やす國くに登と　平たいら介け久く　知しろ食しめ世せ登と──

　小春は自分が紙を見ずに、祝詞を唱えられることに驚いた。

　今、祝詞を唱えているのは、自分なのだろうか？

　鞍馬山で、咄とつ嗟さに澪人に声を上げた時のように、『玉椿』が表に出てきているのかもしれない。

　自分の知らないことを知っていて、自分とは違う人生を歩んできた『玉椿』。

　そもそも、彼女は自分なのだろうか？

　前世とは、今世とは、魂とはなんなのだろう。

　──だが、この疑問は、今は置いておこう。

　ただ、結界の補強を願おう。

　小春は、自然と口から出てくる祝詞に集中する。

　八坂神社一帯が光に包まれ、光の柱が天まで伸びる。

　小春の祝詞が終わり、ふぅ、と息をつく。

　一拍置いて、朔也の祈禱が始まる。

　そうして由里子までバトンが渡され、最後にもう一度上賀茂神社の澪人が唱えたことで、上賀茂神社、銀閣寺、八坂神社、松尾大社、金閣寺に立った光の柱が、まず輪となってつながり、そこから上賀茂神社から松尾大社、もしくは八坂神社、金閣寺から銀閣寺と、たくさんの光が縦横に放たれて、幾何学模様を描いていく。

　その光が、大きなドームとなってこの地を包んだのを感じた。

　他の皆も同じように感じたようで、立ち上がって、『やったぁ！』と声を上げる。

『ほんまおおきに。思った以上に……ほんまに予想よりはるかに上手うまくいきました。皆さんは、すごい人たちや。これで少し時間が稼げます。ほんまにおおきに』

　心から嬉しいのだろう。目を赤くさせて少し涙ぐみながら言う澪人に、皆の胸が熱くなる。

『いや、何言ってんだよ、賀茂くん。自分たちの住む町のことじゃん』

『そうですよ』

『そうよ。あなた一人が背負ってるって思わないで』

　最後にぴしゃりと言った由里子に、澪人は『ほんまやね』と笑う。

　気が付くと太陽がしっかりと上がっていた。

　小春は、みるみる空気が浄化されていく心地よさに目を細めた。





四






　大成功だった一回目の結界の補強────。

　八坂神社にいた時は、小春も皆と共に喜び、感動していた。

　だが、この地を囲っていた幾何学模様の光が、空気に溶けるように見えなくなり、時間が経つと心のどこかで、『あれで本当に補強になったのだろうか？』という一抹の不安と共に、所しよ詮せん、自分たちの自己満足にすぎなかったのではないか、という思いが浮かんできていた。

　だが、その日の夕食時、そんな不安を吉乃と宗次朗に伝えると────、




「へぇ、本人はそんな風に思うんだな。お前らが結界の祈禱をした時、俺とばーさんはびっくりして飛び起きたんだぜ」

　宗次朗は、ご飯はん茶ぢや碗わんを手に意外そうに洩もらした。

「えっ、本当に？」

　小春は驚いて前のめりになる。

「そうやで。北の方から眩まぶしい光が空へと立ち上がって、それに続いてあちこちで光が昇り、それらが次々に延びて繫つながっていくのが分かったし、私も宗次朗も飛び起きて、同時に襖ふすまを開けたくらいや」

　続いて吉乃もそう言って、うんうん、と頷く。

「そうだったんだ……。ちゃんと、分かる人には分かったんだ」

　だからこそ、あの時、澪人はあれほどに喜んでいたのだろうけれど、と小春はホッとして胸に手を当てる。

「おう。だから今夜の夕食は『お疲れ様メニュー』なんだけどな」

　宗次朗は、にっ、と笑って手を広げた。

　ちゃぶ台の上には、大皿にこんもりと盛られた唐揚げ、その横にレタスにキャベツの千切り、新鮮そうなトマトやキュウリ、そこに添えられたポテトサラダ。

　そしてオニオンスープもついている。

　この唐揚げは、揚げ物が得意な宗次朗のお手製だ。

「ありがとう。唐揚げ大好きだから嬉うれしい。ポテトサラダも。あらためて、いただきます」

　小春は合掌して、唐揚げを口に運ぶ。

　サクッと揚がっている表面に、中はジューシーで醬しよう油ゆの香ばしさが口の中に広がる。

「美味おいしい！　宗次朗さんって本当に揚げ物上手だよね」

「何言ってるんだよ、揚げ物も、だろ」

　すると、吉乃が唐揚げを食べながら、うんうん、と頷うなずく。

「そうやね。宗次朗は揚げ物上手や。『揚げ物王子』やな」

「ばーさん、『揚げ物王子』ってなんだよ。全然嬉しくねぇよ」

「ばーさん言わんときよし」

　相変わらずなやりとりに小春は、ぷっ、と笑った。

　そうして、夕食後は、宗次朗手製の和菓子を出してくれた。

「これは、今のところ店頭に出す気はないものなんだけど」

「えっ、どうして？」

　戸惑ったものの、その和菓子を見て納得する。

　飴あめ細工で作られた幾何学模様のドームの中に、アイスが入っていた。

　涼菓は出しているが、今の『さくら庵』ではさすがにアイスまで取り扱えない。

「これは、今朝の結界のイメージだよ。五点の光の柱が立った瞬間、それが円になって、こんな感じでバリアができたイメージが浮かんだんだ」

　小春は、「すごい……」と洩らした。

　自分も同じようなイメージが浮かんでいたのだが、所詮はイメージにすぎないのかもしれないという気持ちもあった。

　それが今、お菓子となって可視化されるなんて、と小春は息を吞のむ。

「ちなみに、飴はべっこうで、アイスはみたらし味なんだ。まぁ、ものの試しに作ったものだ」

　アイスを囲む琥こ珀はく色いろの飴細工のドームは、相変わらず精巧であり、スプーンを入れるのが躊躇ためらわれるほどだ。

「綺き麗れい……」

「ほんまやね」

　小春と吉乃は少しの間、眺めていた。

「まぁ、食えよ。溶けるぞ」

「あ、はい。いただきます」

　二人は手を合わせた後、スプーンを飴細工のドームに差し入れる。

　ぱりん、と簡単に割れる飴細工。

　中のアイスと一緒に口に運び、

「────っ」

　小春はぎゅっと目を瞑つぶった。

「どうだ？」

「たまらない。美味しすぎる」

「ほんまやな。べっこう飴とみたらしアイスが絶妙や」

　滅めつ多たに手放しで褒めない吉乃も、そう言って二口目と進む。

　宗次朗は、「だろ」と得意げに笑い、自分もドームアイスを口に運ぶ。

「しかし、今朝は本当に驚いた。こう言っちゃなんだけど、お前らがここまでできると思わなかったよ。行く必要ないかなと思ったくらいだ」

「えっ？　宗次朗さん、来てくれるつもりだったの？」

　小春が目をぱちりと開くと、宗次朗は「いやいや」と手をかざす。

「澪人も喜んでただろ」

「うん。澪人さんも、『予想よりもはるかに上手くいった』って嬉しそうに言ってた」

　小春は、目を赤くしていた澪人の姿を思い起こし、つい自分も涙が出そうになり、誤ご魔ま化かすようにアイスを口に運んで、ぎゅっと目を瞑った。

「あれは、『ひたむき』な想いが実を結んだ結果やな。たとえ力があっても擦れきった陰おん陽みよう師じにはできない仕事やで。ほんで、あんたたちが『男女』やって、それも良かったんや」

　吉乃もアイスを食べながら、うんうん、と頷く。

「男女だから良かったの？」

「そうや、男女はそれぞれに陰陽の力を持つ。陰陽が力を合わせることで、『奇跡』が生まれるんや。だから、恋愛や結婚だけやなくて、仕事でも何でも男女が組んだ方が、時に大きな奇跡を生みやすいんやで。もちろん、同性同士が悪いて話やないし、男女が組むにしろ、その力や縁がピタリと合った時の話やけど」

「だから俺も仕事で誰かと組むときは、異性に依頼するんだよ」

　そう続けた宗次朗に、小春は、へぇ、と相あい槌づちをうつ。

「そっか、色んな要因が重なって、今回とても上手うまくいってくれたんだ。良かった」

「とはいえ一回目ということで、脆もろさや危うさも感じさせたのは確かだ。このドームみたいにな」

　宗次朗はそう言ってスプーンの背で飴細工のドームを叩たたいて割ってみせた。

「こんなに脆い？」

「いやいや、ここまでではないけどよ。なんていうか予防接種をすることで、寝込むこともあるから気をつけろよ」

「予防接種？」

　小春が首を傾げていると、吉乃が、ふふっ、と笑った。

「そやけど、今回の件は、本部もさすがに仰天したやろ。近々、組織で緊急招集がかかるんちゃうか」

　そう言う吉乃に、小春は「そんな、まさか」と笑った。







　──だが、吉乃の予感は的中していた。

　澪人率いるチームの祈き禱とうは、強い霊感のある本部の者は誰もが感知し、緊急会合が開かれることとなった。







　御所東にある関西本部の大広間には、審神者さにわ含む陰陽師たちが集まり、まだ姿を見せていない本部長と澪人の到着を待っていた。

　審神者頭の谷口が上座の側に座り、二人が来るのを待ちながら、お茶を口に運ぶ。

　広間は、結界の話題で持ちきりだった。

「ほんま、あの日の朝、わたしは飛び起きましたわ」

「せやせや、急に強い力が京の町を包んでいく感じ、鳥肌が立ちましたし」

「ほんま、『補強て、どれほどのもんや』て思うてたけど、年とし甲が斐いもなく興奮しまして」

　陰陽師たちは、嬉き々きとして口々にそう話す。

　一方の澪人と本部長は、控室でお茶を飲んでいた。

　本部長は嬉うれしそうに目を細めながら、お茶を口に運び、ふぅ、と息をつく。

　澪人は落ち着かない様子で、腕を組んだ。

「広間で皆さん待ってはるし、そろそろ行きませんか？」

「まぁ、ええやろ。ヒーローは遅れて登場や」と、本部長は湯ゆ吞のみを置いた。

「ヒーローて」

　澪人は、かつて自分がヒーローになりたかったことを思い起こし、自じ嘲ちよう的に笑った。

『わずかな命ならば、この地を救って散りたい』と、あの頃は考えていた。

　そんなことを本気で思っていたのだから、かつての自分はなんて愚かだったのだろう。

　犠牲の上の平和など、長くは続かない。

　楽しくて幸せな中で作られるものが尊いというのに……。

「今朝の君たちの働きは、ほんまに素晴らしかった。あれはチームのひたむきな想いが功を奏した大きな仕事やな。ぬるい仕事をしていた本部の連中の目をガツンと覚まさせてくれたて思う」

　しみじみと言う本部長に、澪人は「おおきに」と会釈をした。

　今回の結界が上手くいったのは、本部長が言うように皆の真っすぐでひたむきな想いがあったのは勿もち論ろん、純粋にわくわくして楽しんでいたことも大きな要因だろう。

　自分も、こんなに楽しい祈禱は初めてだった。

　澪人は口くち許もとを綻ほころばせながら、湯吞を傾けた。

「澪人くん」

　本部長は、急に真剣な眼まな差ざしを見せた。

　澪人は「はい」と視線を合わせる。

「わたしは君を本部長候補……つまりは次期本部長にて考えてる」

「──えっ？」

　澪人は一瞬何を言われたか分からずに、目を瞬まばたかせた。

『次期、審神者頭に』と言われたなら、すんなり受け止められただろう。

　だがすべてを飛び越えて、『本部長候補』と言われたのだ。

「もちろん、近々の話やない。そやけど候補は君や。この関西……いや関東も含めて君ほどの陰陽師はなかなかいいひん。それは単純に能力だけの話やなくて、力も厳しさも公平さも持ってるってことや。君は、決して私利私欲に走る男やない。そうしたものも含めてや」

　強い口調で告げる本部長に、澪人は何も言わずに次の言葉を待った。

「澪人くん、その時が来たら引き受けてくれるやろか」

「……それが、森羅万象の意思でしたら喜んで。そやけど、それを今僕に伝えるのは、いささか時期尚早やないかと」

　ほんの少し肩をすくめる澪人に、本部長は「ほんまや」と噴き出した。

「荷が重いですし、僕を買い被かぶったはる」

「若いまっすぐなエネルギーに触れてじじいもはしゃいでしもた。ほんで、さすが、澪人くんやなぁ。君に欲はあらへんの？」

　いたずらっぽい笑みで本部長は、澪人の顔を覗のぞく。

「ええ、物欲も出世欲も性欲も、しっかりありますし」

「それはある意味、安心やわ。聖人君子すぎるのも怖いで」

　澪人は、ほんまに、と頷うなずいた。

「物欲は何が欲しいんや？」

「……思いつきまへんけど」

「出世欲は？『本部長』はさておき、『審神者頭』にはなりたいて思うんか？」

「いえ、それも別に」

「なんやねん。ほんなら、性欲は？　澪人くんも若い男の子やし魅力的な女おな子ごを前にどうにかしたいて思うんか？」

「どうにかしたいて、そんな露骨やないですけど……」

「露骨やないけど？」と本部長は前のめりになる。

「……好きな子には、ほんの少しでええから、触れたいて、思います」

　俯うつむきながらぽつりと零こぼす澪人に、

「なんや、あかん。澪人くん、意外と可愛いらしい。聞いてるわたしが恥ずかしいわ」

　本部長は、両手で顔を覆った。

「人に言わせといて、何言わはります」

「かんにん。ほんで、次は新月の祈禱やね。それまで逆に気ぃつけなあかんな」

「逆に？」と澪人は顔を上げた。

「そうや。今朝の結界の補強で小さな『魔』は消し飛んだやろ。そやけど、大きな『魔』にとっては居心地が悪くなっただけや。苦しくなって暴れ出すこともあるさかい」

「『予防接種をすることで、寝込むこともある』てやつやね」

　小春づてに宗次朗の言葉を聞いていたため、澪人はそう言って小さく笑った。

「なんや、上手い言葉やな」

「前に言うてた、『尊敬する人』の言葉です」

「どんなお人や？」

「そうやね、自由で気ままで常に楽しく生きている、人やけど神様みたいなお人や」

　本部長は、はぁ、と息を吐いた。

「会おうてみたいな」

「そのうちに。ほんで、三角形の方の結界なんですが、次の新月までに、そっちの補強もしていきたいて思うてまして。そうしたら、五芒星の結界の危うい部分を補えるんやないかと」

「……ああ、その話なんやけど、それこそ厄介なんや」

　本部長は、ぼりぼりと頭を搔かいた。

「前も厄介て言うたはりましたね」

「そうなんや。五角形の結界は、既に立派な社寺が建ってる。そやけど三角形の方は『人の目に見えない社』がこれまで建ってたんや。つまり、それを祈禱によって、新たに建てなあかん。それはただ、陰おん陽みよう師じが祈禱するだけやあかんのや。『主上おかみの印しるし』が必要や」

　そのことは既に澪人も知っており、黙って相あい槌づちをうつ。

　主上の印。

　つまりは主上の正式な許可と意思があってこそ精霊たちは誇りを持って、その地を護まもることができるのだ。

「つまりは『公式の許可』が必要てやつやね」

　小さく零した澪人に、本部長は「まさにや」と笑って、頭に手を乗せる。

「何が厄介なんです？　式部庁が『上』に言って『主上の印』をもらえば済む話やないんですか？」

「もちろん、とっくにお願いはしてるんや。そやけど今の宮家の窓口がそないなことに耳を貸さんようになってるんや。わたしらは既に時代錯誤で厄介な存在や。『拝み屋がまたわけわからんこと言うて来てる』って扱いやねん。そもそも、主上の耳まで届いてへんやろ」

「──なんやて」

　澪人は顔色を変えた。

「もちろん、もっと働きかけるつもりやけど、結界を護るのは誇り高き精霊たちや。その誇りが長い間彼らを支えてきたんや。一介の陰陽師が祈き禱とうしたところで『馬鹿にされてる』て思われて逆効果な場合もあるし、三角形の方はちょいと待ってや」

「……分かりました」

　澪人は、自分にはどうにもできぬことを前にやりきれなさを感じ、沈痛の面持ちで頷いた。

　その時、足音がしたかと思うと、谷口が顔を出し、「ああ」と微笑んだ。

「ここにいらしたんですか。皆さん、お待ちかねですよ」

　本部長は「おお、かんにん」と笑って立ち上がる。

「ほんなら、そろそろ行こか。ヒーロー登場や。今こ宵よいはほとんど宴会やで」

　澪人も頷いて立ち上がった。

「『ヒーロー』てやめてください。チームのみんなのお陰ですし、ほんで本部の皆様のサポートあってのことやし」

「そうや、今度チームの皆さんに会わせてや。特に八坂を担当した子が気になるさかい。木星の子やね」

「……ええ、ぜひ」

「澪人くんの『好きな子』やろ？」

　そう言って流し目を見せる本部長に、澪人は口を噤つぐんだ。

「澪人くんも人の子やね。安心した」

「そやから、そもそも僕は普通に人の子ですし」

「普通ちゃうし」

「なんだか楽しそうな話ですね。わたしも交ぜてもらえませんか？」

　にやにやしながら尋ねる谷口に、本部長は「ほんまにおもろいで」と笑う。

「勘弁してください。それより、急ぎましょう」

　澪人は肩をすくめ、速足で広間へと向かった。





五






　一回目の結界の補強が終わり、十日。

　暦は六月を迎え、梅雨入りはまだしていないものの曇り空や雨の日が多い。

　今朝は久々の青天であり、小春は上賀茂神社前のバス停で降りて、晴れ晴れとした気持ちで学校に向かっていた。

　次の結界の祈禱を行う新月まで、五日をきっていて、そのことを思うとほんの少し緊張を感じる。

　──あの時のように上手うまくいくと良いのだけど。

　こんな風に考えてしまう自分には、良くない癖がついているのだろう。

　ふぅ、と小春が息をつくと、背後から「小春ちゃん」と声を掛けられた。

　振り返ると、澪人が笑みを浮かべている。

「澪人さん、おはようございます」

「ため息なんてついて、どないしたん？」

「あ、次の結界の祈禱について考えていて」

「憂ゆう鬱うつやった？」

　途端に心配そうな目をする澪人に、小春はすぐに首を振る。

「いえ、そうではなくて、この前ができすぎなくらい上手くいった気がして。そうなると、つい、『こんなに上手くいくはずがない』とか『落とし穴があるに違いない』と考えてしまうんですよ。よくない癖だなぁって。マイナス思考というか……こういう思考は、本当に悪い事を呼び寄せてしまうこともあるっていうのに、駄目ですよね」

　小春はそう言って肩を下げた。

「それはマイナス思考とちゃう。僕もそういうところがあるんやけど、きっと、どうなっても対応できるようにシミュレーションしているだけの話で、心底から上手くいってほしいからこその思考やと思う。そやから不測の事態をシミュレーションしたところで、それを望んでるわけちゃうし、呼び寄せるてことはないから大丈夫やで」

「あっ、そうかもです」

『どうか上手くいってほしい』という気持ちが強いからこそ、『上手くいかないんじゃないか』と不安になるわけで、気持ちは『上手くいってほしい』の方が強いのだ。

　小春がホッとして、うんうん、と頷うなずいていると、

「──小春ちゃん」

　澪人が少し緊張を含んだ声を出したため、小春は顔を向けた。

「はい」

「今度、前に言うてた『蛍火の茶会』が下鴨神社であって」

　その言葉に、小春は「わあ」と目を輝かせる。

「楽しみにしてたんです」

「それが、たまたまなんやけど結界の祈禱の前の日なんや。次も朝四時半やし、夜に出るのは大変やて思うんやけど」

　小春が、『いえ、大丈夫です、行きたいです』と答えようと口を開きかけた時、

「僕は一緒に行きたいて思うて」

　澪人は、小春の目を見てそう言った。

　その姿を前に、ばくんと小春の心拍が跳ねる。

「もちろん、無理はしてほしくないんやけど」

　慌てたように付け加える澪人に、小春は鼓動の強さに返事ができないまま、こくこく、と何度も頷く。

「ほんなら、境内に蛍が放たれるのは、夜の八時やし、その一時間前の午後七時に御み蔭かげ通の神社入口前でええ？」

「──は、はい」

　澪人は、安あん堵どしたように表情を緩ませた。

　ちょうど校門に入ったところで、「ほんなら、また」と片手を上げて、そのまま大学部の校舎へと歩き去って行く。

　小春は、澪人の姿が見えなくなった後、激しい鼓動を落ち着かせるように胸の前で拳こぶしを握り、あー、もう、と小声で洩もらした。

「……澪人さんはどういうつもりなんだろう」

　こっちは、ようやく気持ちの区切りができたと思ったのに、と小春は苦笑した。

　再び歩き出したその時、どこからか強い悪意のようなものを感じて、小春は弾はじかれたように振り返る。

　しかし特別なことはなく、『気のせいかな？』と首を傾げて、校舎の玄関口に入った。

　下げ駄た箱ばこに行き、すぐに『気のせい』ではなかったことが分かった。

「…………」

　小春の上靴、左右共に泥水が入っていたのだ。

　これは、『麗しの君』と誉れの高い澪人のファンの仕業なのかもしれない。

「仕方ないか……」

　小春は上靴を水洗いし、学校のスリッパを借りることにした。







「あれ、小春、スリッパなんて履いて、上靴忘れたの？」

　小春が教室に入るなり、愛衣はすぐに気付き、ぽかんとして尋ねる。

「あ、ええと、これはね……」

　小春は他の人には聞こえないように小声で事情を説明した。

「ど、どういうことなの？　一体誰の仕業？」

　愛衣は勢いよく身を乗り出した。

「多分、澪人さんのファンなんじゃないかな」

　力なく笑った小春に、愛衣は「あぁ」と納得の声を上げる。

「小春なら上靴に手を当てて霊視したら分かるんじゃない？　きっと、相手の悪意がべったり残ってるだろうし」

「そうなんだろうけど、それはしたくなくて……。大ごとにもしたくないし」

　小春がそう言って肩をすくめると、愛衣は低い声でつぶやいた。

「何言ってるの、小春」

「えっ？」

「妬ねたみで上靴に泥を入れるなんて決してやってはいけないことでしょう？　小春は誰がやったか分かることができるのに見て見ぬ振りするって何か違わない？　それは前に吉乃さんに注意された『勝手に除霊する』っていうのとは、わけが違うと思うの。何より止められるのに何もしないっていうのは、ある意味、犯罪を見て見ぬ振りしているのと同じだと私は思う。そんなの小春のためにも、相手のためにもなんないよ」

　周囲には聞こえない程度の小さな声で、それでも厳しく力強く言う愛衣に、小春は言葉を詰まらせた。

　愛衣の言う通りだ。

　自分はこういう時、すぐに『自分さえ我慢すれば良い』と消極的になってしまうところがある。

　それは自分にも相手にも良いことでない。

「……うん。本当にそうだね」

「放課後、上靴の霊視をしようよ。みんなにも相談して……」

　愛衣がそう言いかけると、小春は「あっ」と声を上げた。

「できればみんなには伝えないで。もし本当に澪人さんのファンなら、澪人さんが責任感じそうな気がするし……」

「まぁ、それは言えてる。うん、分かった」

　愛衣は、使命感に満ちた眼まな差ざしで強く頷く。

　そんな彼女を前に、自分は本当に良い友達に恵まれた、と小春は胸が熱くなるのを感じていた。







　そうして放課後、下駄箱へと向かうと、今度は小春の上靴と共に外靴──ローファーがなくなっていた。

「うっそ、今度は靴もなくなってるの？」

　愛衣は仰天して、目を剝むく。

「そうみたい、どうしよう。まさかスリッパで帰るわけにはいかないし」

「良かったら私の上靴を使う？　校庭のどこかにあるかもしれないし、とりあえず探しに行こうよ」

　指定の上靴は白地に赤い線の入ったバレエシューズで、外を歩いても問題ない。

「ありがとう。でも、もしかしたら校内にあるかもしれないし」

「あ、そうか。校内の可能性もあるわけだ」

　二人は顔を見合わせて、この学園内は広いよね、と苦笑した。

「一体どこにあるのか見当もつかないし、どこを探せばいいんだろう」

「そうだ、小春、霊視で分かったりしないの？」

「そ、そんな、千里眼じゃないんだから」

　小春は目を丸くさせて、手と首を振る。

「でも、下駄箱に犯人の想念が残っているかもよ？」

「……そっか。そうだよね、ちょっと試してみる」

　小春は目を閉じて、何も入っていない自分の下駄箱に手を当て、額に力を入れてみる。

「────っ！」

　次の瞬間には、小春は手を離していた。

　静電気を感じたどころではない、強烈な感情が渦巻いている。

　この強い感情は、東京の中学校で受けたものとよく似ていた。

『嫉しつ妬と』だ。

　分かったのはそれだけであり、犯人の特徴は何も分からなかった。

「分かった？」と愛衣は身を乗り出す。

「私に対する嫌悪感しか分からなくて……」

「そっかぁ、簡単にはいかないんだね。物を探すとなると『ダウジング』とかがいいのかな」

　愛衣は考え込むように腕を組む。

　小春は、「ダウジング……」と静かに洩らした。

　ふと、澪人の言葉が頭を掠かすめる。

『魔ま除よけになるし、フーチにもなる水晶のネックレスや』

　それは六角形の水晶のネックレスをくれた時のことだ。

　そうだ、と小春はポケットから、水晶のネックレスを取り出した。

「これで、どこにあるか占えるかもしれない」

「あ、もしかして、フーチ？」

　不思議なことが大好きな愛衣はすぐに察して手を打った。

『フーチ』とは、ダウジングの一種であり、頭では分からない事柄を潜在意識に問い、解答を導くものであり、時に自分を守護する者だけが知っている情報を得られることもある。

　二人が教室に戻ると、もうクラスメイトの姿はなく、「良かった」と二人は机につく。

　紙を取り出して、大きな十字線を書き、小春と愛衣は、ふぅ、と息をついた。

「それじゃあ、質問をしていくね」

　小春はネックレスの鎖部分を指先でつまむように持って言う。

「小春、フーチはまず簡単な質問で、どんな動きをするか確認した方がいいみたいよ。たとえば、自分の性別を聞くとか」

「あ、そうだね。それでは、私、櫻井小春は女ですか？」

　そう問うと、フーチはゆっくりとくるくる右回りに回り出す。

「それでは、櫻井小春は男ですか？」

　次にそう問うと、今度は回り方が落ち着き、やがて左回りに変わった。

「イエスが右回り、ノーが左回りなんだね。人によっては、縦横に動くとか違いがあるみたいよ」

「さすが、愛衣は詳しいなぁ」

　小春は澪人に『フーチにもなる』と言われてから、調べた程度の知識しかなかった。

　それでは、と小春は表情を正した。

「私の上靴と外靴は、『校外』……学園の敷地外にありますか？」

　そう問うと、フーチはくるくると左回りになる。

「良かった、学校の敷地内なんだね」

　愛衣が安あん堵どの息をつく。

「それでは、校舎の中ですか？」

　その問いにも、左回り『ノー』だった。

「校舎の外ですか？」

　フーチは右回りに変わる。

「中庭ですか？」

　今度は左回りに変わった。

　裏庭、テニスコート、弓道場、念の為、塔の中や図書室、音楽堂と尋ねてもすべて左回りであり、

「あとは、どこだろう？」と愛衣が顔をしかめる。

「あとは……焼却炉とか」

　恐る恐る尋ねるも、フーチは左回りのままで、小春は少しホッとした。

「そういえば、うちの学園の焼却炉は用務員のおじさんしか使えないはず」

　そう言った愛衣に、小春は「そうなんだ」と相あい槌づちをうつ。

「あと言ってないのは、校舎裏の林の方とかかな……」

　小春がぽつりとつぶやくと、フーチは右回りに変わる。

「っ！」

　小春と愛衣は思わず顔を見合わせる。

「私の上靴と外靴は、裏の林にあるんですか？」

　あらためて問うと、フーチは大きく右回転した。

　さらに、裏の林のどのあたりにあるのかを問い、

「ありがとうございました」

　二人はぺこりと一礼をして、小春は水晶をポケットに入れた。

「小春、行こう」

「うん」

　そのまま教室を出て、校舎裏の林へと向かった。

　裏の林に向かうには、中庭を突っ切った方が早い。小走りで中庭に差し掛かると、ベンチで澪人、朔也、由里子の三人が談笑している姿が目に入った。小春と愛衣は「しまった」と思いつつも、気付かなかった振りをして駆け抜ける。

　すると、即座に「わーっ、コハちゃんに愛衣ちゃん、どこ行くのー？」という朔也の声が背中に届き、小春と愛衣は走りながら顔を引きつらせる。

「朔也くん、目ざとい」

「本当だね」

　放っておこうと林の奥に向かい、靴はどこだと雑草の中を探っていると不意に悪臭が鼻をついた。

　小春は顔をしかめて、臭いの方向に目を向けると木の下に小春の外靴と上靴が投げ出されるように放置されていて、その上に泥水がかけられているのが見えた。

　悪臭は泥水からきたものではなく、悪意が放っているものであることが分かった。

「……あった」

　小春が小さく零こぼすと、「えっ」と愛衣は目を輝かせて振り返る。

　だが、すぐに泥だらけの靴を見て、眉まゆ根ねを寄せた。

「ひどい……」

　二人が靴を見下ろし、やりきれない気持ちになっていると、「二人とも、どうしたの？」「何かあったん？」「大丈夫？」と朔也、澪人、由里子が駆けつけてきた。

　三人はすぐに靴から放たれる悪意の悪臭を感じ取り、すべてを察したような表情を見せる。

「え、これ、もしかしてコハちゃんの？」

　小春は苦笑して「うん」と頷うなずいた。

「信じられない、一体誰が？」と由里子が口に手を当てる。

「……今、これからそれを視てみようと思ってまして」

　小春は静かにそう言って、靴に向かって手を伸ばした。

　霊視をしようとしながらも、小春の内側では『嫌だ』と感じていた。

　愛衣の言うことはもっともなのだが、どうしても『読み取りたくない』と拒否する自分がいる。

　先ほど下げ駄た箱ばこで思念を読み取った時に、体中が震える感覚がし、同時に前の学校で悪意をダイレクトに受けてしまった記憶が蘇よみがえった。

　もう、自分に向けられた悪意をわざわざ受け取りたくはない。

　乗り越えたことだと思っていたのだが、それは傷が癒いえただけの話であり、平気になったわけではないことに気が付いた。

　それでも、やらなくては……。

　こうして、読み取れるのは、この中でも自分しかいないのだ。

　喉のどの奥が苦しくなるのを感じながら、靴に手を触れようとした時、澪人が小春の手首を優しくつかんだ。

「ええよ、小春ちゃん。そんなんせんでええし」

「──澪人さん」

　小春は泣き出しそうになりながらも、澪人を見て首を振る。

「で、でも、放っておいてもなんの解決にもなりませんし」

「そうやね。そやけど、わざわざこれを読み取らんでもよろしい。苦しいだけや」

　そう言った澪人に、小春も皆も「えっ」と瞬まばたいた。

「絶対に見てたものがいるはずやし。ちょっと待ってや」

　澪人は空を見上げて、口に指を当てて口笛を吹く。

　すると、ややあって、カアカアと烏の鳴き声が聞こえてきた。

「っ！」

　気が付くと自分たちの上空で烏の群れが旋回を始めていて、皆は「うわぁ」と声を上げた。

「……すごい」と洩もらす愛衣に、「本当ね、驚いた」と由里子が頷く。

　だが、小春だけは「そうだった」と口に手を当てた。

　彼は、動物を操れるのだ。

「えっ、マジですごいんだけど。賀茂くん、どうしてこんなことができるわけ？」

「……ちょっと昔に色々あって、こうした力を身につけたんや」

　澪人は少し言い難にくそうに答えて、もう一度口笛を吹き、片手を上げる。

　すると一羽の烏が降りてきて、澪人の腕にとまった。

「小春ちゃん、この子が見てたみたいや。この子の意識を探ってや」

　澪人は、烏の頭を指先で撫なでながら言う。

「は、はい」と小春は頷いた。

「ねぇ、動物の思考を読み取ることは賀茂くんにできないわけ？」

「残念やけど、僕はざっくりとした意思のやり取りしかできひんのや」

　そう話す澪人に、皆は「へぇ」と相槌をうつ。

「それでは失礼します」

　小春は烏に向かって一礼をし、「烏に触るなんて初めて」とドキドキしながら、そっと背中部分に手を触れた。

　羽はとても艶つややかで、温かった。

　烏は小春の手が触れるなり、目を合わせる。

　小春も同じように目を合わせ、額に力を入れた。

　ややあって、烏が見た映像が頭に浮かんでくる。

　空を飛んでいる烏が見ていた景色は、写真を鏤ちりばめたようなひどく断片的なものだった。

　それでも、小春にはそれが誰なのか分かった。

　──信じられない。

　だけど、烏が見ていたのは、間違いなくあの人なのだ。

　衝撃に、小春は小刻みに震える手を誤ご魔ま化かすように、拳こぶしを握る。

　ばくばくと心臓が嫌な音を立てる中、

「……分かりました。ありがとうございます」

　小春は再び烏に向かって一礼をした。

「おおきに。誰かお菓子持ってへん？」

「あっ、私、クッキーがあるわ」と由里子が鞄かばんの中から一枚取り出す。

　澪人がそのクッキーを与えると、烏はカアッ、と嬉うれしそうに鳴いて空へと飛び立っていった。

「烏、苦手だったけど、こうして見ると可愛いかも」

「同感ね」

　愛衣と由里子は空を見上げながら、しみじみとつぶやく。

「ねえねえ、賀茂くん、どうして動物を操れるようになったの？　色々あったって何？」

「三善君、今は小春ちゃんが大変な時やし」

「は、はい」

　皆が、大丈夫？　と小春を見る。

　小春はそんな皆を見回して、頭を下げた。

「愛衣、澪人さん、由里子さん、朔也くん、ご心配をおかけしました。おかげで誰がやったのか分かりました。誰なのかは、今はちょっと言えないんですが……」

　そこまで言って震えてしまう声を誤魔化すように、今度は少し大きめの声を出した。

「ここからは自分で向き合いたいと思います」

　そんな小春に、皆は顔を見合わせた後、思い思いに頷く。

「小春、本当に大丈夫？」

「うん、ありがとう、愛衣」

「小春さん、その靴、泥だらけだし、とりあえずこのビニール袋に入れたら？」

　由里子は鞄から白いビニール袋を取り出した。

「いやぁ、お菓子からビニール袋まで、由里子センパイの鞄ってなんでも入ってるんすね」

「誰がネコ型ロボットよ」

「いや、誰もそんなこと言ってないっす」

　そう言って笑い合う中、小春は泥にまみれた靴をビニール袋に入れた。

　ふと、背中に視線を感じ、小春は目を細める。

「…………」

　思えば、こうした視線を時折感じていたのだ。

　他の人が反応しないため、気のせいかと思っていた。

　だが、自分にだけ向けられていた悪意だったため、他の人には気付かれなかったのだろう。

　そして自分は、そのことに心のどこかで気付きながらも、それこそ『見て見ぬ振り』をしてきたのだ。

　今も、その人は少し離れたところから様子を窺うかがっているようだ。

「とりあえず、この靴を水で流してきます。愛衣も皆さんも帰っていてください」

　そう言って、小春はすぐに皆から離れて、小走りで林から駆け出す。

　冷たい視線がついて来ているのが分かった。

　小春は、校舎の角を曲がり、隠れるように身を潜めた。

　自分を追いかけてきた人物が、どこに行ったんだろう、とキョロキョロしているのが分かる。

　小春はしばしそこに留とどまり深呼吸をして、校舎の陰から出た。

　小春を見た『彼女』は驚いたように体をビクッとさせる。

　だが、すぐに取り繕うような笑みを見せた。

「あ、あら、櫻井さん」

　細身の体に眼鏡、上品そうなワンピース。

　小春は胸が苦しくなるのを感じながら、笑みを返す。

「こんにちは──早乙女先生」

　そう、彼女はかつての担任だ。

　彼女は愛衣同様、この学園に来てから自分を支えてくれた信頼できる人の一人。

　とても良くしてくれた人物であり、今も信じられない。




〝三善君はかつて良かれと思って、霊感の強い人間の額にキスをして、その力の封印を行っていたんや。それは男女問わず、先生もやで〟




　小春は息を吞のんで、早乙女を真っすぐに見据えた。

「櫻井さん、その靴のことだけど……」

　早乙女がそう言いかけた時、小春はそっと口を開く。

「──どうして、この中にあるのが『靴』だって分かったんですか？」

　由里子にもらった白いビニール袋は、透明ではないため、中に何が入っているのか見えない。

　早乙女は驚いたように目を見開いた。

「ごめんなさい、先生。今、試すようなことを言ってしまいましたが、実は見ていた人がいるんです。林の中で先生がこの靴を……」

　実際は『人』ではないが、小春はそう言った。

　今も信じられない。

　だが、烏の意識を通して見たのは、間違いなく彼女だ。

　林の中で泥だらけの靴を見下ろしていて、誰かが林にやってきたことで、逃げたところまで見ている。

　すると、早乙女は虚を衝つかれたように目を見開き、立ち尽くした。

　その姿に、『やっぱりそうなんだ』と思うと同時に、大きなショックが小春を襲う。

　烏の意識を読み取ったものの、どうしても信じられない、という気持ちがあったからだ。

「ど、どうして先生がそんなことを!?」

　声を上げると同時に、涙が零こぼれ出た。

　彼女は愛衣同様、この学園に来てから大きな支えとなってくれた人だった。

　信頼していた人を失ってしまったのだ。

　譬たとえようもない喪失感に、やりきれなさが襲う。

「さ、櫻井さん、落ち着いて……違うのよ」

　早乙女は、どうしよう、という様子でオロオロしながらも、取り繕うような笑みを見せた。

「……先生は、前に朔也くん……三善朔也にキスされたことがあるんですよね？」

　小春が静かに問うと、「えっ」と動きを止めた。

　どうして、それを知っているんだろう、という表情だ。

「や、やだ、キスと言ったって、あの子がふざけて額にしてきたくらいよ。誰に何を聞いたのか分からないけど、誤解しないで」

　早口で弁解する早乙女の姿を、小春は苦しいような気持ちで見ていた。

　嫉しつ妬とは人を狂わせてしまうことがあるのは、知っている。

　だとしても……。

「ほ、本当は、今も信じられません。いくら先生が私を憎く思ったとしても、教え子である私の靴にあんなことをするなんて……」

　小春は止まらない涙を手の甲で拭ぬぐいながら、うっ、と嗚お咽えつを洩もらした。

「だからそれは……」

「先生、私は三善朔也くんと付き合ってはいないんですよ？」

　そう告げた瞬間、小春は背後でぞくりとするほどの悪意を感じた。

「櫻井さん、危ない！」

　早乙女が声を上げると同時に、小春は振り返る。

　そこには鞄を振りかざし、今にも小春に叩たたきつけようとしている女生徒がいた。

「っ！」

　悪意を察知していたため、小春はそれを避よけることができた。

　彼女の姿には、見覚えがある。

　朔也のファンクラブの一人であり、自分と同じように額にキスをされていた巻き髪の三年生だ。

「だ、駄目よ、中なか島じまさん」

　早乙女は小春を護まもるように、抱き寄せた。

　彼女は早乙女の受け持つクラスの生徒でもある。

「先生、離れてくれへん？　こいつほんまにムカつくんや！」

　また、彼女は鞄かばんを振り上げる。

　小春は「きゃっ」と声を上げて逃げながら、混乱していた。

　烏が見ていたのは、早乙女が靴を見下ろしていて、誰かが来たところで逃げ出す姿。

　だが、悪意を放っているのは、この彼女だ。

　どういうことなのだろう。

　この時、はじめて小春は真実が知りたいと思い、「せ、先生」と呼び掛けた。

　早乙女がこちらを向いた瞬間、小春は視線を合わせて額に力を入れる。

「────っ」

　すぐに、早乙女の意識が小春の中に入ってくる。

『二年の櫻井がムカつくし。なんなんあいつ』

　先日、教え子の中島が、通路で友人と話している言葉に、早乙女は胸騒ぎを覚えた。

　というのも、最近早乙女はずっと中島のことを気にかけていたのだ。

　彼女の両親が不仲になったことで、成績が落ち、私生活が急に荒れだしていた。

　だが、最近三善朔也のファンクラブが発足され、自分も仲間に入ったと喜んでいる姿を見て、ホッともしていた。

　その後すぐに、『二年の櫻井がムカつく』と話していたのを聞き、また中島が小春の靴箱を覗のぞいていたのも気になっていた。

　今日は朝から、中島の様子がおかしかった。

　いやに上機嫌であり、『やってやったし。とりあえず第一弾』と話していたのを耳にした。

　放課後、彼女が林の中に入っていくのを見掛け、後をつけたところ、小春の物と思われる靴を泥の中に放り出したのだ。

　その様子を目の当たりにして、早乙女は驚いた。

　本来ならすぐに注意すべきだったのだが、中島はすぐにその場からいなくなってしまった。

　早乙女が、『どう指導すべきか』と、泥だらけになった小春の靴を見下ろしながら悩んでいたところ、誰かが林の中にやってきた。この状況では自分が疑われるかもしれないと早乙女は逃げ出したのだ。

　そのすべてが伝わり、そういうことだったのか、と小春は息を吞む。

「中島さん、今の聞いていたでしょう？　櫻井さんは三善君と付き合ってないって」

　宥なだめるように、それでも、しっかりと小春の前に立ち塞ふさがって早乙女は言う。

　小春は、そんな早乙女の背中を見ながら、彼女を疑ってしまった自分が情けなくて、涙が出そうになった。

「櫻井が三善君と付き合おうてないのなんて、そんなの知ってるし！」

　そう叫んだ中島の気迫に、小春はたじろいだ。

「三善君が、櫻井のことを他の子以上に気に入ってたんも知ってる。それは仕方ないって思う気持ちかてあった。せやけど許せへんのは、櫻井の煮え切らない態度やねん！」

「……私の？」

「そうや！　三善君と賀茂先輩、両方にいい顔をして、どっちも離さないようにしてたやん。大人しそうな顔して計算たっぷりで、ほんまにムカつくし。お姫様気分かよ。大した御身分やな、一体どれほどのもんやねん！」

　中島は力一杯叫び、はあはあ、と息を吐く。

　小春が何も言えずにいる中、早乙女は中島の許もとに歩み寄り、その肩を撫なでた。

「中島さんの気持ちは分からないでもないの。私もあなたくらいの頃、ずっと嫉妬に苦しんでいたから。だけど、やって良いことと悪いことがあるわよね」

「そんなん言われんでも分かってる！」

　彼女から、強い感情が伝わってくる。

　何をがんばっても上手うまくいかず、両親の仲は険悪。不安で眠れない日々が続く中、好きな人──三善朔也ができて、それが心の支えになったこと。

　だが、朔也は小春に夢中になっているように見える。その小春は、相手に期待を持たせてるだけで、ふらふらしていた。

　その様子を目の当たりにし続けた結果、『魔』が差し、『ちょっと嫌な想いをさせてやろう』と靴を隠したこと。また、小春が早乙女に『三善朔也くんと付き合ってはいない』と言った言葉に、朔也に対する小春の余裕を感じ何かが弾はじけたことが伝わってきた。

　中島は、うわーっ、と声を上げてしゃがみこんだ。

「…………」

　小春は、苦しさに胸の前で拳こぶしを握る。

　朔也に対して色目を使ったり、気のある素振りをしたつもりはない。

　だが、彼女の言う通り自分の心には『迷い』があり、『ふらふら』していたのだ。

『心に決めた』と思いながらも、『どうしよう』と煮え切らず、結論を出すことが怖くて、逃げていた。

　彼女の今回の行動は、まさに、結界が崩れかけたせいで波動の乱れから流れ込んできた『魔』が引き起こしたこと。

　結界の補強によって抑圧された『魔』が反動で爆発したものだ。

　そして、なぜ、自分の身にこうしたことが降りかかったか。

　それは、彼女の言う通り、自分の『ふらふら』した部分、『煮え切らなさ』のせいだろう。

　少し乱暴に、『腹をくくれ』と言われた気分だ。

　自分も、結論を出さなくてはならない。

　小春は顔を上げて、彼女を見据えた。

「──先輩」

　中島は涙を流したまま睨にらむように小春を見返す。

「私には、心に決めた人がいるんです。それは三善朔也くんではありません」

　そう言った小春に、彼女は大きく目を見開いた。

「だけど、心に決めているはずなのに迷う部分があって……、どうしたらいいんだろうって考えて、結論を出せずにいました。それがきっと先輩の目には浮ついて見えたんだと思います」

　小春は間を置いて、ぎゅっと拳を握った。

「だけど、先輩のお陰で覚悟を決めました。私も腹をくくろうと思います」

　彼女は何も言わずに、不思議そうに小春を見ている。

　嫌がらせをした相手に、よく分からない宣言をされて混乱しているのかもしれない。

「……朔也くんは、私にちょっかいを出しますが、彼が好きなのは私ではないんです」

　えっ？　と彼女は瞬まばたいた。

「それじゃあ、三善君は他に誰か好きな人がいるって言うの？」

「そ、それは分かりませんが、とにかく私ではありません」

　そう、今、朔也に好きな人がいるかどうかは分からない。

　朔也が自分に好意を持っているのは自覚しているが、それは本当の恋ではないとも感じている。

　おそらく、それは朔也自身もそうだろう。

　彼との間に、そういう意味での『縁』を感じないからだ。

　彼女は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

　小春はそんな彼女から顔を背けて、早乙女を見た。

「……あの、先輩は『魔が差した』んだと思います。そういうことは誰にでもあることだと思うし、このことは誰にも言ったりしませんから……」

　小春は早乙女に小声でそう耳打ちをする。

「それでいいの？」

　早乙女は、確認するように小春を見た。

「はい。私もお陰で気付けたことがありました。先生、かばってくれてありがとうございました。そして先生を疑ってしまってごめんなさい」

　早乙女は、ううん、と首を振る。

「ここだけの話、三善君に額にキスされて、私もドキドキしたの。まったく罪深い子よね」

　こそっと伝えてくれた早乙女に、「本当に」と小春は苦笑した。

　それでは、このまま帰ります、と小春は会釈をして、足早に歩き出した。

　自分が立ち去るなり、こっそり様子を窺うかがっていた朔也が、早乙女と中島の許に駆け寄ったのが分かった。

　おそらく、フォローに入った上で、彼女たちの封印を解除するのだろう。

　封印されたままというのは、『本来の自分』とは違っているということ。

　それはやがて『歪ゆがみ』となり、その『歪み』に魔が入り込んだのかもしれない。

　小春がそっと振り返ると、朔也が中島の額に指を当てている。思っていた通り、封印の解除に入っていた。

「…………」

　早乙女先生ではなくて良かった、と小春はあらためて思い、胸に手を当てた。

　少し歩いていくと、校門のところに澪人と愛衣、由里子がいた。

　どうやら、自分を待ってくれていたようだ。

「ご心配おかけしました」

　小春はぺこりと頭を下げる。

「解決したの？」と愛衣が心配そうに尋ねる。

「うん」

「烏は役に立ったんやろか」

「ぶ、部分的には」と小春は肩をすくめた。

「部分的ってどういうこと？」

　由里子が首を傾げる。

「あ、いえ、なんでもないです」

　烏の意識を覗のぞき見た瞬間、自分は『信じられない』と思ったのだ。

　それなのに、その切り取った映像だけで真実と決めつけて、自分の感覚を無視してしまった。

　烏が見たものは事実だが、この事件の『真相』とは違っていのだ。

　一部だけを見て、全体を決めつけないようにしよう。

　自分の感覚を大切にしよう。

　今回は、そのことも教わった気がする。

「今回の件は、一回目の祈き禱とうで暴れ出した『魔』が引き起こしたんやね」

　振り返って顔をしかめた澪人に、小春は「はい」と頷いた。

「もし、この地の波動が安定していたら、彼女が私に対して苛立ちを覚えたとしても、こんな行動を起こしたりはしなかったと思うんです」

　由里子は「そうね、きっと」と相あい槌づちをうつ。

「分かります。どこかで踏み留とどまれたっていうか」と愛衣も頷うなずく。

　本当ですね、と小春は顔をしかめて頷いた。

　結界が崩れかけ、波動が乱れ、『魔』が入り込む。

　それは時に、テレビのニュースで流れるような大きな事件になる。

　そして、そこまでいかなくても日常レベルで様々な事が起きていると予測はしていた。

　だが、その程度でも、こんなに苦い出来事なのだ。

　今自分たちがしていることは、自分で思っている以上に大切な仕事なのだ。

　あらためて、『二回目の祈禱を成功させたい』と小春は心から思った。








第三章　蛍火に見る夢。
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「──本当に、申し訳ございませんっ！」

　翌日の部室で、朔也はパンッと手を合わせて、深く頭を下げた。

「これから自分が力を封印した人たちの解除をしていこうと思ってるし、ファンクラブも解散してもらうことにしました。もう人に気を持たせるような『チャラ男』は、卒業しようと思います」

　頭を下げたまま言う朔也を前に、小春、愛衣、澪人、由里子は、思わず顔を見合わせた。

「…………」

　彼は素の状態が『チャラ男』であり、卒業はできないのではないだろうか、と思ったものの、朔也が心から反省しているのは伝わってくる。

　皆が返答に困る中、最初に口を開いたのは澪人だった。

「そやね。封印を解除した方がええと思う」

　続いて、小春も「うん」と頷いた。

「私もそう思う。封じられている以上、『本来の自分』ではないと思うし」

　朔也は大きく息をつき、くしゃっと自分の髪をつかむ。

「……そうなんだよね。俺もさ、今まで気にしつつ封じた子のほとんどと疎遠になってたからさ、『まぁ、いいか』って放っておいちゃって。それが良くなかったんだって今回すげぇ反省。ちゃんと一人一人解除していこうと思ってる」

　そんな朔也を見詰めながら、由里子が腕を組んで訝いぶかしげに首を傾げた。

「そうはいっても、疎遠になった子の封印を解除するって、なかなか大変じゃないのかしら」

　その横で、愛衣が「たしかに」と相槌をうつ。

「封印解除の事情を説明しても信じてもらえないだろうし、でも額に触れなきゃいけないわけだし」

「いや、そうなんだけどね。でもさ、そうは言ってられないし。とりあえず、ビンタされても、怪しまれても、解除はやっていこうと思ってる」

　弱ったように笑いながらも、朔也は覚悟を決めた目をしていた。

　とはいえ、封印解除の為に無理やり額に触れようとして、セクハラ問題にならなければ良いのだけど、と小春が懸念していると、

「……分かったわ。手伝ってあげる」

　静かに告げて強く頷いた由里子に、朔也も皆も「えっ？」と瞬まばたいた。

「……手伝うって？」

「男子が一人で疎遠になった女の子の許もとを訪ねて、額を触らせてもらうなんて大変なことでしょう？　私が付き添ってあげるわよ」

「いやいやいやいや、由里子センパイに、そんなことは……」

　朔也が首と手を振ると、それを遮るように由里子は話を続けた。

「大体、あなたは女の子を勘違いさせるところがあるんだから、一人でその子の許に訪ねて行ったりしたら、また勘違いさせてトラブルになるわよ」

　ぴしゃりと言う由里子に、朔也は、ぐっ、と言葉を詰まらせる。

　その横で、澪人がぷっと笑った。

「ほんまやね。三善君、ここは、安倍君の厚意に甘えてもよろしい思います」

　その言葉が背中を押したようで、朔也は「……うん」と頷き、

「……それじゃあ、由里子センパイ。よろしくお願いします」

　そう言って、ぺこりと頭を下げた。

「そうと決まれば、行きましょう」

　由里子は鞄かばんを肩に掛けて、扉に向かってすたすたと歩き出した。

「えっ、今からっすか」

「そうよ。『善は急げ』って言うじゃない」

「えっと、そのことわざちょっと違ってません？　っていうかマジで由里子センパイって、うちの姉ちゃんみたいだ。そして良いい人すぎ」と朔也は愉たのしげに笑う。

　由里子は平静な顔をしているが、耳の先が赤くなっている。

　照れているのだろう。

　小春は、バタバタと部室を出て行く由里子と朔也の後ろ姿を見送りながら、口許を綻ほころばせた。





二






　そうして、『蛍火の茶会』の日。

　夜七時に御蔭通の下鴨神社入口で待ち合わせだったのだが、小春は六時半過ぎには待ち合わせ場所に到着していた。

　早く着きすぎてしまい、小春は待ち合わせ場所に立って辺りを眺める。

　さすがに有名なお祭りらしく、駅の方から人が流れてきて、列をなすように糺ただすの森もりへと進んでいっていた。

　浴衣ゆかたを着ている男女も多く、その様子に小春は少しホッとした。

　自分も今、浴衣だからだ。

　せっかくお祭りだからと、初夏らしく可愛らしい浴衣を吉乃に借りて、着せてもらっていた。

　こんなに早くに着いて、しかも浴衣着用で、かなり張り切っていると思われるだろう。

　実際、とても楽しみにしていたのだけど……。

「『蛍火の茶会』なんてお祭りがあるの、知らなかったな……」

　小春は、ぽつりと零こぼして、糺の森に目を向ける。

　澪人に誘われた後、小春も自分で『蛍火の茶会』について調べてみた。

『蛍火の茶会』は、明治時代に御手洗みたらし川がわで催されていたという納涼茶席を再興したものだそうで、一九九一年より毎年六月初旬から中旬に開催している。境内の蛍約六百匹を大おお籠かごに集め、暗くなった頃に御手洗川に一斉に放すという行事らしい。

　境内には露店が並び、茶席が設けられ、舞まい殿どので神楽かぐらの演奏が行われたり、『茶会』の名に相応ふさわしい風流な祭りのようだ。

　初夏の空。陽も暮れ出し、人出はますます多くなっている。

　家族連れやカップルと、皆楽しそうな様子だ。

「──小春ちゃん」

　不意に横から声を掛けられて、ぼんやりと人の流れを眺めていた小春は少し驚いて声の方向に顔を向けた。

　そこには澪人がいた。墨色の浴衣を纏まとって、驚いたようにこちらを見ている。

　元々目を惹ひく容姿をしているが、浴衣を纏った姿は、さらに周囲の視線を惹きつけるようで、若い女性たちが振り返っている。

「驚いた、随分早かったんやね。待たせたならかんにん」

　澪人は申し訳なさそうに言って、歩み寄る。

　ふと時間を確認すると、六時四十五分。

「いえ、勝手に早く来てしまっただけなので。澪人さんも早いんですね」

　小春がそう言うと、澪人は弱ったように前髪をかき上げた。

「なんや、家にいても落ち着かへんし、早はよう出てしまいました」

　兄にはからかわれるし、と澪人は小声で言って肩をすくめる。

「分かります。私も出掛けるとなったら家にいられなくて。それなら待ち合わせ場所で待っていた方が落ち着くというか」

「小春ちゃんも『くそ真面目』やね」

「そうかもです」

　二人は笑いながら境内──糺の森を北へと進んでいく。

　右側に露店が軒を連ねている。わたあめ、たこ焼き、唐揚げ、ヨーヨーすくいに、お面と愉しげだ。

　鳥居をくぐると、舞殿で神職による雅楽の演奏や十二単ひとえの舞いが行われていた。

「わあ、なんて素敵！」

　他の神社ではあまり見られない雅みやびな様子に、小春は目を輝かせる。

「ほんま、風流やね」

「ええ、本当に」

　うっとりと口の前で手を重ねていると、澪人がとても優しい瞳ひとみで自分を見ていることに気付いた。

「小春ちゃん」

　はい、と小春は視線を合わせる。

「さっき言おうと思ったんやけど、その浴衣、よう似に合おうてる。可愛らしい」

　小春は「えっ」と洩もらした後、恥ずかしさに目を泳がせた。

「ありがとうございます。澪人さんこそ……とてもお似合いで、素敵です」

　最近、洋服姿の澪人と接することが多かったが、やはり彼には和服がよく似合っていて、しっくりくる。

　きっと自分の返事に、『おおきに』と余裕の笑みを返してくると思ったのだが、澪人はいつまでも何も言わない。

　不思議に思って顔を上げると、彼は弱ったように目をそらし、ほんのり頰を赤らめていた。

「っ」

　その姿に、ばくんと心臓が跳ね上がる。

「……ほんなら蛍は八時から放すらしいし、それまで境内をゆっくり回って、露店で何か食べよか」

　まるで顔を見られたくないかのようにすぐに歩き出す。

　そんな澪人の背中を眺めながら、小春は息苦しいほどに鼓動の強さを感じていた。





三






　一方、澪人の兄・和人は、下鴨神社東側にある賀茂邸のリビングにいた。

　ソファーにごろんと横になった状態で、雑誌を眺める。

　開け放しの窓からは、境内の神楽が微かすかに流れてきていた。

　今頃、澪人と小春は、デートを楽しんでいるのだろう。

「しかし、澪人も真面目だよね」と和人は小さく笑って、雑誌を胸の上に置いた。

　澪人は、出掛ける前にわざわざ自分の部屋に訪れ、これから、小春と『蛍火の茶会』に行ってくると伝えてきたのだ。

　それは事前に、小春を『蛍火の茶会』に誘った報告もした上でのことだ。

『ああ、うん。行くって言ってたよね。わざわざ伝えに来なくても』

　そう言うと澪人は弱ったように苦笑する。

『兄さんもちゃんと僕に伝えてくれたさかい、そやから僕も思うて』

　そんな弟の姿に、頰が緩んで仕方がなかった。

　いつでも余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、常に俯ふ瞰かんして物事を見て、どこか諦あきらめきったような目をしている弟だった。

　そんな澪人が、自分を前に、こんな風にぎこちなく一生懸命報告している。

『そっかそっか、ありがとう。しかし、ちゃんと浴衣着用で。いいね、しっかりあざといよ、澪人』

　そう言って、その肩をぽんぽんと叩たたいた。

『あざといて……』

『あざといあざとい。墨色の浴衣で、肌の白さが際立ってるしさ。ちょっとはだけさせてみるとか』

　襟をつかんで開かせようとすると、

『兄さん、悪乗りしすぎや』

　澪人は身を反らして肩をすくめた。

『ごめんごめん。ここからは真面目な話だけど。あらためて、前にも言ったように、僕に遠慮はいらないから。澪人は澪人でがんばって』

　澪人は微かに頷うなずき、そのまま行こうとして、足を止めた。

『兄さん、もし良かったらなんやけど、もう一度聞いてもよろしい？　兄さんの告白に対して、彼女がなんて答えたか』

　そう問うた瞳は真剣というよりも、不安に揺れている。

『駄目だよ、それは内緒』

『……分かりました』

　澪人は小さく息をついて、そのまま出て行った。

　本当に、あのすべてに冷めきっていた澪人が、こんな風になるなんて。

　──その時の様子を思い返し、和人は笑いそうになるのを堪こらえて口に手を当てた。

　恋をするって、すごいことだ、と心から思う。

「和人、悪いけれど、表の門を閉めてきてもらって良いかしら。もう誰も車使わないでしょうし」

　キッチンから届いた母の声に、「あ、うん」と和人は体を起こした。

　六月に入り、雨の日が多くなったことで、母の体調は芳しくない。

「大丈夫？　しんどかったら寝ててもいいんだよ。今夜は僕と母さんだけだし」

　父は仕事で東京に行き、祖父は陰おん陽みよう稼業の仕事で伊い勢せに行っている。

「今日は晴れてたから、そんなに悪くないの。動ける日は動きたいし」

　母は、せっせと食器棚の整理をしていた。

　まるで動けなかった時の埋め合わせをしているようにも見える。

「母さん、今、動けるのが嬉うれしくて好きで動いている分にはいいんだけど、『動ける日』もサボったっていいんだからね。『動けない日』の自分を申し訳なく思うことはないんだよ」

　そう声を掛けると、「ありがとう、和人」と母は泣き出しそうな顔で微笑んだ。

「それじゃあ、門を閉めてくるね」

　そのまま家の外に出て、黒い鉄のスライドゲートに手を掛けた。

　自分がこの家を継ぐときには、ここを自動で閉まるようにしたい、と思いながら、鉄てつ柵さくを引いていると、「これは、なんて丁度いい」という声が聞こえて、和人は動きを止める。

「君は和人君だろう？　澪人くんの兄の」

　そう続けられ、一体誰だろう、と思いつつ、

「はい、なんでしょうか」

　と、和人が振り返ろうとした瞬間、

「すまないね。ちょっと失礼するよ」

　という男の声と共に、背中の中心に激痛が走った。





四






　夜八時になると会場である『御手洗みたらし池いけ』の入口が開かれる。

　訪れた客たちが行列を作り、少しずつ前へと進んでいくため、待ち時間もそれなりにあった。

　だが──、

「三善君の例の件、どうなったんやろ。小春ちゃんなんか聞いてる？」

「あ、はい。聞いてます。由里子さんと朔也くんは『安易にキスをしたお詫わびに清めさせてください』って、よく分からない理由でみんなの許もとをまわったそうなんですよ。女の子たちはキョトンとしながらも、隣で仁王立ちしている由里子さんの迫力に気け圧おされて了承してくれて、思ったよりもスムーズに進んだとか」

「仁王立ちて、その様子が想像つくし」と澪人は口許を綻ほころばせる。

「ですよね」

　そんな風に二人で他愛たわいもないお喋しやべりをしていると時間はアッという間で、気が付くと自分たちも会場へと進むことができた。

　境内の森の中にある、御手洗池は、今は真っ暗なだけで何も見えない。

　そんな暗闇に、幻想的で柔らかな小さな光の数々がふわふわと浮かんでいる。

　木の上に、池の上に、森の中に、揺らめく蛍の光。

　それは、まるで夢で見る光景のようだ。

「──わあ」

　初めて見るのに、どこか懐かしい。

　前世の記憶が蘇ったとはいえ、すべてを詳細に思い出しているわけでない。

　こんなにも胸が熱く、嬉しくて息苦しいのはもしかしたら、かつての自分は、山荘や野のの宮みやで、こんな美しい蛍の光の数々を見たことがあるのかもしれない。

　気が付くと、涙が頰を伝っていた。

　だが、暗がりで自分の涙は彼に気付かれなかったようだ。

　小春は、こっそりと涙を拭ぬぐう。

「ほんま綺き麗れいやね」

　澪人は蛍を眺めながら、しみじみとつぶやいた。

「はい……」

「こんな虫がいるて、不思議やね」

「本当ですね」と小春は笑い、「蛍って、どのくらい昔からこの日本にいるんでしょう」と蛍を眺めたまま独り言のように洩らす。

「日に本ほん書しよ紀きや万まん葉よう集しゆうにも蛍の記述が見られますし、太古の昔からいるみたいやね」

「和歌にもなっているんですか？」

「そうやね。僕は蛍といえば、和泉いずみ式しき部ぶが詠んだ歌が思い出されます」

「どんな歌ですか？」

　蛍を詠んだ歌は、きっと美しいに違いない、と小春は目を輝かせた。

「『もの思へば　沢のほたるもわが身より　あくがれ出いづるたまかとぞ見る』

　──これは、恋に苦しんだ和泉式部のもので、彼女が貴船を訪れて川を眺めていると、蛍がふらふらと飛んでいる様子を見たそうです。その時に詠んだもので、『思い悩みすぎたあまり、自分の身から魂が抜け出してしまったのかと思いました』て意味やて」

　そう話す澪人に、小春は黙って相あい槌づちをうつ。

「すると、貴船大明神から返歌があったそうや」

「えっ、貴船の神様からですか？」

「そうやねん。返って来た歌は、

『おく山にたぎりて落つる滝つ瀬の　玉ちるばかりものな思ひそ』

　これは、『奥山の滝の水玉のように、はかなく消えていく魂を思うとは。そんなに深く考えなさるな』という貴船の神様の励ましだったそうや。ほんでその後、貴船の神様の計らいか、和泉式部は再び夫の心を取り戻し、夫婦円満になったて」

　小春は「良かった」と胸の前で手を合わせる。

「和泉式部の恋もそうですけど、あらためて思いました。やっぱり貴船の神様は素敵ですね」

「ほんまやね」

「下鴨の神様の許で話すのもあれですが」

「そういう意味では神様は寛大やし、大丈夫やろ」

　ふふふと笑い合って、順路を進む。

　しばし蛍を観賞し、『ここはあまりに人が多いから』と、東側から境内の外に出て神社横の細い小こ路みちに出た。

　そのまま、のんびり散歩するように歩く。

「小春ちゃん、もし良かったらうちに来ぃひん？　お茶でも」

「こんなに遅くにご迷惑じゃないでしょうか？」

　時間を確認すると、もう九時近くだ。

「今日小春ちゃんと下鴨の祭りに行くて言うたら、母が『帰りに連れてきてほしい』て、言うてました」

「そうでしたら、ぜひ」

　小春は微笑んで頷うなずいた。

　境内の一歩外は、噓のように静かだ。

　放たれた蛍が、塀を越えてふわふわと飛んでいく様子が見える。

　たしかに苦しい想いをしている時に、あんな儚はかなげな蛍の光を見たら、自分の身と重ねてしまうかもしれない。

「──小春ちゃん」

　半歩前を歩く澪人が足を止めて、そっと振り返った。

「話があるんや」

　真剣な表情に、小春は何も言えず、ただ視線を合わせる。

「話というか、あらためて謝りたいことなんやけど……」

　えっ？　と小春は目を瞬まばたかせた。

　静かな中、夜風が吹き抜けていく。

　だが、寒さは感じなかった。

「前に小春ちゃんが、僕に想いを打ち明けてくれた時のことやけど」

　どきん、と心臓が音を立てた。

　何を言うのだろう、と小春は息を吞のむ。

「あの時の僕は驚いて戸惑って、ついあんな風に言うてしまいました。小春ちゃんの気持ちを勝手に決めつけて、跳ねつけてしもたこと、傷付けてしもたことを謝らせてください。ほんで……あの言葉を撤回させてください」

「え……」

「ほんまにかんにん」

　澪人はそう言って深く頭を下げた。

「──そんな」

　小春は、ふるふると首を振る。

「私もあの後、分かったんです」

「えっ？」

「どうして、澪人さんがあんな風に言ったのか……」

　静かに答える小春に、澪人は目を見開いた。

「……それは、どういうことやろ」

　気のせいだろうか、澪人の声が震えて聞こえた。

「それは……」

　小春が話を続けようとした時、緊張した空気を裂くように澪人のスマホが鳴動した。

　澪人は小さく息をつき、「かんにん」と着信を確認する。

「母さんからや……」

　なんやろ、と澪人は電話に出る。

　澪人が電話に出るなり、

『──早く帰って来て！』

　鬼気迫ったような澪人の母・繭まゆ美みの声が響いた。

　それは小春の耳にも届くほどであり、

「母さん、どないしたん」

　澪人は焦ったようにそれでも落ち着かせるように尋ねた。

『和人の……和人の様子がおかしいの。ずっと苦しんでいたんだけど、急に唸うなり出して、何かに取り憑つかれているみたいなのよ』

「取り憑かれてるて……。もう家の近くやさかい、すぐ帰ります」

　澪人はすぐに電話を切り、小春を見た。

「澪人さん、私も行きます！」

　彼が何か言う前に、小春は声を上げる。

「かんにん。こっちや」

　ほぼ反射的にだろう、澪人は小春の手を取り、足早に賀茂邸へと向かった。

　手をしっかりとつかまれながら小春はときめく余裕もなく、必死に駆ける。

　小路を東に曲がると、『賀茂産婦人科』という看板と共に、病院の裏手に避暑地の別荘を思わせる屋敷──賀茂邸が見えてくる。

　漆しつ喰くいの外壁に焦げ茶色の木枠、えんじ色の屋根のクラシックな洋館で、小春がここに訪れるのは二回目だった。

　家の前のスライドゲートは半分だけ閉じられたままになっていて、玄関の前に澪人たちの母の繭美が帰りを待ちかねるように立っていた。

「澪人！」

　澪人の姿を見るなり、救われたように繭美は目を潤ませる。

「兄さんは？」

「リビングよ。ああ、小春さん」

　繭美は、ごめんなさいね、という様子で小春の腕を摩さすった。

　即座に家の中に入り、リビングへと向かう澪人に、小春は「お邪魔します」と一礼をして、その後に続いた。

　リビングに足を踏み入れるなり、どす黒く濁った波動と悪臭を強く感じ、小春は思わず口に手を当てた。

　広いリビングのカーペットの上で、和人が蹲うずくまるようにして、はあはあ、と息を切らしている。

　目は見開かれて、口からは涎よだれが垂れ落ちていた。

　丸くなった背中の中心の上に、黒い靄もやのようなものが乗っている。

「──兄さん……、何があったんや」

　呆ぼう然ぜんと問う澪人に、和人は体をビクつかせながら顔を上げる。

　澪人と目が合うなり、口元を歪ゆがめるように笑った。

　彼の体を包む黒い靄が、全身に広がっていく気がして、小春は眉をひそめた。

「窓から見ていたら、誰かが和人の背中を強く叩たたきつけたみたいなの。そうしたら、和人がその場に倒れ込んで……」

　繭美はおろおろしながらそう話す。

「どんな人や」

「男の人よ。年齢は四十代くらいで……」

「四十代くらい……、兄さん、苦しいやろ。今、祓はらうさかい」

　そう言って一歩近付いたその時、和人は獣のように唸り、澪人に飛びかかった。

　きゃあ、と繭美が悲鳴を上げて、手で顔を覆う。

　澪人は床に倒され、その上に和人が四よつん這ばいで覆いかぶさっている。

　目を剝むき、はあはあ、と息を切らしながら、和人のその両手は澪人の首の付け根辺りを強くつかんでいた。

「──澪人、わざわざ、小春さんを連れて帰って来て、僕に見せつけようとしたんだ？」

　和人は指に力を込めながら、口角を上げる。

「……そんなんやあらしまへん。兄さんかて分かってるはずや。兄さん、今『魔』に憑かれて苦しいやろ、今、僕が楽にするし、手を離してくれへん」

　澪人は和人の手首をつかんで、離させようとするもビクともしない。何かに取り憑かれた者は、普段では考えられない力を出すことが多い。

「やめて、和人。優しいあなたがそんなことしないで」

　繭美が和人に駆け寄ろうとしたが、小春が「駄目」と反射的にその手をつかんだ。

「小春ちゃん？」と繭美は戸惑ったように小春を見る。

「取り憑かれた人間は、普通の状態とは違って、とても危険なんです」

　不用意に近付くことで、『魔』をもらってしまうこともあるのだ。

　小春も不安だったが、今は動かず澪人の指示を待つのが賢明だと感じた。

「──本当に、いつだって見せつけてくるよね、澪人は」

　和人は自らの手を、澪人の首へと移動させる。

「見せつけるて、何を？」

　澪人は手首をつかんだまま、苦しげに問う。

「すべてだよ、その容姿を頭脳を能力を、『自分は普通の人間とは違う』『兄さんと違うやろ』って、常に僕に見せつけてきた」

　妬ねたましい、妬ましい、妬ましい。

　そんな想いが和人の体を包んで、増殖していく。

「──お前なんて」

　和人が顔を歪ませ、さらに指に力を込める。

　これには小春もジッとしていられず、身を乗り出し掛けたその時、

「……ええよ」

　澪人は静かに告げて、手を床に落とした。

　えっ？　と和人が目を開く。

「僕はずっと、兄さんと姉さんに救われてきたんや。兄さんがほんまにそうしたいんやったら、ええよ」

　涙目でそう言う澪人に、和人は目を見開いた。

「澪人……」

　ややあって、和人の手がぶるぶると震え出す。

「やめて、澪人、そんな悲しいことを言わないで！　お願い和人、澪人を傷付けないで！」

　泣くように叫んだ繭美に、和人は苦しげにぎゅっと目を閉じた。

「違う……違うんだよ。たしかに澪人のことを妬ましく思うこともあったけど、僕はそんな澪人が眩まぶしくて、自慢で、そして護まもってあげたい可愛い弟なんだ。傷付けたいなんて思ったことはないんだ」

　和人の目から涙が零こぼれ、澪人の頰に落ちる。

　うおおお、と和人は弾はじかれたように澪人から離れて床を転がり出した。

「兄さんっ」

　澪人が咳せき込みながらも体を起こし、手を伸ばしたその時、

「澪人さん、危ない！」

　小春は咄とつ嗟さに声を上げた。

　それは、一瞬だった。

　和人の体を纏まとっていた黒い靄が、勢いよく澪人の体にぶつかる。

　黒い靄はすべて和人の体から離れ、文字通り澪人に『乗り移った』のだ。

　和人はそのまま倒れ込み、澪人もその場に膝ひざをつき、苦しげに喉のどに手を当てる。

「澪人さん!?」

　不用意に近付いてはいけない、と理性では思いながらも小春は駆け寄って澪人の背に手を当てた。

「────っ！」

　びりびりと痺しびれるほどの、『負』のエネルギーが澪人を包んでいた。

　これは、先日、小春が中島先輩から受けたものとよく似ていた。

『嫉しつ妬と』だ。

　だが、前回先輩が放ったものとは、エネルギーの強さが段違いだ。

　この念を飛ばした主は只ただ者ものではないだろう。

　この『嫉妬』は、和人ではなく、澪人に向けられたもの。

　兄を前に、彼は無防備になるだろうし、その隙を狙ってのことに違いない。

　澪人は、はあはあ、と息を吐き、ぎゅっと目を瞑つぶる。

　額の汗が玉粒となって、床に落ちていた。

　自分自身に向けられた、強い『呪い』は、想像を絶する苦しさに違いない。

「──かんにん、一人にさせてくれへん。僕を部屋に閉じ込めてや。時間をかけて、これを浄化するし……」

　澪人はそこまで言うと苦しそうに顔を歪ませて、床に倒れ込んだ。

「れ、澪人」

　繭美は、おろおろと目を泳がせるばかりだ。

　こうした『負』の呪いを受けた場合、澪人が言うように陰おん陽みよう師じならば、時間をかけて少しずつ、それを浄化することができる。

　だが、呪いの強さとその時の体力によっては、打ち負けてしまうこともあるのだ。

　これほどの強い力だ。

　澪人がただではすまされないことは、小春にも分かった。

　どうしたら、良いのだろう。

　祖母か宗次朗に連絡してきてもらおうか、賀茂家の陰陽師を呼んでもらおうか。

　しかし、これは一刻を争う事態。

　今の自分の知恵では、到底分からないが、もし、自分の中に前世の自分が残っているならば、教えてほしい。

　今のこの事態で、何が最善なのか。

　──どうか、玉椿、教えてください！

　祈るように思った瞬間、ある会話が脳裏を過よぎる。

　それは、由里子が『身固め』について、問うた時のことだ。

『呪いをかけられた人をしっかりと抱き締めてガードし、呪いを放った者に返したり、もしくは浄化するんや。呪いをかけられた者の衣服を抱き締めて行うこともできるんやけど実際にその当人を抱き締めた方が効果はてきめんやし、何より手っ取り早い。おそらく晴明は一刻を争うて、その青年に『身固め』したんやと思います』

　小春は、ぎゅっと拳こぶしを握り締める。

「繭美さん、私が彼の呪いを解きます。今すぐお酒と粗塩を用意して、お香を焚たいてください。できれば、白い作さ務む衣えがあれば」

　頭の中をこれまで見聞きしてきたことが、ぐるぐると駆け巡っている。

　初めて、『さくら庵』で見た吉乃の除霊、宗次朗が澪人を救った時のこと、井戸の障りを澪人が鎮めた時のこと────。

　そんな小春の声を聞いた和人が、震えるように顔を上げた。

「……ぼ、僕も手伝うよ」

「和人さん、大丈夫ですか？」

「まだ気持ち悪いけど、そんなことは言ってられない」

　和人はよろけながらも体を起こし、

「母さん、僕は澪人を和室に運ぶから、今小春さんが言ったものの用意を。作務衣は澪人のがあるはずだから」

　立ち上がった時には、しっかりとした眼まな差ざしを見せていた。

「は、はい」

　和人の指示に、繭美は我に返ったように頷うなずき、駆け出す。

　小春は体の震えを落ち着かせるように、深呼吸をした。
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　澪人は、和人の手により、和室に運ばれていた。

　部屋の四隅に塩を盛り、香を焚いた畳部屋で澪人は体を丸め、苦しげな表情を見せている。

　塩水でうがいをし、白い作務衣に着替えた小春は部屋の入口に正座をし、手を合わせて一礼をした。

　徐おもむろに立ち上がり、振り返って和人を見る。

「今からこの襖ふすまを閉めて、澪人さんが受けた呪いを解く手伝いをします。どうか、この襖を開けないようにしてください」

「小春さん、大丈夫ですか？」

　とても心配そうに見ている和人を前に、小春は申し訳なさを感じて目を伏せた。

「いつもあなたには、心配ばかりかけている気がします」

　ぽつりと零した小春に、和人は苦笑した。

「それは、例の『前世の話』ですか？」

　残念ながら僕はまったく思い出せなくて、と弱ったように目を細める和人に、小春は慌てて顔を上げた。

「ご、ごめんなさい、つい」

「いえいえ。澪人をよろしくお願いいたします」

　和人は真剣な表情で、深く頭を下げた。

「はい」

　小春は強く頷いて、部屋に入り、襖をピタリと閉じた。

　膝しつ行こうして澪人の前で止まり、彼を見下ろした。

　澪人はぎゅっと目を閉じ、歯を食いしばっている。

　静寂の中、ふーっふーっ、という澪人の苦しげな息遣いが部屋に響いていた。

　彼の額に浮かぶ汗を手て拭ぬぐいで拭っても、何も反応しない。

　今、澪人は自分の中に入り込んだ『魔』を少しずつ浄化していくことに懸命であり、小春が側にいることすら気付いていない様子だった。

『身固め』をどのようにやるかは、分からない。

　しかし、それは体が動くままに任せようと思った。

「澪人さん、今から私があなたの呪いを浄化するお手伝いをします」

　今一度、合掌し、「失礼します」と澪人の隣に寄り添うように横たわる。

　そっと首の下に腕を入れて肩を抱き、もう片方の腕で澪人を抱き寄せるようにして、掌てのひらをうなじに当てた。

　だが、澪人は反応することもなく、顔をしかめたまま。体は小刻みに震えていた。

　そんな彼を抱き締めることに最初は気恥ずかしい気持ちもあったが、胸に抱き寄せた瞬間、全身がびりびりと痺れ、羞しゆう恥ちのすべてが吹き飛んだ。

　痛くて、苦しくて、気持ち悪い。

　喉のどが詰まった感じで、背中の中心がずしんと重く、肩や頭が引っ張られるような感覚がする。

　触れただけで、これほどのものなのだ。

『魔』そのものに乗り移られた澪人のつらさは相当なものだろう。

　小春は気持ち悪さを振り払うように澪人の体を強く抱き締めて、祝詞のりとを唱える。

　唱えながら、かつての澪人の言葉が頭に浮かんできた。

　それは、学園祭で宗次朗が、『負』のエネルギーを祓はらった時のことだ。

『あの子の纏まとってる念が〝嫉しつ妬と〟で、宗次朗さんの力の性質が〝火〟やから、手っ取り早いんや。ああしたもんは、焼き払う方がええいうことやね』

　こうした出来事が急に頭に浮かぶということは、守護する存在が教えてくれているのだろう。

　彼らのアドバイスは、明確な言葉が降ってくるわけでも、目の前に御使いが現われて教えてくれるわけではない。

　こうして、ふと思い出させてくれたり、何かを見せて導いてくれるのだ。

　そう、今は『火』を使うと良いということだ。

　小春は唱えながら、真っ赤な火を思い浮かべた。

　今、澪人にこびりついている嫉妬の想念が、少しずつ真っ赤な火に燃やされていくイメージを胸に抱く。

　少しずつ少しずつ、黒い靄もやを火にくべて燃やしていく。

　やがて、男の人の声が浮かんできた。

〝これまで自分がこの組織に仕えてきたのに〟

〝あんなポッと出の若造に自分の座を奪われることになろうとは……〟

　ぼんやりと、呪いを放った者の意識も浮かんできた。

『君には、関東に戻ってもらいたいんや』

　白髪に笑みを湛たたえた神主姿の初老の男性がそう言う。

　──どういうことですか？

『今、関東はこの京都以上に大変な状態や。君にサポートに入ってもらいたいて』

　──ですが、この京都はどうなるのでしょう。

『こっちは澪人くんががんばってくれてるさかい、少し留守にしても大丈夫やろ』

　──そう言って、私を追い出し、彼を私の後あと釜がま……審神者さにわ頭がしらに？

『いやいや、そないなことやない、ほんまやで』

　──冗談ですよ。彼ならば、しっかり務めてくれるでしょう。

　そんなやりとりが浮かんでは、消えていく。

　嫉妬の靄が、さらにどす黒くなっていく。

　──自分がどれほど苦労して、今の座に着いたか。

　あの人に憧あこがれ、あの人のようになりたいと京都に来たのに、あんなポッと出の若者に、すべてを奪われるなんて。

　結界の補強が上手うまくいったくらいで、なんだというのだ。

　あれは、若さならではの純粋でひたむきな想いがつながっただけの、まぐれのようなもの。

　ああ、そうだ。

　あれが、失敗すれば良いのだ。

　やり方は簡単。

　たったひと時でも、彼の内側を曇らせるだけで、良いのだから────。

「…………」

　この『呪い』を放った術師が、澪人と同じ審神者であることが分かり、小春はやりきれなさを感じながら、抱き締めた腕に力を込める。

　そんな理由で、こんなことをするなんて。

　これも結界が崩れていることが関係しているのかもしれない。

　だとしても、身勝手すぎる。

　小春が真の『怒り』を覚えた瞬間、イメージしていた火の勢いが増した。

　こびりついていたどす黒い想念が、勢いよく燃えていく。

　澪人の体の震えが、少しずつ弱まってきた。

　──良かった。

　やがて黒い靄が消えてなくなり、澪人の体から小さな寝息が聞こえてくる。

　内側で『魔』と戦い続けた澪人は、力尽きたのだろう。

　小春の内側で燃えていた炎は、役目を終えて、徐々に小さくなっていく。

　やがて、その火は弾はじけるように散った。

　小春も澪人を抱き寄せたまま、気が付くと眠りについていた。

　散らばった火は、まるで蛍のように柔らかな光となり、二人を見守っていた。








第四章　つながる想い。
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　──どのくらい眠っていたのだろうか？

　眩まぶしい太陽の光に、小春は目を覚ました。

　瞼まぶたをうっすら開けると、澪人の顔がすぐ前にあった。

　彼は既に目を覚ましていて、小春を前に『何が起こったのか分からない』という顔で固まったまま、こちらを見ている。

「す、すみません」

　小春は慌てて、澪人を抱き締めていた腕を離した。

「あ、いえ」

　澪人はぎこちなく首を振ったかと思うと、勢いよく体を起こした。

「あの、僕は何か、その、何か、いえ、なんで」

　目を覚ますなり、抱きつかれて寝ていたことを知り、混乱しているのだろう。

　澪人はあたふたとして目を泳がせている。

　ここまで動揺している彼の姿を見るのは初めてで、小春は慌てて胸の前に手をかざした。

「『身固め』をしたんです！」

　その言葉に、澪人はぱちりと目を開いた。

「……身固めを、小春ちゃんが、僕に？」

「はい。あの状況ではそれが一番てっとり早く、そして最善かと思いまして。驚かせてすみません」

　小春がそっと頭を下げると、澪人は首を振る。

「何を言うんや。小春ちゃんにそんなことをさせてしもて、ほんまにかんにん。嫁入り前のお嬢さんやのに」

　真顔で心底申し訳なさそうに言う澪人に、自分のしたことは軽率ではしたなかったかもしれない、と小春は俯うつむいた。

「そやけど、小春ちゃん」

「は、はい」

「ありがとうございました。あなたに助けられました」

　澪人は座り直して、深く頭を下げた。

「そんな、お役に立てて良かったです」

　もう、大丈夫ですか？　と問いかけるのを小春は止めた。

　澪人が太陽を見て、ショックを受けたような顔をしていたからだ。

「どうしましたか？」

「陽があんなに高い。今何時なんやろ、ほんで結界は……」

「そうだ、みんなは朝四時に……」

　小春はハッとして口に手を当てる。

　二人はすぐに立ち上がり、和室を出て、リビングへと向かう。

　勢いよく現われた澪人と小春の姿に、ソファーにもたれていた繭美と和人は、驚いたように体を起こした。

　二人の顔を見て、和人は胸に手を当て、繭美は目に涙を浮かべる。

「澪人、小春さん、良かった」

　二人ともリビングで待機したまま、ほとんど寝ていないようで顔色が悪い。

「す、すみません、祈き禱とうしながら眠ってしまいまして。そして、こんな時間……」

　時計を見ると、十一時。

　どうしよう、と小春は、オロオロしながら巾きん着ちやくの中からスマホを取り出した。

　チームの皆は、社寺でずっと待機していたのだろうか？

　自分たちからの連絡がないことを心配していたに違いない。

　その前に、家に連絡もしていないのだ。

　吉乃や宗次朗も心配しているだろう。

「あっ、小春さん、心配しないで。吉乃さんのところには連絡をしておいたよ。多分、学校とかは大丈夫だと思うけど」

　小春の心を敏感に察して、和人がすぐにそう言う。

　和人が吉乃に連絡をしてくれていたと聞いて、小春は少しホッとした。

　家は大丈夫だった。あとの問題はチームの皆だ。

　小春がドキドキしながらスマホを手にすると、案の定、愛衣、由里子、朔也の三人から連絡が入っていた。

　ああ、どうしよう、と狼狽うろたえながら、メッセージを確認すると、

『小春、吉乃さんに聞いたよ。澪人さん、大丈夫？』

『結界の件は延期ね。それより祈禱に集中して。私たちも念を送るから、がんばって』

『俺も念を送るよ、がんばって』

　そんな三人のエールに、小春は、はあああ、と、その場に座り込んだ。

「どないしました」

「お祖母ばあちゃんが、みんなに知らせてくれていました」

　その言葉に、澪人も安あん堵どの表情を見せる。

「そやけど、ほんまに残念やね。もうそろそろ新月のエネルギーも切れる頃や」

　今回の新月は、ちょうど朝の四時頃に開始だった。

　あと、一時間もすれば、八時間を経過してしまうのだ。

　どうやっても間に合わない。

「間を開けては効力がなくなるし、またやり直しやな……」

　澪人はやりきれない表情で、独り言のようにつぶやく。

　前回の結界の祈禱では、森羅万象の応援があるように感じた。だから不安はあっても、二回目も上手うまくいくに違いないと信じていたのだ。

　それが、こんな結果になってしまった。

　それでも、「仕方ないですよ」と小春はつぶやいた。

　これは本当に、仕方のないことだ。

　そんな中、良かったと思うのは、昨夜、澪人と一緒にいられたこと。

　もし、澪人が一人の時に呪いをかけられていたとしたら、彼のことだから一人で抱え込んで部屋に籠こもり、とても長い時間苦しみながら、呪いを浄化する作業に入っていたに違いない。

　そして自分たちは今日、いつまでも澪人が現われないことに動揺し、不安になっていたことだろう。

　いずれにしろ、今日は結界の祈禱ができないよう、仕向けられていた気がした。

　この計画自体、神仏の意思に反していることなのだろうか？

「……澪人、昨日はごめん」

　和人は、澪人の許もとに歩み寄り、沈痛な面持ちで頭を下げた。

「いえ、こちらこそ、兄さんを巻き込んでしもてかんにん。ほんでおおきに。土壇場での兄さんの言葉、嬉うれしかったです」

　澪人はそう言って、和人を見詰める。

「ほんで、兄さん」

　俯きかけていた和人は、うん？　と視線を合わせた。

「僕もずっと兄さんに嫉しつ妬としてました。兄さんは、父さんと母さんに信頼されて、愛情を一身に受けてて……一方の僕は腫はれ物ものに触るような扱いを受けてたんや。僕は兄さんが羨うらやましくて、時に妬ねたましく思うてました」

「澪人……」

　和人は戸惑ったような目を見せる。

「そやけど、僕も同じや。兄さんは、いつも優しくて明るくて朗らかで、物もの怖おじせず行動力もあって、みんなに好かれて慕われる。僕はそんな兄さんが自慢やった。ほんで兄さんは、あんな極限状態でも僕を護まもってくれようとした……。ほんまに強い人やて思います。僕も兄さんみたいな人になりたいて、ずっと思うて憧あこがれてる」

　しっかりと目を合わせたままそう告げる澪人に、和人は驚いたような表情をした後、気恥ずかしそうに頰を摩さすった。

「ありがとう、澪人。そして僕たちは『お互い様兄弟』なんだな」

「ほんまやね」

　二人は、ぷっ、と笑い合う。

　そんな兄弟を前に、繭美は心から安心した様子で、目に涙を浮かべた。

「良かった」

「本当ですね」と小春も頷うなずいた。

「ええ、昨夜はどうなることかと……小春さんのお陰ね」

「い、いえ、私はそんな」

「そうそう、小春さん、今から浴衣ゆかたに着替えるのもあれでしょうし、良かったらお洋服を貸しましょうか？」

　繭美にそう問われ、小春は自分が白い作さ務む衣え姿であることに気が付いた。着てきたのは祭り用の浴衣であり、たしかにそれに着替えて帰るのは気が引ける。

「すみません。お願いできますか」

「わあ、良かった」

　繭美は嬉しそうに微笑んで、「こっちよ」と小春を自分の部屋に案内する。

　小春は彼女の後に続いて、リビングを出た。

　繭美の部屋は二階の突き当りだった。そこから庭が見渡せる。

「可愛いワンピースがあるの。杏奈にと思って買ったものなんだけど、あの子に着せたら全然似合わなくて、しかも持って行かなかったのよ」

　繭美は面白くなさそうに言いながら、ワンピースを取り出した。

「わあ、本当に可愛いですね」

　そのワンピースは小花柄であり、クールな美女・杏奈には似合わなくはないだろうが、しっくりはこないだろう、少女らしいデザインだ。

「良かったら、もらってくれるかしら」

「え……いいんですか？」

「ええ、もちろん私も着られないし。それに昨夜のお礼を兼ねて……なんて、こんなものでは、申し訳ないくらいよね」と繭美は肩をすくめ、「小春さん、澪人を助けてくれて、ありがとうございました」と言って、頭を下げた。

「私はただ澪人さんのお手伝いをしただけです」

　小春は、ふるふると首を振る。

「だとしても、ありがとう。あの時は本当にどうしようかと」

　昨夜のことを思い出したのだろう、繭美は口に手を当てて、うっ、嗚お咽えつを漏らした。

「寝てないですし、少しお休みになってください」

「駄目なの、私。どんなに寝不足でも、薬がないと眠れないのよ」

　繭美はベッドに腰を下ろして、力ない笑みを見せる。

「ですが、とてもお疲れでしょうし、それに安心もしたから眠れると思いますよ」

　小春がにこりと微笑むと、繭美も笑みを返した。

「小春ちゃんにそう言ってもらえると、本当にすんなり眠れそう」

　そう言って繭美は素直にベッドに横たわる。

　小春が部屋の隅で、音を立てないようにしながら繭美が出してくれたワンピースに着替えていると、やがて小さな寝息が聞こえ始めた。

　良かった、と着替えを終えた小春は、繭美の体に布団を掛け、そのまま、ふと、窓の外に目を向ける。

　中庭には、澪人の姿があった。

　彼は背筋を伸ばして、庭を見渡しているようだった。

　その姿を目にするなり、小春は部屋を出て、中庭へと向かった。





二






　中庭へ駆けながら、どきどきと胸が早鐘を打っていた。

　彼に話したいこと──いや、話さなくてはならないことがあるのだ。

　小春が中庭に出ると、澪人の後ろ姿が目に入る。

　スッと伸びていて凜りんとした背中に、苦しいほどの懐かしさを感じる。

　澪人はすぐに小春の気配に気が付いたようで、振り返って優しく微笑んだ。

「着替えたんやね。ワンピース、よう似に合おうてる」

「ありがとうございます。元々、杏奈さんに買ったものらしいんですけど」と小春はスカートを指でつまみ、「あっ、お母さん、疲れていたみたいで、眠ってしまわれました」と伝えた。

「兄も『限界だから寝る』て、部屋に入っていきました」

「二人とも、ほとんど寝てないみたいでしたね」

「そうやね、申し訳ない」

「本当ですね。私たちはぐっすり寝てしまっていたのに」

「そうやね……」

　澪人は頷いた後、今朝のことを思い出したのか、照れたように顔を背ける。

　小春も恥ずかしさが湧き上がったが、そんな澪人の姿に頰が緩んだ。

「澪人さんがご無事で良かったです。とても強い呪いでしたね」

「……ほんまやね」

　相手が誰なのか、澪人には見当がついているようで、苦い表情を見せている。

　同じ審神者さにわ同士なのだから、やりきれなさもあるだろう。

『嫉妬』が引き金となり、親しい人間から、負の攻撃を受けてしまう。

　力の強さは違えど、小春にもその苦い気持ちは痛いほどに分かった。

「小春ちゃんも疲れたやろ。祇園まで送るし」

　帰り支度をするよう促す澪人に、小春は「あ、はい」と一度頷きかけて、足を止めた。

　小春は呼吸を整えて、顔を上げる。

「……澪人さん、あの、お聞きしたかったんです」

　澪人は、うん？　と、顔を向けた。

　目が合うなり、胸が苦しく詰まる。

「もし、人がふとしたことで、前世の記憶が蘇よみがえった場合……」

　そう話し始めると、澪人は驚いたように動きを止めた。

「現在の自分と前世の自分が、ごっちゃになってしまう気がするんです。今の自分が好きなものや苦手なもの、そのすべてが過去生を引きずっているような気がして……そういうのって、澪人さんはどう思われますか？」

　自分が何を言いたいのか、分からなくなりながらも小春は必死に問うた。

　話しながら、ふと、鴨川の河川敷で、和人と交わした会話が頭を過よぎる。

　そう、和人に想いを告げられた時のことだ。




　　　　＊　＊　＊




『今、お返事させてください。──和人さん、私……』

　和人と映画に行った帰り。

　鴨川のほとりで彼に告白された小春は、すぐに返事をしようとした。

　すると、和人は、『いえ』と手をかざす。

『小春さん、今返事をもらうのは、僕にとって不利すぎます。小春さんは僕のことをまだ何も知らないでしょうし、そんな状態で返事がＹＥＳでもＮＯでも、不自然だと思うんです。だから今回の告白をスタートラインとして僕を知ってもらって、その上で返事をもらいたいと思いまして』

　和人は微笑みながら、それでもどこか余裕はなさそうに言った。

　そんな彼を前に、小春は苦しさを感じて、目を伏せる。

『ごめんなさい、和人さん。いつまで経とうと私の気持ちはきっと変わらないと思うんです』

『……僕には、微かすかな希望もありませんでしたか？』

　和人は悲しげに問うたあと、

『でも、分かります。弟は、男の僕の目から見ても魅力的な男だと思いますし』

　息を吐くように続けた。

　そんな彼に、小春は勢いよく顔を上げた。

『そういうんじゃないんです。和人さんもとても魅力的です。ただ、私と彼は……』

　小春はそこまで言って、一度口を噤つぐんだ。

　前世云うん々ぬんのことを伝えても、普通の人にはきっと理解してもらえないと思ったからだ。

　小春は、そっと隣に座る和人を見る。

　だが、本当にそうだろうか？

　彼も賀茂家の人間だ。

　普通の人には到底理解してもらえない話も、特殊な家に育った彼になら分かってもらえるかもしれない。

『──私と澪人さんは、前世で夫婦だったんです』

　そう告げると、和人は目を丸くして、こちらを見た。

　ぽかんと目と口を開けたまま、『……えっ？』と洩もらす。

　いくら賀茂家の人間でも、あまりに突拍子もなかったようだ。

『小春さんと澪人が、前世で夫婦……？』

『はい。そして、和人さん、実はあなたとも前世で深い関わりがありまして』

『え、ええ？』

『私は夫である彼に酷いことをしてきました。前世の私は彼を亡くした後、そのことを後悔し続けまして……』

　そう話すと、和人は混乱したように『あの！』と身を乗り出した。

『小春さん、最初からきちんと話してもらえないですか。僕にも分かるように』

『あ、はい。失礼しました』と軽く頭を下げ、深呼吸をする。

　そうして小春は和人に、自分の知っている前世の出来事を話して聞かせた。

　当時の自分の出自。

　曰いわくつきの斎さい王おうになり、彼が世話役だったこと。

　失脚の後、彼の計らいで妻になったこと。

　だが自分は、龍りゆう神じんへの初恋、そして斎王だった頃の自分に執着するあまり、彼を受け入れられず、つらく当たり続けたこと。

　そんな彼は死ぬ間際まで、自分を想い、優しくしてくれたこと。

　彼を亡くして、初めて自分の本当の気持ちに気付けたこと……。

　話しながら、涙が溢あふれ出て、止まらなかった。

『だから私、納得したんです。私が振られてしまったその理由が……こんな私を彼が受け入れてくれるわけがない。彼にとっては、虫が良すぎる話だと思うんです』

　そう、あの夜、自分の告白を澪人がつっぱねたその気持ちが分かったのだ。

　彼にしてみたらあんなにつらく当たり続けておいて、今さら何を言うんだ、という思いだろう。

　昔と外見が変わったからか、と言いたくもなる気持ちもよく分かった。

　和人は、納得したように大きく相あい槌づちをうつ。

『うん、事情は分かった。でもさ、小春さん』

『はい』

『それは、前世の話、つまりは〝玉椿〟の話なんだよね？』

『あ、はい』

『今の〝櫻井小春〟の気持ちはどうなの？』

『えっ？』

『実は、僕にも過去に彼女がいたことがあるんだ。意外に思うかもしれないけど』

　そう話す彼に、小春は首を振る。

　行動力があり、優しく朗らかで優秀な彼だ。

　きっと女性受けも良いだろうし、彼女がいたというのも不思議ではない。

　むしろ、モテるのではないかと思うほどだ。

『別れた理由は、彼女が、海外に留学することになったからなんだ。別れる必要はないと思ったけれど、遠距離恋愛は自信がないし、向こうで勉強に打ち込めないからと言われてね。だから気持ちを残したままの別れで、僕はずっとその彼女を引きずっていた。新しく気になる子ができても、留学した元カノと比べたりして、新しい恋にも踏み出せなくて……』

　小春は黙って相槌をうつ。

『だけど、ある日、その彼女が帰国して会うことになった。ドキドキしながらの再会だったんだけど、対面したことでその恋を卒業していたことに気が付いたんだ。気持ちを残したまま離れてしまったから、引き摺ずっていただけなんだって。小春さんも、もしかしたらそれに近い状態なのかもしれないよ？　一度、前世の自分〝玉椿〟を前面に出して、澪人としっかり向き合ってみたら良いんじゃないかな？』

　その後にあらためて僕のことを考えてくれたら、と和人は微笑んで続けた。

　小春は、はい、と頷うなずくことができず、曖あい昧まいな笑みを返す。

　もう、すでに自分は彼に振られているのだ。

　そんな状態で、もう一度ぶつかる勇気が出なかった。




　　　　＊　＊　＊




　あの時の和人の言葉は尤もつともだと思いながらも、自分はずっと怖かった。

『過去生の自分を前面に出そうと出すまいと、何も変わらないだろう』と目を背けて。

　彼はきっと、前世でひどい仕打ちをした自分を受け入れてくれないだろう。

　だから、ひっそりと好きでいよう。

　それでいいではないかと、そんな風に思っていた。

　だが先日、中島先輩に『ふらふらしている』と指摘されたことで、自分が本当に中途半端だったこと、『このままでいいんだろうか？』と迷っていたことに気が付いた。

　やはり、前世の自分を前面に出して、ぶつかる必要があるのだろう。

「……小春ちゃん、前世の記憶が蘇よみがえったんですか？」

　戸惑ったように問う澪人に、心臓が嫌な音を立てた。

　その言葉から、彼も前世の記憶を保持していることが分かる。

　この激しい動どう悸きは、『恐怖』から来るものだ。

　彼は、最期まで優しかった。

　だが、あれから随分と時が経った今、あの時の『玉椿』の本当の気持ちを伝えたなら、彼はどう思うのか……。

　激高するのだろうか？

　優しい言葉を返しながらも、軽けい蔑べつした目を向けられるのだろうか？

　──怖い。

　思えば、去年の春。

　あなたと出会い、憧あこがれを抱きながらも、心のどこかで『怖さ』を感じたのは、それこそ前世を引きずっていたが故のものだろう。

　だけど、今さら何を怖がる必要があるのか……。

　大切なのは相手の反応ではなく、自分の本当の気持ちを伝えること。

　それは、理屈では分かっていたことなのに────。

　小春は意を決して、顔を上げた。

「澪人さん、過去生の私──『玉椿』が、あなたにどうしても伝えたいことがあるんです。聞いてもらえますか？」

　しっかりと目を合わせて言うと、澪人が息を吞のんだのが分かった。

　彼も覚悟を決めたように、視線を合わせ、「はい」と頷く。

　その表情は、少し険しい。

　何を言うのだろう、と思っているのだろう。

　小春は一度目を瞑つぶり、呼吸を整えて、再び目を開ける。




　その時目の前にいたのは、澪人ではなく、あの頃の『左さ近こん衛えの大だい将しよう』だった。

　後に、彼は『近この衛えの大だい将しよう』に降格したのだが、やはり、自分の中で彼は『左近衛大将』のままであり、そして自分も『玉椿』に戻っている感覚に襲われる。

　──左近衛大将。

　あなたを亡くしてしまった時、どれだけ時を戻してほしいと願っただろう。

　それが今、長い時を経て、こうして向き合っている。

　時は戻らなかったが、願いは叶かなえられたのだ。

『ごめんなさい』

　口から出た言葉は、自分のものと違って感じた。

　そもそも、声は出ているのだろうか？

　玉椿が、魂で語りかけているのかもしれない。

　彼は、なぜ謝られたのか分からないようで、戸惑った表情を見せている。

『私は、あなたを傷付け続けました。幼い初恋や過去の栄光に執着して、大切なものが見えなくなっていました。あなたはいつも私にとても良くしてくれたのに、それを見ようとしないで拒否し続けました。あなたの好意、優しさに流されるのが怖くて、私は目を閉じ、耳を塞ふさぎ、あなたを受け入れないようにしてきました』

　彼はその頃を思い出したのか苦しそうながらも、優しく微笑んでいる。

　それは仕方がないでしょう、という笑みだ。

　自分はずっと、彼にそんな顔ばかりさせてしまっていた。

『そんな私が、自分の本当の気持ちに気が付いたのは、あなたが亡くなったあとのことです。あなたを失って私は初めて、あなたを慕っていたことに気が付きました』

　そう伝えると、彼の表情が固まった。

　今の言葉が信じられない、という目をしている。

『……どうしても、お伝えしたかったんです』

　一拍置いて、深呼吸をした。

　これは、ずっとずっと伝えたかったこと。

『殿、優しくしてくれて、助けてくれて、愛してくれて、ありがとうございました。私もあなたを慕っておりました。愛しておりました。それに気付いたのは、あなたを亡くした後。あなたを失った後の人生で、私はどれだけ悔いたでしょう。あなたに自分の気持ちを伝え、お礼を言いたかったと、何遍思ったことでしょう』

　ぼろぼろと涙が零こぼれ落ちる。

『ごめんなさい、本当にごめんなさい』

　頭を下げたまま俯うつむいていると、彼の腕が伸びて、優しく体を包んだ。

『何を謝るのですか』

『……え？』

『こんなに、幸せなことはありません。わたしのすべてが報われた気持ちです。姫、ありがとうございます』

　左近衛大将は涙を流しながら、抱きしめた腕に力を込める。

『──殿っ！』

　素直になれなかった頃から、この腕に包まれることに抗あらがえなかった。

　あの頃は、それがどうしてなのか分からず、時に自己嫌悪に陥っていた。

　今なら分かる。

　本当は嬉うれしかったのだ。

　この温かさに包まれることが心地よかったのだ。

　陰と陽が重なることで、奇跡が生まれるのだから────。

　ふわり、と二人の周りにつむじ風が巻き起こり、天に向かって舞い上がっていく。

　その風と共に、玉椿と左近衛大将の『想い』も、飛び立っていった気がした。




「…………」

　まるで、夢でも見ているような気持ちの中、小春は目を開ける。

　今まで彼に抱きしめられていたような気がしていたが、澪人と自分は、先ほどから一歩も動いていない。

　一定の距離を保ち、向き合ったままだった。

　そんな澪人も小春と同じ感覚を抱いていたようで、不思議そうにしつつ、空を見上げる。

　玉椿と左近衛大将の『想い』を見送っているのだろう。

「ほんまに良かった」

　熱っぽく告げた澪人に、小春も空を仰ぎ「はい」と微笑んだ。

「ほんで、小春ちゃん、さっきの質問なんやけど……」

　その言葉に、「質問？」と小春は首を傾げる。

「『現在の自分と前世の自分がごっちゃになる気がする』て」

　小春は自らがした質問を思い出し、「あ、はい」と、姿勢を正した。

「……僕は、前世の自分が大好きだった砂糖菓子が今も好きや。ほんで前世の自分は、塩辛いもんが苦手やって、そやけど今の僕は塩辛いもんも美味おいしいて思うてる」

　そう話す澪人に、小春は黙って相あい槌づちをうつ。

「そやからきっと、多少の影響を受けてても、前世がどうあれ今の自分が好きな物は好きやし、嫌いなもんは嫌いやないかて思います。今の自分の好きも嫌いも、前世の記憶に『引きずられている』んやなくて、今の自分が『選んだ結果』やないかて思うんや」

　その言葉に小春は、そうかもしれない、と納得して首を縦に振る。

「まぁ、言うても僕も迷ったり悩んだりして、そんな結論に達したんやけど……」

　弱ったように前髪をかき上げる澪人に、小春は頰を緩ませた。

　照れた時や困った時に、額を撫なでる仕草をする。

　自分は今も昔も、その仕草や一緒にいてホッとする彼の雰囲気が好きだ。

　それは前世から『引きずっている』ことではなく、『受け継いだこと』。

　何より、自分が『受け継ぎたい』と決めたことなのだろう。

　これまでずっと、『前世とは何だろう』と考えていた。今の自分と同じように感じてきたけれど、ようやく『違う』ということが分かった気がする。

　前世の記憶や、前世の自分は、『先祖の想い』に近いものがあるのかもしれない。

「小春ちゃんが、前世の記憶を取り戻したのは最近なんやろか？」

「あ、はい。今年に入ってからで……」

「僕もそうや。櫻井家に身を寄せたのがきっかけやねん。前世の記憶が蘇よみがえったことで、僕は混乱したり迷ったり苦しんだりしました。ほんで、たどり着いた結論が、さっきのものや」

　彼も最近だったんだ、と小春は息を吞んだ。

「……同じように気付いたことていうか、今の僕がはっきり分かっていることがあります」

　澪人は一度目を伏せたかと思うと、しっかりと顔を上げ、「小春ちゃん」と小春の目を見詰めた。

「──僕は、あなたのことが好きや」

　強い眼まな差ざしで迷いなく告げた澪人に、小春は目を見開いた。

　どきどきと強く音を立てる心臓に、立っているのがやっとであり、言葉が出ない。

「これが迷い抜いた果てに辿たどり着いた、今の自分の正直な気持ちや。今さらなんやと思うやろうし、虫が良すぎるて自分でも思うてる。そやけど、もう偽れへん。僕は、あなたのことが好きや」

　小春の手が小刻みに震えてくる。

　言わなくてはならない。

　ここで自分も、あらためて気持ちを伝えたい。

「わ、私もです。もう、ずっと。前に澪人さんは『外見が違っていても、同じように言うてくれるのか』と私に言って、その時は答えられなかったんですが、今はハッキリと答えられます。澪人さん、もしあなたが外見がまるで変わってしまったとしても、私の気持ちは変わりません。たとえその姿が今とまるで違ってしまっても、少しも変わりません」

　胸が熱くて仕方がない中、絞り出すように伝える。

「好きです、澪人さん」

　想いを告げるなり、小春の目から涙が零れ落ちた。

「……小春ちゃん」

　澪人は、ぎゅっと拳こぶしを握り、そっと口を開く。

　小春は涙を流したまま、はい、と顔を上げた。

「あの、もし良かったらなんやけど」

　ぎこちなく言う澪人に、小春は、なんだろう、と視線を合わせた。

「……あなたを、抱き締めてもええ？」

　一拍置いて震えるように尋ねた彼を前に、胸が痛いほどに締め付けられる。

「はいっ」

　小春が頷いた瞬間、澪人は駆け寄って小春を抱き締めた。

「────っ！」

　強い腕の中で感じる、澪人の胸の温ぬくもり。

　どこか懐かしくて、切なくて苦しいほどに愛いとしく、ただ嬉しくて涙が止まらない。

「澪人さん！」

　小春は澪人の胸に顔を埋めて、涙を流した。

「好きや」

　澪人は小春の頭を優しく撫でる。

「あなたが、好きや」

　長い指を滑らせて、小春の頰を撫でる。

「……澪人さん」

　澪人の大きな掌てのひらの感触に、目眩めまいがする。

「……もうずっと、こうして、あなたに触れたかった」

　こつんと合わせる額。

　その時、彼のまつげが涙で濡ぬれていることが分かった。

「好きです、澪人さん」

「僕も、あなたが好きや」

　幸せで、息が苦しい。

　もう離れたくはないと、強く抱き締め合った。





三






　御所東側の関西本部には、陰おん陽みよう師じたちが大広間に集い、沈痛の面持ちを見せていた。

　上座に座る本部長は、額に手を当てて大きく息を吐く。

「ほんまに残念なことやな。審神者さにわ頭がしらが『魔』に囚とらわれるて……」

　昨夜、和人に呪いを叩たたきつけた審神者頭の谷口は、他の審神者の通告により、すぐに捕らえられて、審議に懸けられていた。

「せやけど、谷口さんが澪人くんを攻撃するて、ありえるんか？」

「ほんまや、そもそも、澪人くんなら気配を察して避けられるやろ」

　信じられへん、と洩もらす陰陽師たちに、

「谷口さんは、兄の和人さんに呪いを渡して、そこから澪人さんにいくようにしてたみたいや」

　本部長に報告した審神者が、そう答える。

「そもそも、なんで発覚したんや」

「本部長が、最近、谷口さんの様子がおかしいから、様子を見るように言われてまして。そうしたら、『澪人くんの家を教えてほしい』て言わはるから、それで……」

　なるほどなぁ、と皆はため息をつく。

　そんな皆の話を聞きながら、本部長は額に手をあてた。

「わたしも悪いんや。『上』から誰か優秀な者を寄越してくれて言われて、彼に頼んでしもた。一時的な出向いうか手助けくらいの気持ちやったんやけど、追い出されたような気にさせてしもたんやろ」

「にしても、谷口さんほどの人が……」

「先日、谷口さんは『一いち条じよう戻もどり橋ばし』に再び妖あやかしが現われたという報告を受けて、調査に行ったんです。何も問題はなかったと帰ってこられたんですが、その時にもらって来たのかもしれまへん」

　その報告に、ほうか、と本部長は眉まゆ根ねを寄せる。

「このことも、もっと早くに知っていれば、わたしらで二回目の結界の補強もできたんやけどな。そやけど、こないなことになるて……」

　本部長は立ち上がり、窓の外を見上げた。

「次の満月と新月にお願いしたらええ思います」

　場を和ませるように言う若い陰陽師に、本部長は首を振った。

「そういう問題とちゃう。天が二回目の祈き禱とうを拒否したてことなんや。もう、京の町はあかんてことかもしれへん」

「そんな……っ」

　この美しい町を維持できないようになるかもしれない。

　本部長はやりきれなさに目を細めながら、空を眺め、「ん？」と眉み間けんに力を入れた。

　他の陰陽師たちも、「なっ、なんや」と顔を見合わせる。

　突然、大きなエネルギーを感じたのだ。

　それは、満月の日、澪人たちのチームが結界の祈禱を行った時と似ているが、そのエネルギーの強さは、あの時の比ではないほどに強大だ。

「す、すごい、こらなんや？」

「ほんまに何が起こったんや」

　皆は立ち上がって、空を見上げた。

　空に幾何学模様の光の結界が広がっているのが見えた。





四






　一方、寄り添っていた澪人と小春も、思わず顔を見合わせた。

　巨大なエネルギーが広がっていくのを感じて、ぶるりと体を震わせる。

「えっ、なんだろう？」

　小春は戸惑いながら周囲を見回した。

「小春ちゃん、空や」

「えっ？」

　澪人の言葉に、小春は空を見上げた。

　空に光の粒が散り、きらきらと光って見える。

　その光の粒が、幾何学模様の線となって繫つながり、細かな編み目の結界になっていく。

　以前、自分たちが作った結界に似ているが、それよりもさらに緻ち密みつで力強い。

「結界が、出来上がってきている。しかも、ものすごいエネルギーやで。なんでや」

　澪人は空を見上げたまま、信じられない、と洩らした。

「これは一体……どうしてでしょう」

　何が起こったのか分からず呆ぼう然ぜんと空を見上げていると、小春のワンピースのポケットの中でスマホが鳴動した。

　すぐに画面を確認すると、愛衣からのメッセージだ。

『このネットニュースを見て！』という一言とともに、リンクが張られている。

「ネットニュース？」

　小春はアドレスをクリックする。

【杏奈、想い人と京都で開運デート！】

　そんな見出しに、小春は目を丸くした。




【──モデルの杏奈が、朝ＳＮＳに投稿した記事が話題になっている。

　トーク番組で公言していた『好きな人』とデートをしたという内容なのだが、その場所も注目を浴びている。

　そこは彼女の地元である京都であり、①上賀茂神社　②銀閣寺　③八坂神社　④松尾大社　⑤金閣寺　⑥再び上賀茂神社と、この順番に回ることが、自分を幸せにし、他の人にも幸せを分けられる『開運コース』だと写真と共に投稿した。

　この投稿を見た彼女のファンが同じように『開運コース』を回り、次々にＳＮＳに発信。それが『開運マニア』の目にも留まった結果、たちまち人気コースとなったようだ。相手の男性の写真は残念ながら掲載していなかったが、二人が乗ったバイクの写真は載っている。『想い人』と交際宣言する日も近いかもしれない。だとするならば、彼女にとっては間違いなく『開運コース』のご利益があったといえるだろう】




　小春と澪人は、その記事を目にして、顔を見合わせる。




　　　　＊　＊　＊




　上賀茂神社を出た宗次朗と杏奈は、バイクで高たか野の川がわ沿いの道を走っていた。

　杏奈は宗次朗の背中にしがみつきながら、気持ちいい、と目を細める。

「ねぇ、宗ちゃん、私とデートしてもいいって言ってくれた時から、結界のコースを祈禱して回るつもりだったでしょう？」

　杏奈の声が聞こえず、宗次朗は「うん？」と聞き返した。

「なんでもない、美味おいしいもの食べたい！」

　杏奈は、大きな声を張り上げる。

「おう、そうだな。そろそろ昼飯時だな。美味うまいもの御ご馳ち走そうするよ。先ぽん斗と町ちようのイタリアンでも」

　やったー、と杏奈は宗次朗の背中にしがみついた。

　やがて赤信号でバイクが停まった時、

「杏奈はいつ東京に戻るんだ？」

　宗次朗は少し振り返って、そう尋ねる。

「明日あしたの朝だよ」

「それなら、今夜宴会しないか？」

「宴会？」

「ああ、櫻井家の和室を全開にして、宴会」

　ニッと笑う宗次朗に、杏奈は目を輝かせた。

「それいいね、宴会したい！　ランチ食べたら準備しよう！」

「おう」

　信号が青に変わり、バイクは再び走り出す。

　川かわ端ばた通どおりを南へ、祇ぎ園おんへと向かっていた。




　　　　＊　＊　＊




　小春は、宗次朗と杏奈が結界の補強のコースを回って祈禱し、その様子をＳＮＳに投稿してくれたことを知り、呆然と立ち尽くす。

　今をときめく大スターの『開運デートコース』だ。

　その投稿を見たファンたちが、真似をして同じように回っていく。

『自分を幸せにし、他人にも幸せを分けられる開運コース』と信じて。

　その想いは、わくわくと楽しい気持ちに乗せられている。

　それがどれだけの人数か分からないが、相当なものなのだろう。

　それほど強いものは他にない。

　それは、どんなに優秀な陰陽師の祈禱にも勝る。

　そう、たくさんの人の想いには敵かなわないのだ。

　多くの人の力によって、京の町に結界が張られていく。

　町に残っていた『魔』が焼き尽くされ、土地が清浄になっていく。

　小春は、心地よさに目を細める。

　すると、不思議な光景が浮かんできた。

　この結界が補強されることで、崩れていた三角形の社までも建ち直っていくイメージが頭の中に描かれていったのだ。

　倒れていた朱色の柱が立ち、みるみる立派な社になっていき、傷付いた精霊たちが、手を取って立ち上がり、再び祈き禱とうを始める。

「澪人さん！」

　小春が振り返ると、澪人は呆然とした様子で頷うなずいた。

「三角形の見えない社まで、修復されてるし……」

「これも、大勢の人が、結界の補強をしている効果なんでしょうか？」

　小春が少し興奮して尋ねると、澪人は小刻みに首を振った。

「……ちゃう、宗次朗さんや」

「宗次朗さんが？」

「そうや、彼は『主上おかみの印しるし』を持ったはるんや。あの人が結界の祈禱をし、その後に大勢のエネルギーが動いたことで、精霊たちが、また力を持ったんや」

　呆然と洩もらす澪人に、小春は「え……」と零こぼす。

　吉乃が言うには、祖父は『この地を統べてきた一族の血』を引く人間であり、それが正しいならば、その血は父や自分、そして宗次朗にも流れている。

「で、でも、宗次朗さんは『主上』ではないですよね？」

「もちろん、そうや。ほんでも精霊たちが認めたんや。宗次朗さんを自分たちの『主あるじ』やて」

　空にきらきらと見えていた幾何学模様が、京の町を包むドームとなっていく。

　むくむくと立ち上がる見えない社。

　再び、鎮座する狛こま犬いぬたち。

　今もたくさんの人たちが、上賀茂神社、銀閣寺、八坂神社、松屋大社、金閣寺、そして上賀茂神社と回り、絶え間なく力を与え続けているのだろう。

「──宗次朗さん……あの人にはほんまに敵わへん」

　澪人は空を見上げ、目に涙を浮かべて言う。

「そして杏奈さんもですよ。二人が一緒だったから、こんな奇跡が起こったんです」

　そう、陰と陽がひとつになることで、太たい極きよくが回り出す。

　そうして、奇跡が生まれるのだ。

　奇跡は、革命だ。

　王となる者の一手で、形勢のすべてがひっくり返る。

　こんな素晴らしい奇跡を二人は明るく楽しく、そしてあっけらかんとこなしたのだろう。

　澪人が言うように、本当にすごいことだ。

　笑顔を浮かべながらも、なぜか涙が止まらない。

「小春ちゃん……」

　澪人は優しく小春を抱き寄せて、よしよし、とその頭を撫なでた。

　その時、小春のスマホに新たなメッセージが入り、慌てて確認すると、

『今夜は、宴会だぞ。お前も澪人を誘って帰って来いよ』

　噂をすれば、宗次朗からだった。

「澪人さん、宗次朗さんが……」

　小春が顔を綻ほころばせながらそのメッセージを見せると、澪人は嬉うれしそうに目を細める。

「おおきに、呼ばれます」

「良かった。ぜひ」

「そやけど、祇園に行く前に、チームのみんなに話がしたいです。心配かけたやろし」

「本当ですね。このことを伝えたいですね」

「……そして、これは後からやけど、僕たちのことを兄さんにもしっかり話そうと思います。傷付けてしまうやろうけど」

　澪人はそう言って、目を伏せた。

　気が重いのだろう。

　小春は、『大丈夫だと思います』と心の中で告げたが、口には出さなかった。

　再び河原で和人と交わした会話を思い返す。




　　　　＊　＊　＊




『……それで小春さん、気になって仕方がないのですが、僕とあなたは前世でどんな関わりがあったんでしょうか』

　怖いけれど知りたい、という様子で問う和人に、小春は目を伏せた。

『……私はあなたに、本当に助けられたんです。前世の私の生きる支えでした。恩人なんです』

『どういうことですか？』と和人は眉まゆ根ねを寄せた。

『左近衛大将を亡くした私は、生きる気力を失っていました。実際、起き上がることもできず、食事も喉のどを通りませんでした。食べようとしても吐いてしまう日が続いたんです。もう俗世に未練はないと出家する準備をしていた時に、私は気付きました。彼の子をお腹に宿していると……』

　小春はそう言って、和人を見詰める。

『その子が、和人さん、あなたなんです』

　和人は、『え』と、一言だけ言って、その細い目をこれ以上ないほどに開いた。

『あなたを授かっていると知ったことで、私は出家をやめて、俗世で生きようと思いました。生まれてきた子は、左近衛大将にそっくりの男の子。とても優秀で優しくて強く行動力があり、私をぐいぐい引っ張って行ってくれる、私にはすぎたような素敵な息子でした。その頃の私は、あなたが生きる支えだったんです。ですが私はあなたが元服する少し前に他界してしまい、大人になったあなたを知らないせいか、気付くのが遅くなってしまって』

　小春はばつの悪さに肩をすくめながら、和人を見詰める。

　彼を前に涙が浮かんでくるのを感じて、目頭を押さえた。

　そう、和人が息子だったと分かったのは、すべてを思い出した後。

　そこで、すべてが合点がいった。

　なぜ、和人が左近衛大将そっくりなのか。彼は前世の外見そのままに生まれてきただけなのだ。

　そして彼に対して、ときめきを抱かないのかも。

　かつて自分は、彼の母親だったからなのだと────。

『……そう、でしたか。澪人が父で、あなたが母』

　そう洩らしたあと、『ああ、どうりで！』と両手で頭を抱えた。

『僕が、あなたに惹ひかれたわけも、それでいて煮え切らない澪人にイライラしてしまったわけも分かりました。そうか、なるほど』

　彼の中で、腑ふに落ちたことがあるようで、何度も頷いている。

『──分かりました、小春さん。なんだかとてもスッキリしました。ですが、このことは澪人に黙っててもらって良いですか？』

『えっ？』

『だって、こんな面白い話は、いつか僕の口から伝えたいと思います』

　そう言っていたずらっぽく笑う和人に、小春は微笑んで頷いた。








エピローグ









　神泉苑は、静寂に包まれていた。

　新月を迎えて間もない夜空は、星だけが瞬いている。

　青年姿の若宮は朱色の橋の中央で嬉しそうに盃さかずきを傾け、縁に座っているコウメをちらりと見た。

　コウメは盃の甘酒を口に運んで、美味おいしい、と目を瞑つぶっている。

『コウメはようやく、この姿のわたしにも慣れてくれましたね』

　若宮が、その頭を撫でようと手を伸ばすと、コウメは嫌そうに後あと退ずさりをした。

　もう一度撫でようとすると、コウメは尋常ならぬスピードで左右に素早く避ける。

『…………』

　若宮は肩をすくめて、まぁいいか、と手を引っ込める。

『コウメ、ひとつお願いがあるのです』

　なぁに？　とコウメは顔を上げた。

『あなたは、元々、代々安倍家に仕えた管狐……』

　コウメは真顔になり、身構えるように尾をピンと立てた。

『ああ、別にあなたを管狐に戻そうとしているわけではありませんよ』

　そう言うと、コウメはホッとした様子で、尾を下げる。

『お願いはですね、その筒の中を見せてもらっても良いですか？』

　そう言って手を差し伸べた若宮に、コウメは、どうしよう、と目を伏せた。

『……わたしは、そろそろ、開ける頃ではないかと思うのです』

　その言葉にコウメは背中から竹筒を下ろして、手を合わせ、耳を欹そばだてる。どうやら許可が得られたようで、コウメは慎重に竹筒の栓を抜いた。

　するとその中から白い煙が立ち上がった。

　たちまち煙は橋を包み、その中から、白肌に細面の青年が姿を現わした。

　ああ、やっぱり、と若宮は口角を上げる。

　彼は若宮を前にするなり〝これは黒こく龍りゆう様〟と深く頭を下げる。

『──お久しぶりですね、晴明殿』

　晴明は、本当に、と微笑み、

〝良かった。どうやら、上手うまくいったようですね〟

　夜空を仰いで、満足そうに頷うなずいた。

『あなたには、恐れ入りました』

〝わたしに？〟

『ええ、あなたは自分の結界が持たなくなるであろう千年先まで見据えて、すべてを仕掛けました。まったく人の子とは思えぬ恐ろしさですね』

　微笑む若宮に〝いえいえ〟と晴明は首を振る。

〝それにしても、新たな結界がこのようなかたちになるとは思いませんでした。面白いものですね〟

『そうですね。かつてはあなた一人が張った結界ですが、今回はたくさんの人の力によって張られました。それはもう、たった一人の超人が世を救う時代ではなく、一人一人の想いが世を支え、救う時代が来たということなのでしょう』

〝なるほど、時代は変わるものですね〟

　晴明は大きく頷いた。

『……あなたも千里眼ではないのですね？』

〝それはもちろん。そうそう管絃祭の夜、あなたが起こした大雨にも驚きましたよ。その意図を聞いても？〟

　横目で見る晴明に、若宮は何も言わずに微笑んで肩をすくめる。

〝これは失礼、野暮なことを聞きましたね〟と彼は愉たのしげに目を細めた。

『ところで、あなたはこれからどうなさるんですか？』

〝ご存じでしょうが、このわたしは先のことを確認したいがために残しておいた想念です。ですから、これでわたしの仕事は終わりで、消えてなくなるまで。この意識も結界の一部となりましょう〟

　胸に手を当てて言う晴明に、若宮は『そうですか』と頷いた。

『せっかく再会できたのに残念です。またいつか、あなたご自身にお会いできる日を楽しみにしています』

〝ええ、またいつか。きっとそう遠くない未来かもしれません〟

　深く頭を下げ、晴明は再び白い煙となり、消えてなくなった。

　コウメは、きゅう、と切ない声を上げ、寂しそうに空を見上げている。

『そうですよね、あなた方はずっと主あるじの想念を背中に背負い、時が来るまで、と代々護まもってきたのですから寂しいですよね。ですが、彼もそう遠くない未来に会えるかもしれないと言ったでしょう？　もしかしたら、あなたが思っている以上に早くにお会いできるかもしれませんよ』

　本当？　と上目遣いを見せるコウメに、若宮は、『ええ』と頷く。

　それで管絃祭のことって？　と身を乗り出したコウメに若宮は、『ああ、そうだ』と手を打った。

『今回、あなたはとてもがんばってくれたので、褒美を授けましょう』

　ご褒美？　とコウメは目を輝かせた。

『それには、あなたの体に触れなくてはなりません。逃げないでくださいね』

　そう言った若宮に、コウメは、仕方ない、という様子で行儀よくお座りをする。

　若宮は小さく笑ってコウメの頭に手を乗せた。

　頭から尾までするすると体を撫なでて、その手を離した時、コウメの尾が三本に増えていた。

　それに気が付いたコウメは、うわぁ、と目を輝かせる。

　増えた増えた、と、境内を飛び回る。

　ふさふさの三本の尾を堪たん能のうするように嬉うれしそうにはしゃぎまわり、そのまま神泉苑の境内を飛び出して行った。

　若宮はそんなコウメの後ろ姿を見送り、ふふっと笑う。

〝管絃祭の夜、あなたが起こした大雨にも驚きましたよ。その意図を聞いても？〟

　頭を掠かすめた晴明の言葉に若宮は口くち許もとを扇で隠し、二日月の夜空を仰ぐ。

　そのまま、夜の闇に溶けるように消えていった。




　　　　＊　＊　＊




　その夜、櫻井家に並ぶ和室の襖ふすまを取り外して大広間とし、宴会が行われた。

　そこに集まったのは、小春、吉乃、宗次朗、杏奈はもちろん、澪人、愛衣、由里子、朔也というチームの皆も揃っている。

　連なったテーブルには、キムチ鍋なべ、豆乳鍋、トマト鍋と、鍋料理が三つ、刺身の盛り合わせに、三善酒造の酒、ソフトドリンク各種が並んでいた。

「初夏やけど、やっぱり大人数が集まる時は、鍋やね。楽やし」

　うん、と頷く吉乃に、宗次朗は呆あきれたように言う。

「楽って、ばーさんは何もしてないだろ。作ったのは主に俺だ」

「みんなの前でばーさん言わんときよし」

「今さらだろ」

　相変わらずな二人のやり取りに、皆でドッと笑った。

「今日は涼しいし、鍋大好きだから嬉しいです」と愛衣が嬉しそうに言った。

「こんなに色んな種類の鍋を食べられるなんて……トマト鍋なんてお洒落しやれなの初めて」

　ぽっと頰を赤らめる由里子に、「え、トマト鍋ってお洒落っすか？」と朔也がすかさず突っ込んでいる。

「もう、うるさいわね、朔也は。……ところであなた、櫻井家で食事はエネルギーが強すぎて怖いって言ってたのに、元気そうじゃない」

　小声で尋ねた由里子に、朔也は「うん」と頷いた。

「前に来た時は、パワーにあてられたけど今は大丈夫みたいだ。免疫がついたのかな？」

「きっと、あなたもパワーアップしたのよ」と由里子は微笑んだ。

　小春はせっせとコップを並べながら、「みんなそろそろ座ってくださーい」と声を上げると、杏奈が「それじゃあ」と手を叩たたく。

「まずは、乾杯しましょうか！」

「……って、なんで姉さんが仕切ってるんや」と澪人が小さく笑う。

「いいじゃない。私だって鍋料理の手伝いをしたんだから。何か文句あるわけ？」

　額が付くほどに顔を近付けて睨にらむ杏奈に、澪人は肩をすくめる。

「ありまへんし」

「いやはや、賀茂くん。どこも姉弟きようだいってのは、同じ感じだねぇ」

　朔也が嬉しそうに、澪人の肩に手を回した。

「おっ、澪たんにも仲良しのお友達ができたか」

「いえ、宗次朗さん、僕と賀茂くんは『仲良しの友達』じゃなくて、チームの仲間なんです。賀茂くんは尊敬するリーダーってことで」と朔也が拳こぶしを握った。

「そうか、それじゃあ、今夜はそんな澪たんが乾杯の音頭だな」

　宗次朗がコップを手に、ニッと笑う。

「え、僕ですか？」

「そうよ、あなたはチームリーダーだし」と由里子が真顔で言う。

「チームリーダー・澪たん！」

　ひゅう、と口笛を鳴らす宗次朗に、

「やめてください」と澪人は苦笑しつつ、立ち上がった。

　すると皆は、すぐにお喋しやべりをやめて、姿勢を正す。

「……前回はチームの皆さん、今回は宗次朗さんと姉さん、そしてたくさんの人の力をお借りして、京の結界は『補強』を超えて、再び張り直されました。こんなにたくさんの人が動いてくれたのはひとえに姉さんの知名度のおかげや。これからも多くの人たちが『開運コース』言うて回ってくれると思います。それは結界の補強を続けてくれることにつながります。ほんに大きな功績やと思います。姉さんの今のところの成功は、このためやったんやろうて思うほどや」

　そう言った澪人に、杏奈は口を尖とがらせる。

「……それはそれで、複雑なんだけど」

　皆はくすくす笑って、澪人の次の言葉を待った。

「ただ、安倍晴明の結界が効いている時も、ご存じの通り、先の戦を含めて、京の町には様々な事が起こってました。結界が張られるということは、外部の魔はシャットアウトできますが、人が作り出した内部の魔が蓄積されることでもあり、それが先の戦につながったんやて思うてます」

　そう話す澪人に、小春が「先の戦って？」と小声で尋ねる。

　すると吉乃が「応おう仁にんの乱のことや」と小声で答えた。

「京の人間は、応仁の乱のことを『先の戦』って言うんだよな。さすが澪たん」

　ぼそぼそと話していると、澪人は咳せき払ばらいをし、皆は慌てて口を閉ざした。

「……今回もここが最悪の魔界になることを防いだだけで、この町にはこれからも色々あると思てます。妖あやかしも幽霊も怨おん念ねんも争いも、残念なことになくなりはしまへん。そやからチームの皆さん、ほんで宗次朗さんに姉さん、そして吉乃さん、これからもどうぞよろしゅうお頼み申します」

　ぺこりと頭を下げた澪人に、皆は『いよいよ、乾杯か』とコップを手にした。

「あ、すんません、最後にひとつだけ」

　そう言った澪人に、皆は『ええ、まだ？』という目を見せる。

　澪人は「かんにん」と手をかざして、照れくさそうに前髪をかき上げる。

「ええと、僕と小春ちゃんが付き合うことになりました。そういうわけです。どうぞよろしくお願いします」

　それに続いて小春も、「よろしくお願いします」と気恥ずかしさを感じながら、頭を下げた。

「…………」

　一瞬の沈黙があり、うおおおお、と皆が揃って地鳴りのような声を上げた。

「う、うそ、小春、本当に？」と愛衣が身を乗り出す。

「ちょっ、小春ちゃん、本当にこの厄介そうな男でいいの？」

　杏奈は目を泳がせながら、小春と澪人を交互に見た。

「コハちゃん、賀茂くん、おめでとう」

　諸もろ手てを挙げる朔也の横で、由里子が「私は時間の問題だと思っていたわ」と頷うなずく。

「おい、澪人、まさかもうお前、小春に色んなことしたわけではないだろうな」

　宗次朗は、勢いよく澪人の胸倉をつかんだ。

「ま、まだ、何もしてまへんし」

「『まだ』って、今後、何かする気かよ」

「…………」

　澪人は、頰を赤らめて、そっと目をそらす。

　宗次朗は「するつもりなんだ」と口に手を当て、皆は「ぎゃああ」と声を上げる。

「そんな賀茂くんの姿、初めて見た！　っていうか、あんまり見たくない」

「あら、いいじゃない。ギャップ萌えよ」

　皆がわいわいと騒ぐ中、

「ああ、もう、それより、乾杯や」

　と、吉乃が声を張り上げた。

　思わぬ迫力に、皆はびくんとして、急いでコップを手にする。

　吉乃はすぐににこりと微笑んで、「乾杯」と可愛く言い、皆も「乾杯！」とコップを掲げる。

「……もう、本当にびっくりしたよ、小春」

「ご、ごめん、愛衣。実は今日のお昼のことだし、言う暇がなくて」

「それで、告白はどちらからなのかしら？」

「ゆ、由里子センパイ、勘弁してください」

「ほらほら、食べよし」

　吉乃がくすくす笑って、お玉を手にする。

　その時、とんとん、と窓をノックする音が響いた。

　櫻井家の居間は二階にあるため、窓をノックする人などいない。

　それはつまり、人ではないということだ。

　皆が息を吞のんで顔を見合わせる中、

「えっ、なぁに、どうしたの？」

「本当にどうしたんですか？」

　杏奈と愛衣にはその音は聞こえなかったようで、不思議そうにしている。

　小春は、もしかして、と立ち上がり、窓を開けた。

　ぱっ、と目に入ってきたのは、真っ白でふさふさしている動物のお尻しりだった。

「…………え？」

　尾が三本あるため、普通の動物ではないことはすぐに分かった。

　とはいえ、目の前にあるのはお尻であり、小春が戸惑っているとその動物は、少し得意気に振り返る。

　丸い顔に、くりくりとした丸い目で、すごいでしょう、という様子を見せている。

「コウメちゃん！」

　そう声を上げるとコウメはすぐ小春に飛びついて、三本の尾を振って見せる。

「お、おい、もふもふ、俺のとこにも来い」と宗次朗が声を上げる。

「えっ、何が来たの？　宗ちゃん、ここにも可愛いもふもふがいるんだけど」

　杏奈が愛あい兎とのハルを抱き上げて見せると、「杏奈さん、その子を抱っこさせてもらっても良いかしら」と由里子が耳を赤くさせて言う。

「ほら、もふもふ来い」

「宗次朗さん、その子は成人男性をあまり好まへんのや。僕のとこも来ませんし」

「それは、お前が毒花だからだろ」

「いやいや、宗次朗さん、賀茂くんはもう可か憐れんな花になったと思いますよ？」

「そんなの一瞬だけだ。慣れたらすぐに毒花に戻るよ。属性がそうなんだから」

「相変わらずひどい言われようやね」

　澪人はそう言って、愉たのしげに笑う。

　そんな櫻井家の宴会は夜遅くまで、それは賑にぎやかに行われていった。








あとがき









　ご愛読ありがとうございます、望もち月づき麻ま衣いです。

『わが家は祇園まちの拝み屋さん』シリーズも七巻目。

　あとがきを書くのは、久しぶりです。

　これまでシリアスな展開が続いていたため、吞気のんきなあとがきを書くことが躊躇ためらわれたのですが、今回は楽しい雰囲気でのラストを迎えられましたので、書かせていただくことにしました。

　様々な問題を解決し、とてもすっきりとした展開を迎えた本シリーズ。

　実は今巻でシリーズを完結させることも考えたのですが、ありがたくも『できれば続きを』というお言葉をいただきましたのと、私自身『あと少しだけ彼らを見守りたい』という気持ちがございまして、もう少し続きを書かせていただけたらと思います。

　次巻は、ようやく交際を始めた澪人と小春の様子や、若きチーム拝み屋のわいわいとしている様子や活躍を楽しく描けたらと思っております。

　どうぞよろしくお願いいたします。

　そしてこの場をお借りして、感謝の言葉を伝えさせてください。

　編集者の伊い知ち地ぢ様・三み村むら様、校正様、カバーデザイナー様、取次様、書店様、

　いつも素晴らしいカバーイラストを手掛けてくださる友ゆう風ふう子し様。

　シリーズを通して京都弁監修をしてくださっている明美様ご夫妻。




　そして、この本をお手に取ってくださった、読者の皆様────。




　私と本作品を支えてくださるすべてのご縁に、心より感謝とお礼を申し上げます。

　本当に、ありがとうございました。





望月麻衣
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